
    
      
        
      
    

  











































































高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果２
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◆柊木春香◆




『誠治せいじ君、おはよう♪』

　朝起きてまずやることといえば、誠治君におはようのメールを送ること。

　出勤の準備をしながら返信を待っていると、メールが返ってきた。

『うん』

　あれ。それだけ？

　いつもより素っ気ないような……。

　おはよう、とか、今日も頑張ろうね、とか、愛してるよ、とか、そういうのは？？

　なんか悲しいから、『今日も一日学校頑張ろうね！』と送ったけど、返事は一向にない。

　むう……。

　これはもしや、倦怠期けんたいきというやつでは……っ!?

　付き合うことに慣れてしまって、当初のドキドキや新鮮味がなくなりどのカップルにも訪れるという、アレ──！

「もしや、誠治君は、あたしへの興味をなくしはじめている……？」

　そ、そんなあ。

　付き合ってまだ一か月ちょっとなのに……。

　ぷるぷる、とあたしは首を振る。

　誠治君は、多感な高校生。毎日似たような仕事をして過ごしている教師に比べれば、刺激的な出来事だって多いはず。

　誠治君は、優しくてカッコいいから割とおモテになる。……たぶん。

　あたしが本気を出せば、女子高生なんて小娘に興味を持つ必要なんてないくらい、誠治君を虜とりこにできるんだから。

「柊木ひいらぎ、頑張ります！」

　て言っても、何をどうすれば……？

　テーブルの上に置いてあるデート情報誌の片隅に、『イメチェン』の文字があった。

「よーし。決ーめた！」

　いつもポニテにしている髪を、今日は左肩のほうへまとめて流す。

　うんうん、案外いいかも！　普段のあたしよりもぐっと大人っぽくなった。


「誠治君、なんて言うかな。…………ぐふふ」



　今日は大人っぽいね、春香はるかさん。好き！　愛してる！　──なんて言われたりして。


「ぐふ…………ぐふふ」



　車に乗り込んでさっそく通勤。

　職員室で授業の準備をしたり、その他雑務をしながら朝礼の時間を待つ。

　誠治君、来ないかなー？

　各先生が担任の教室へ行き、ホームルームを終えて帰ってくる。

　誠治君、来ないかなー？

　一限目の授業が終わって、一〇分休憩に入った。

　来ないかなー？　誠治君、まだかなー？

　それらしき人影が職員室の出入口に見えない。

　おっかしいなー。

　今日はお休みじゃないはずなのに……。

「あ！　先生、髪おろしてるー！」

「ほんとだ！　そっちも可愛かわいいねー！」

　三年生の女子が気づいて褒ほめてくれる。

「あはは、ありがとうー」

　髪を下ろした柊木は、イケてる!!　確信した!!　ぐふふ。

　だから誠治君、早く……。

　来ないかなー。来ないかなー。そわそわ……。


　………………。




　──って、全然来ないしっっっ！



　んもう怒った。あたしから会いに行ってやるんだから。

　ずんずん、と足音を鳴らして、教室棟の二階、誠治君のクラスであるＢ組へむかう。

「せい……真田さなだ君は、いるかなっと……」

　こっそり教室をのぞく。

　がらーん、としていて、生徒は誰だれもいなかった。

「あ、先生。Ｂ組になんか用？　ＡＢ組、体育だからもう移動してると思うよ？」

　通りがかった男子がそう言って教えてくれた。

「あ、そうなんだ。ありがとう。……うーん、間が悪いなぁ……」

　はあ、と肩を落とす。

　誠治君！　柊木先生は、これでも暇じゃないんだよ！

「体育ってどこでやってるの？　グラウンド？」

「ＡＢは、体育館だったような？」

「オッケー、ありがとう！」

　こうなれば、意地でも会って、今日の春香さんいつもと違うねって言ってもらうんだから。

「ふんす」

　鼻から勢いよく息を出して、ずんずん、と歩いて体育館へとむかう。チャイムが鳴り授業がはじまった。

　体育館の重い鉄の扉をちょっと開けて、中をのぞく。

　あ、いたいた。眠そうな顔をしている誠治君、ちょっと可愛い。

　他ほかの生徒たちに気づかれて、先生ー、先生ー、とみんなが手を振ってくれるので、あたしも手を振り返す。

　けど、肝心の誠治君は、こっちを見向きもしない。

「うん、おほん、ごほん！　おーっほん！」

　顔が見やすいように、ガラガラ、と扉を開けておく。ついに誠治君が気がついた。

「……」

　ど、どうよー！　バージョンアップしたあたしは！

　ぷい、と何のリアクションも見せずにそっぽをむかれた。


　な、何よあれーーーー！



　愛しの春香さんが来たっていうのにぃいいい。

　誠治君のためにバージョンアップしたっていうのにぃいいいいい。


　こ、これが倦怠期…………!?



「なんで冷たいのよう……寂さびしいじゃん……」

　ゴゴゴゴゴ、と変な効果音がすると、あたしの顔に影が落ちた。

「……柊木先生」

「……は、はい？」

　低い声に見上げると、ジャージ姿の体育担当の駒田こまだ先生があたしを見下ろしていた。

　誠治君が、満塁男って呼ぶと怒るって言っていた。意味はよくわからないけど。

　……ちょ、超怖い……。

「授業の見学ですか」

「……い、いえ……見学っていうか……逆に見てもらおうかな……なぁーんて……」

　冷や汗がダラダラと止まらない……。

　え。もしかして、あたし怒られてる!?

　世界史の先生なのに、生徒みたいに怒られてる!?

　その奥で、誠治君が、『もう、言わんこっちゃない』って顔でため息をついた。

　せ、誠治君……なんかフォローをして……へ、へるぷ……。

「今は体育の授業中です」

「ひゃい……」

「自分の授業がないからといって、冷やかしに来ないでください」

「す、すみません……」

　怒られてる……あたし、普通に怒られてる……。先生として先輩から怒られてる……。

　ふぐうう……。

「暇なら、他の世界史の授業を見学させてもらうなりして、授業の進め方を勉強して──」

　ガチな奴やつだ……。

　仕事をする人間として、あたし叱しかられてる……。

「ひ、暇ではないんです……」

「だったらどうしてわざわざ体育の授業を？」

　駒田先生の顔に、「暇な奴はいいな」って書いてある。

　うぐぐぐぐぐ。悔しいよう……。

　でもリアルな仕事量では、満塁男のほうが五倍くらいあるから、何にも言えない……。

「たまたま、ちょっと通りがかっただけで……」

「──柊木先生、もしかして次の授業の件ですか？」

　たたた、と誠治君が駆けてきた。

　誠治君んんんんんんんんんんん。

　あたし、もう、泣きそうだよううううううう。

「……でも、次の授業の件って、何？」

　ずるっと誠治君がきれいに転倒した。

　何？　どういうこと？

　気を取り直した誠治君が、満塁男に説明をしてくれる。

「先生、俺おれ、日直で。今日の世界史、ＤＶＤを見るか何かで、その準備が必要だっていう話だったんです」

　……今日はＤＶＤ見ないよ？　『世界〇しぎ発〇！』、たまに授業で見るときもあるけど。

　ギロン、と満塁男の視線があたしにむいた。

「え、えと、そうなんです。ちょ、ちょっとだけ、ほんのちょっとだけ、その話を」

「そういうことですか。……今度からそういう話は、休憩中にお願いします」

　のしのし、と駒田先生は去っていった。

　誠治君が体育館から出てくると、あたしの手を引っ張った。

「せい──真田君、今日はＤＶＤ見る日じゃないよ？　それに、日直でもないでしょう」

「方便だよ、方便。あのまま割って入らなかったら、先生泣きそうだったし」

　きょろきょろ、とあたりを見回した誠治君は、あたしを更衣室に連れていった。

「それならそれで、ぷいってしなくてもいいじゃない……そういうつれない態度取られると、心配になるんだから」

「あそこで反応すると、春香さんが俺を見に来たって、バレるかもしれないでしょ？」

　う。ちゃんとした理由があったんだ……。

「だ、だって……朝のメールも素っ気なかったし……倦怠期かなって、不安になって……」

「朝は忙しいから、ちょっと今日は短かったかもって、俺も反省してる。けど、倦怠期とかそういうあれじゃないから」

　なんだ。よかったぁ。あたしの早とちりだったのか。

　そ、そうだ。

　さわさわ、と今日は下ろしている髪の毛をそれとなく触る。

「誠治君、あたしに何か言うことない？」

「え？　あ。……なんで俺が日直じゃないって知ってんの？」

「ふふん。誠治君のクラスのローテーションは把握はあく済みだからだよ！　て、そこじゃないから！　あ、あと……さっき満塁男から助けてくれてありがとう」

「うん。どういたしまして。じゃ、授業戻らないと」

　呼び止める間もなく、誠治君が更衣室から出ていく。

　それから、すぐにこっちを振り返った。

「髪下ろしても似合うね、先生。大人っぽくていいかも」

　じゃ、と手を振って体育館に入っていった。


「も、もう……き、気づいてるんなら最初にそう言って……もぉ………………好き……っ」



　昼休憩は、いっぱい甘やかしてあげよっと。

　こうして。

　倦怠期どころか、誠治君のことが大好きなのだと再確認する一日になったのでした。
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　超しょぼしょぼしている。

　柊木ひいらぎちゃんの目が。

　デートをするとはいっても、あまり外で遊べない俺おれたちは、週末は柊木ちゃんちで過ごすことが多い。

　とりわけ多いのが、ＤＶＤで映画鑑賞だ。

　今日も少し前に流行はやったアクション映画を柊木ちゃんが借りてきていて、一緒に見ているのだけど、柊木ちゃんの目蓋まぶたが重そう……。

　まばたきするたびに、しばらく目をつむって開くことが増えてきた。

　柊木ちゃんは、割とどこでも寝てしまうタイプの人らしく、寝つきもかなりいい。

「春香はるかさん、眠いでしょ？」

「う、ううん、全然眠くないから。あと五〇時間は起きてられるから」

　わかりやすっ。噓うそってバレバレ……。

「仕事疲れがあるんでしょ？　ちょっと仮眠する？」

「しない……せっかく政治金とデートしてるのに」

「ほら、ろれつがポンコツになってる」

　グレーな何かとデートしているらしい。

　……単純に嚙かんだんだろうけど。

　ふるふる、と全力で頭を振って、「ぬんっ」と気合を入れて、目に力を入れる柊木ちゃん。

「週末、政治金と遊ぶことを、あたしがどれほど楽しみにしてるか……！」

「そりゃ、楽しみだろうな……税金で旅行とかできそう」


「………………はっ!?　寝てない、寝てないから！」



「訊きいてねえよ。てか、その反応、絶対に寝てただろ」

　ＤＶＤの再生を一時停止。

「どうしたの？」

「俺、ちょっと眠くて。昼寝していい？」

「そういうことなら、もちろんいいよ。はい、おいで？」

　両手を広げて、柊木ちゃんが俺に着陸許可を出した。

　母性丸出しの柊木ちゃんに甘えたくなってしまう……。

　いや、けどそうじゃないんだよ。

　てか俺は全然眠くない。
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　俺が寝れば、やることのなくなった柊木ちゃんも眠るのでは？　という作戦。

　こうでも言わないと、ずっと「いや、寝てないから」って言ってそう。

　仕事の疲れがあるのに、無理して起きておくこともないだろうに。

「今日は、いい……」

「あれ？　珍しいね？」

「ソファで、座りながら寝るから」

「それじゃ、逆に体が疲れちゃうでしょ？」

　ブランケットを取り出した柊木ちゃんは、自分の膝ひざにかけた。

「ほら。ここ。おいで」

　とんとん、と太もものあたりを叩たたく。

　こ、ここで屈しては、柊木ちゃんが眠れない……！

　そう思ったけど、甘やかしレベルが高すぎて、俺じゃ相手にならない……！

「けど、そこを使うと身動き取れないでしょ？」

「むふふ……政治金の寝顔見てるからいいのー」

　いつになったら俺は誠治せいじ君って呼ばれるんだろう。

「春香さん、疲れてるんなら無理にＤＶＤを見なくても……」

「別に無理はしてないよー？」

　結局、柊木ちゃんの誘惑に勝てず、膝を借りる形となった。

　俺の身動きが取りづらいのをいいことに、キスをしてくる。

　なでなで。なでなで。愛猫かっていうくらい、俺は撫なでられた。

　それが心地よくなってしまい、気づいたら眠っていた。

　目が覚めると、柊木ちゃんも活動停止状態で、目をつむってうつむいている。

　作戦は半分失敗して、半分は成功した。

　すうすう、と穏やかな寝息を立てている。

　起こさないようにそおっと柊木ちゃんの膝からお邪魔して、ゆっくり彼女を横にする。

「お疲れ、先生」

　腰のあたりから、パンツがほんのちょっと見えてる。

「っ!?」

　ブランケットを即かけて、視界はオールグリーン。

　無防備なのか、それともわざとなのか……ちょいちょい見えるときがあるから困る……。

　俺と遊ぶのを楽しみにしてくれているのは素直に嬉うれしい。

　けど、遊んでても疲れるときは疲れるから、たまにはこういう日もあっていいだろう。

　部屋の掃除は行き届いていて、俺の出る幕はなさそうだ。

　時刻は夕方の五時を回っていて、外はもう薄暗くなりはじめている。

「あ、そうだ。洗濯物……」

　乾いていたら取り込んで、できれば畳んであげようと寝室からベランダに出る。

　学校で何度か見たことのある私服やブラウスが、ハンガーに掛けられて干されていた。

　全部乾いていたので、取り込むだけ取り込んでいき、残った衣類に思わず手が止まる。

　まとめて干されているパンツとブラジャーだった。

「……」

　こ、これ、取り込んでいいやつなの……？

　ていうか、まじまじと見ちゃってるけど、大丈夫？？

　生唾なまつばごっくんなのである。

「き、ききっきき、基本的に、じょ、じょ、上下セットなんですね……」

　一度見たことがある下着から、初見の物もある。

　半分くらいヒモ……ひ、柊木ちゃん、こういうエロいのも穿はくんだ……。

　……生唾ごっくんなのである。

　まずい。動悸どうきがする。色のせいか、目がチカチカする。

　そう、この感覚は、レンタルビデオショップのＲ18コーナーにはじめて入ったときのような感覚……！

　視界から入る情報が刺激強め……。

　穿いてるパンツのほうが、見る分には何倍もエロい。

　けど、こういう干されている状態って、生活感が滲にじんで、それはそれで……。

　じっと見てしまう。

　これ……取り込んだとして畳むの……!?

　パンツはセーフ。なんとなく、畳み方はわかる。

　けど、男の俺からすれば未知の存在──ブラジャーってどうすんだ!?

　他ほかの洗濯物は畳んだのに、ブラジャーだけ放置ってのもなんか変。

『あれあれぇ？　誠治君、ブラは畳んでないけど……あ、恥ずかしかった？　男の子からすれば、ブラ畳むのは恥ずかしいよねぇー？　可愛かわいいねぇー誠治君は』

　って、ニヨニヨしながら柊木ちゃんが茶化ちゃかしてくるのが目に浮かぶ。

　ブラジャーとパンツを放置ってのも以下同文。

『ブラとパンツは取り込んでないけど……あ。そっかそっか、恥ずかしいよねー？　彼女の物とはいえ、恥ずかしかったんだよねぇー？　可愛いねぇー誠治君は』

　って、絶対にニヨニヨしながら言ってくる……。

　かといって、取り込んだ物を元に戻すのもはばかられる。

「ううん……これは、どうすれば……」

「すっごい熱心だね、誠治君」

　後ろから聞こえた声に俺は飛び上がった。

「うわあああ!?」

「あたしの下着をそんなにじいっと見つめちゃって……エッチなこと考えてたんでしょー？」

　がしっと俺を後ろから抱きしめた柊木ちゃんが、うりうり、とほっぺたをいじってくる。

　ちらっと横目で顔を見ると、やっぱりニヨニヨしていた。

「そんなこと、考えてない！」

　って言っても説得力がないんだろうなー。

「お年頃としごろだもんねぇー？　いいよ、いいよ、先生、全然気にしないから♪」

「勘違いしてるって。俺はた、ただ、取り込むか、取り込んだあとどう畳むかを悩んでいただけで──って、いつから見てたんだよ」

「誠治君が、ベランダに出たときくらい」

「結構前だな！　声かけろよ！」

「だって、何するんだろうって思って。つい。あたしのパンツ、ほしいのかなって……」

「……ほ、ほしくねえし」

　んんんん？　と、やっぱりニヨニヨしながら柊木ちゃんが俺の顔をのぞいてくる。

「あんまり強く言わないんだね？　否定ひていする勢いが落ちたよ？」

「ほしくない」

　こそっと耳元で柊木ちゃんがささやいた。

「ほしいの一個あげる♡」


「………………だ、だから、要らないって！」



「今、悩んだでしょー？　これがほしいの？」

　と指差して、顔赤いよ？　と、また俺をのぞきこんでくる。

「パンチラごっこするんなら、どれ穿いてほしい？」

「これ」

「やっぱりこれじゃん！　ほしいのこれじゃん！」

「ち、ち、違うから！　俺、そういうハレンチな遊び好きじゃないから」

「即答したでしょー？　どのパンツがいいか。そんなこと言っても、もう説得力ないですよー？」

「は、春香さんのハレンチぃいいいいい」

　うわーん、と俺はベランダでじたばたする。けど、柊木ちゃんの腕は全然ほどけない。

「あははは、誠治君可愛い～」

　その日は、ずっとこのネタでからかわれっぱなしだった。

　お土産にって、帰り際に例のパンツを渡されたけど、

「要らんわいっっ」

　てい、と投げ返した。

「もう、誠治君ってば、恥ずかしがり屋さんなんだからー」

　と、柊木ちゃんは唇を尖とがらせた。

　変なところで、恥じらいがまったくない柊木ちゃんは、ときどき、俺の手に負えない女の人になるのであった。
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◆柊木春香◆




　最後に乗ったのって、いつだったっけ……。

　春休みのときくらいだから、もう二か月以上も前ってことになる。

　お風呂ふろ上がりに、ちょっと気がむいたのが運の尽きだった。

「ふにゃあああああああああああああ!?　太ったぁああああああん!?」

　体重計の下ひとけたが、大きな数字になってるうううううううう！

　記憶にある限りでは、５もランクアップしてる!!

「なんでぇえええ……？」

　二の腕──ぷにーん。

　太もも──ふにっ、ふにっ。

　お腹なか──ぷににに。

「ふぐぅ……えぐっ……ふええ……」

　両手を床について、[image: ]のぽーず。

　完全に太ってる……！　言いわけできないレベル……。

　最後に運動したのって、いつだっけ？

　あ。やばい、思い出せないくらいずいぶん前だ。

　仕事して、ご飯食べて、ちょっとお酒呑のんで寝て──次の日にはまた仕事して。週末は誠治せいじ君とイチャイチャして……。

　その繰り返し。

　とっても幸せ！　けど、体重は増えてる……！

「幸せと体重って、不思議と比例の関係にあるよねっ♪」

　って、言いわけしてる場合じゃなぁあああああああい！

　このデブスパイラルから、どうにか抜け出さないと！

「ん？　でも、誠治君なら『ちょっとプニってしてるくらいのほうが、春香はるかさんは可愛かわいいよっ、愛してる』って言ってくれると思うなー！　たぶん!!」

　個人的に太っちゃったのはマイナスだけど、誠治君的には、むしろプラスだったりして！

「にへへ……」

　ってことは、プラスマイナスゼロってことだよ。







「……先生、最近太った？」

　翌日のお昼休み。

　家庭科室に四人で集まってご飯を食べていると、紗菜さなちゃんにそんなことを言われた。

　ちらっと誠治君がこっちを見てくる。

　フォローして、誠治君。ちょっとくらい太っているほうが、先生は可愛いよっ♡　って。

「……」

　スルー!?

　ぶすっと紗菜ちゃんが容赦なくわき腹に指を刺してくる。

「わ。結構めりこんだ……」

「やめてってば。ふ、太ってないから……こんなの、太ったうちに入らないから。誤差の範囲だから」

　ふうん、と紗菜ちゃんが鼻を鳴らすと、むかいの井伊いいさんがじいっとこっちを見つめてくる。

「……顔の、とくに顎あごのラインがぼんやりしたような気がする。あと、顔つきが、ふっくらした」

「ぐうう……幸せ太りだから。これ、幸せすぎて太っちゃっただけだから」

　ね、誠治君？　とニッコリスマイルを送ると、意を決したように誠治君が顔を上げた。

「うん。俺おれも、薄々そうなんじゃないかって思ってて、けど、言い出しにくくて。先生、太ったでしょ」

「ぐふっ……」

　直球で、しかもマジメな顔で言われると、ダメージは三倍増……。

「でも、ちょっとくらいプニってしてるほうが……」

「先生ぇ、それ、自分で言っちゃうとデブ自覚してるってことよー？　ボケを自分で解説しちゃう、みたいな恥ずかしさあるでしょー？」

「そんなこと言わないで……」

　しょんぼりしていると、うんうん、と誠治君もノーフォローの様子。

「社会人にありがちだけど、運動不足。やっぱ、よくないと思うよ。放っておくと、どんどん我がままボディになっていっちゃうし」

　もう、しょうがない。ダイエット、やるしかなさそうだ。

　長続きしないし、やめたらリバウンドするから好きじゃないんだけど。

「ちなみに、井伊さんや紗菜ちゃんは何かしてたりする？　ダイエット」

　二人とも顔を見合わせ、首を振った。

「サナ、太らないタイプだし」

「……同じく」

　あたしの体質を増し増しでプレゼントしてあげたい……！

「やってやるんだから！　見てなさいよ！」

　啖呵たんかを切って、あたしは家庭科室から出ていった。

　とは言ってみたものの、ダイエットに割く時間がないんだよ。

　夜にランニングするっていっても、走るのは得意じゃないし……。

　週末は誠治君とラブラブしたいし……。

　あ。

　家の体重計が壊れてるってオチでは……!?

　保健室に行って、カーテンを閉めて鍵かぎも閉める。

　ぽいぽい、と真っ裸になったあたしは、そおっと体重計に乗ってみる。

　……。

「ふにゃああああああああ!?　やっぱり太ってるぅうう、ていうか昨日よりワンランクアップしてるぅうううううう!?」

　こ、このままじゃ……誠治君に嫌われてしまう……。

『太った春香さんは、ちょっと……限度があるっていうか……』

　嫌ぁあああああああああ！

　ま、まずは、通勤は車じゃなくて自転車にしよう……！

　これで、ちょっとは運動になるから、あっという間に体重がガクーンて落ちて、『春香さん、超スマートになったじゃん、綺麗きれい！　愛してる！』って誠治君がハートマークの目になる。たぶん！







　……って期待して早一か月。体重は横這よこばい状態……。

　ダイエット、ナメてた……。

　キコキコ、と自転車を漕こいで帰宅すると、誠治君から電話が入った。

『俺、今日からウォーキングするんだ。九時くらいから。春香さんもどう？』

「うん！　あ、けど、大丈夫かな。一緒にいて……」

『帽子被かぶるし、夜で暗いから大丈夫でしょ』

　誠治君もダイエットはじめたのかな……？

　ま、いいや。

　簡単にご飯を済ませ、準備をすると誠治君がやってきた。

「平日に会うのってはじめてだから、なんだかドキドキするね♪」

　手を握って、一人でドキドキしていると、ぱっと振り払われた。

「春香さん、ウォーキングは、散歩じゃないからね」

「ち……違うの？」

「夜のラブラブお散歩デートってわけじゃないから。シャカシャカ歩くんだよ。腕をきちんと振って。競歩するノリで」

「楽しそうじゃなくなった!?」

　こうして、誠治君指導のもと、夜のウォーキングがはじまった。

　最初のうちは、歩くので精一杯だったけど、慣れてくると会話する余裕も出てきた。

「やっぱり、あたしが太るのは嫌？」

「俺が嫌っていうか、本人がそれをどう思うかだよ。太ったことは、嫌じゃなかった？」

「嫌だった」

「じゃ、頑張ろう？」

「あ、うん」


　うぅぅぅ……さっきまで厳しかったのに、誠治君ってばツンデレ……。



　うぅ……好き。

　こっそり手を繫つないで──あう、また拒否された……。悲しい……。

「今は、イチャイチャする時間じゃないでしょ？」

「はい……」

　もう、どっちが先生かわからない状態だった。

「でも、誠治君もダイエットするんだね。意外」

「いや、それは、まあ……俺が、っていうか……」

　うん？　なんだか歯切れが悪い。

「一人で黙々とするより、二人でやったほうが、頑張れるかなって、思って」

　もしかして、あたしのため──？

　腕の振り方だの、歩き方だの、誠治君はやけに詳しかった。

　陸上部でもない彼が、ここまでウォーキングについて知っているのは、今思えば不自然だ。

　効率のいい歩き方を教えてくれた。

　何かで調べた受け売りみたいに。

　誠治君はダイエットなんてしなくてもいい体形だ。

　てことは、やっぱりあたしのためなんだ。

　夜の遅い時間に、自分はしなくてもいいダイエットにこうして付き合ってくれている。

　テレビだって見たいだろうし、ゲームだってしたいだろうに。

「誠治君？」

「何？」

「好き」

「うん。俺も」

「愛してる」

　手を繫ごうとすると拒否されるから、抱き締める。

　ちょうど、電灯の真下。

　光がスポットライトみたいだった。

「こ、こら──今はウォーキングの時間で」

「違います、イチャつく時間ですー！」

「や。違うから──」

「『好き』って気持ちを止めないでっ」

「なんかの歌詞みたいだな!?」

　諦あきらめた誠治君が、ちょっとだけだぞ、と言ってぎゅっとしてくれる。

　もちろん、あたしもぎゅっと抱き締め返す。

　どちらともなくキスをする。

　まだ火曜日で、一昨日の日曜日、会ってイチャイチャちゅっちゅしてたっていうのに、誠治君とのキスは、何回しても、やっぱり足りない。

「キスした数だけ、体重減ればいいのに……」

「そうなると、すぐに消えてなくなるよ？」

「ほんとだね」

　笑い合って、また長いキスをする。

　今何時で、どこにいて、何をしているのかなんて、忘れてしまったみたいに。

　帰りなら手を繫いでもオーケーというルールになって、あたしたちは手を繫いで歩いて帰った。

　毎晩電話していたのがウォーキングに代わり、今夜のようなことを繰り返した。

　結果、晩ご飯とお酒の節制に繫がったこともあり、体重は思ったよりも早く元に戻った。

　あたしは成果をウォーキング中に報告した。

「お？　まじで？　よかったじゃん、おめでとう」

「愛の力だね、誠治君！　ラブ、イズ、パゥワァー！」

「何で英語なんだよ。そんなので瘦やせられたら苦労しないって」

　と、つれないことを言う。

　けど、あたしはやっぱり愛の力だと思う。

「愛の力は、無限大なんだからっ」

「恥ずかしいセリフ言うの、やめろって」

　照れながら誠治君が言うと、この男ひとが愛しくてたまらなくなったあたしは、手を繫ぐ。

　今日からは、行きでも手を振りほどかれる心配はなさそうだ。

「誠治君、大好き」

「うん、俺もだよ、先生」

　またすぐそうやって先生って呼ぶ。

　けど最近は、これが照れ隠しのひとつだとわかり、ますます愛おしくなってしまったのだった。
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　ぽーん、ぱこーん。

「いくよー！」

「お願いしますー！」

　ぽーん、ぱこーん。

　柵さくのむこうで、女子テニス部の人たちがラケットを振っている。

　放課後。

　紗菜さなは数学の小テストで惨敗ざんぱいを喫きっしたため、今は居残りで補習授業を受けていて、帰り道は俺おれ一人だった。

　ちょっとだけ違う道で帰ろうとしたところ、テニスコートを見つけ、ついつい練習に見入ってしまっていた。

　総体の予選まであと一か月もないらしく、少しだけ練習には緊張感が漂っている。

　別に俺はテニスが好きってわけでもないし、仲のいい女子がコートにいるってわけでもない。

　たったったった、ぱこーん。

　──ひらり。

　……気になりすぎる。

　チラリズム発生装置──正式名称はスコートとかいうらしいけど──が、俺の視線を独り占めしている。

　普段は体操服や部のジャージで練習しているはずだけど、大会が近いからか練習もユニフォームで行っているらしい。

　見えてもいいようにはしてあるんだろうけど、どうしても気になる……。

　あんなに真面目まじめにみんな練習に取り組んでいるのに。不謹慎ふきんしんの塊かたまりこと俺。

　あんまりジロジロと見すぎても変態扱いされるので、歩きながらちらちらとコートの様子をうかがう。

「？」

　ふと、視線を感じて振り返る。

　けど誰だれもいなかった。

　おかしいな……。気配がしたのに。

　不思議に思いながら、俺はテニスコートに後ろ髪引かれたものの、家へ帰った。







　その週の土曜日のことだった。

　俺は柊木ひいらぎちゃんと遊ぶため、家までやってきた。

「誠治せいじ君、いらっしゃーい」

　扉を開けて、柊木ちゃんが俺を迎えてくれる。

　そのとき、いつもと違うことに気づいた。

「どうかした？」

「え。ああ、ううん、何でもない」

　普段の柊木ちゃんの部屋着は、ジャージやズボンが多い。

　けど、今日はスカートだった。

　……それも、結構短い。

　色白だから、脚も当然白くて眩まぶしささえある。

「春香はるかさん、脚綺麗きれいだね」

「そお？　そうでもないと思うけど、ありがと」

　嬉うれしそうにはにかんだ柊木ちゃん。

　上がって上がって、と俺を促して、くるーん、とターン。ふわっとスカートが花びらみたいに広がる。

　ぶっ!?

　今、フツーに見えた。

　ばっ、と柊木ちゃんが慌てて裾すそを押さえた。

　ちら、と俺を見てくる。

「い、いや。見てない、見えてないから」

「そう？」

　今まで、デートしているときにスカートを穿はいたことがないわけじゃない。

　でも、丈が今日は極端に短い。

「今日は、すごく短いけど、スカート」

「こういうの、好きなんじゃないの？」

「好きといえばそうだけど……」

　軽～く、柊木ちゃんがその場で何度かジャンプする。

　ふわ、ふわ、ふわ。

　やめろ、その動き！　気になるだろ！

「この前、テニス部の女子、ずっと見てたもんね？」

「うげ。あの視線、先生のだったのか……」

「先生じゃなくて、春香さんでしょー？　誠治君は、短いスカートが好きなんじゃないの？」

　そういうわけじゃない。

　オシャレの一環としてそうしているのなら、別に止めないしいいと思う。けど、イコール好きっていうのは、ちょっと乱暴な図式だ。

「あ。もしかして、俺が短いスカート好きだから、テニス部女子の練習を見てたって思ってる？」

「え、違うの？」

　ぴょんぴょん、と柊木ちゃんが跳ねるたびに、スカートがふわっと膨らむ。

　ハレンチ禁止ぃいい！

　と、思いつつ言葉には出さなかった。

　リビングに行き、いつものようにコーヒーを出してもらう。

　ひと口飲んで、隣の柊木ちゃんに話しかける。──ってあれ。今日はむかいに座っている。

　……短いから見えそうなんだよ。

　気を取り直して、咳払せきばらいをする。

「春香さん、いい？　俺は、ミニスカートが好きだからテニス部の練習を見てたってわけじゃないんだ」

「じゃあ、誠治君は一体全体、どうしてあんなに熱心にじっと見てたの？　コートの隅にいた女子から変な目で見られてたよ？」

「そういうのは早く教えてよ！」

「うーん。だって、準備室から双眼鏡で見てたから」

　遠っ。てか、何で双眼鏡持ってるんだよ。準備いいな。

「ともかく、俺はただ……みんな頑張って練習してるなって思って……」

　さらっとそれっぽいことを言ってみた。

「噓うそ。三〇分もじいっと見てたのに！」

　すぐにバレた。

「青春中の女子部員が見たいのか、脚が見たいのか、ミニスカートが見たいのか、パンツが見たいのか──どれかひとつにして！」

　なんか怒られた!?

「春香さん、そもそも、テニス部女子のあのユニフォームは、見えても大丈夫なやつだから、パンツが見たいっていっても、見られないんだよ」

「詳しいね」

　ジト目をされた。

「っていうことは、見えてもいいやつが見たかったの？」

　女の人にチラリズムの魔力を説明して納得してもらえるもんなんだろうか。

　けど、このままじゃずっと柊木ちゃんは、勘違いしたままだ。

　ここまできたら説明するしかないだろう。

「見えそうで見えないから、じいっとつい見ちゃうんだよ」

「ふむ？」

　あんまりピンときてないみたいだ。

「さっきから誠治君の目線が、ずっと下にいっているのも、そのせい？」

「ごめんなさいいいいいいい。チラ見してましたああああああああ」

　ぷるぷる、と柊木ちゃんは首を振った。

「ううん。いいよ。そんなに気になるものなんだって思って」

「見えるかもしれないから、ずっと見ちゃうんだよ。……猫と猫じゃらしの関係、みたいな」

　我ながら微妙な例えだな……。

「あぁっ！　そういうこと！」

「これでピンとくるのか」

「ともかく、誠治君は、テニス部女子のパンツが見たかったわけじゃないんだよね？」

「うん。そういうこと」

　チラリズムの魔力ってのは計り知れないものがあるんだ。

　柊木ちゃんがスカートをつまんでぱたぱたしている。

「こういうのがいいの？」

「普通に見えてんだよ！　ハレンチ禁止!!」
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「え──？　わっ!?　そ、そういうつもりじゃなかったの……」

　今のは事故だったらしい。

　裾を押さえつけて柊木ちゃんはうつむいた。

「ご、ごめんね。見えないようにしてるつもりで、み、見せるつもりはなかったんだ……」

　前はパンツが見えることに対して、これほど恥ずかしがらなかった。

　たぶん、自分が意識して見せる分にはセーフだけど、事故や不意に見られるのは、アウト。恥ずかしくなってしまうらしい。

「あ、いえ……その……ありがとうございました」

「なんでお礼？」

　柊木ちゃんに不思議そうな顔をされた。

　あれ？　会話が嚙かみ合あってない？

「春香さん、パンチラごっこしてるんじゃないの？」

　ぴょんぴょんって何度かジャンプしてたし。スカートをつまんでぱたぱたするし。

「し、してないよ！　誠治君がミニスカート好きだと思ってたから穿はいてるんだよ！　か、勘違いしないで！　パンツを見せたいわけじゃないんだから！」

　ツンデレみたいなセリフを言うと、ぷいと柊木ちゃんはそっぽをむいて、体育座りをする。

　って、ちょっと見えてるんだよ!!

　見せたいわけじゃないんなら、体勢や姿勢をもうちょっと気をつけろよ！

「誠治君？　黙ってないで、何か言ってよ。　……そんなに気にな──、あっ」

　俺の目線に気づいた柊木ちゃんが、顔を赤くして体育座りをやめた。

「も──もう穿き替えるううう」

　うわーん、と寝室のほうへ行ってしまった。

　恐るべし……チラリズムの魔力……。
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「二人の相性あいしょうは……」

　ごくりーんっ、と紗菜さなが大きく喉のどを鳴らした。

「……76％」

　奏多かなたが淡々と告げ、携帯の画面をこっちに見せた。

　やや胡散臭うさんくさい占いサイトで、怪しげなフォントで76％と書いてある。

「むううう……!?　76……？　喜んでいいのかへこんでいいのか、わかんないわね……」

　昼休み、話題が占いになると、流行はやりのサイトがあると紗菜が言い出したことが発端だった。

「入力する順番を逆にするとどうなるの？」

「……逆にすると、86％」

　視点が変わるから、多少数値も変動するようだった。

「友達同士なら、それくらいが案外ちょうどいいんじゃないかな？　言いたいことがお互い言い合える、みたいな」

　と、先生モードの柊木ひいらぎちゃんが、ニコニコと紗菜と奏多を見守っている。
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　今占ったのは、紗菜と奏多の相性だった。

　占いは、自分と相手の生年月日と名前の総画数を入力すれば、相性診断もしてくれる。

「そんなに気になるもん？　相性。……相性っていうか、占い」

「兄さんだって、家出る前、ちゃんと星座占い見てから家を出るじゃない」

「あれは、朝見てる番組がちょうど占いコーナーに入るだけだから、気にしたりしてねーの」

　柊木ちゃんも、こういうの、好きなんだろうか。

　ちら、と見ると目が合って、微笑まれた。

　先生モードで微笑まれると、いまだにドキッとするんだよなぁ……。

　彼女のときの笑顔とはまたちょっと種類が違うっていうか。

「先生も、気になる？」

　俺おれが話を振ると、柊木ちゃんは考えるように首をかしげた。

「どうだろう。気になるといえば気になるけど。朝の占いも同じで、よかったら信じるし、悪かったら信じないタイプだから、先生」

　おぉ……ここ最近あまり見なかった、大人な柊木ちゃんだ。

「そ、それで……に、兄さんはいくつなの？」

　ぴくっと柊木ちゃんも反応した。

「いくつって、何が？」

「総画数よ」

　いくつだろう。頭の中で計算してみると、三七だった。

「……まさか、紗菜。おまえ、俺と相性診断する気じゃないだろうな」


「────し、しないわよっ！　生年月日知ってるからって、う、ううう、占ったり、しないから！」



「やめとけって、ロクな相性じゃないんだから」

「だ、だから──占わないって言ってるじゃないっ！　兄さんの自意識過剰マンッ!!」

　変なヒーロー作んじゃねえよ。

「……誠治せいじ君、総画数、いくつ？」

　奏多も訊きいてきた。

　柊木ちゃんもそれは知りたいらしく、うんうんと強くうなずいていた。

「三七だよ」

　ばっと紗菜が自分の携帯で何かを入力しはじめた。

「どうせ占ってるんだろ？」

「ち、違うって言ってるじゃないっ！　兄さんの自意識過剰マン。ち、違う人だから……」

　携帯をじいっと見ている紗菜が「あ。……100％……」とつぶやいた。

　ピシッ、と柊木ちゃんがフリーズした。

　にへへ、と紗菜が笑う。その日は終始ご機嫌だった。







『そういえば、先生、誠治君の誕生日を知りません。付き合ってそろそろ二か月経たとうとしているのに』

　夜、仕事が終わったらしい柊木ちゃんから電話がかかってきた。

「春香はるかさんも、占いしたいんだ？」

『したいような……したくないような……でも気になるっていうか……』

　気持ちは俺も同じだった。

　いい結果が出るんなら一番だけど、万一悪い結果が出たら、付き合っている分ショックは大きい。

「俺も、春香さんの誕生日知らなかった」

『あたしは、十二月の二日』

「え？　俺も」

『ウソー？　ほんと!?　誕生日一緒だなんて、なんかロマンチック！』

「一緒にお祝いだね」

『うんっ♪　うんっ♪』

「てことは、今年二五歳？」

『違うよ。今年で二四。現在いまは二三歳です』

　あれ。てことは、微妙に勘違いをしていたらしい。

　まあ、今年二四も、現在二四もあんまり変わらないだろう。

　口にすれば怒られそうなので、言わないけど。

　一応、占いの件は釘くぎを刺しておこう。

　結果が悪かったら、本気で柊木ちゃんはヘコみそう。

「もし、占いして悪い結果が出ても──」

『大丈夫だよー？　占いを真正面から信じるほど、あたし子供じゃないのでっ』

　そっか。忘れがちになるけど、これでも柊木ちゃんは大人だ。

　似たようなことを学生の頃からしてきただろうし、その経験は豊富なんだろう。

　話もそこそこに終えて、翌日、朝一番に世界史の授業があった。

　柊木ちゃんが生気のない顔で入ってくると、教室がざわついた。

「柊木ちゃんの生霊いきりょう？」

「いや、ドッペルゲンガーじゃね？」

「双子の妹？」

「影分身の、分身のほう？」

　ってみんなが勘違いするくらいに憔悴しょうすいしていた。


「………………はい。……それじゃあ…………授業します……」



　声ちっちゃ。

　しょぼーん、と肩を落として、教科書を読んでいく。

「……こうしてイングランド連合軍が包囲したオルレアンの町をジャンヌダルクたちのいるフランス軍が解放しました。この戦いを占いの結果がよかった戦いといいます」

　んなこといわれてねえよ！

　絶対に占いやってるぞ、あれ。

　しかも結果が最悪だった、ってところかな。

　あたし占いを真正面から信じるほど子供じゃないのでっ（ドヤ

　って感じだったのに。

　真正面から受け止めてヘコんでるじゃねえか。

　言わんこっちゃない。

「──イングランド連合軍は、占いの結果がとても悪かったのでは、というのが先生の見解です」

　根拠のない私見混ぜんな。歴史を教えてください、先生。

　占いに引っ張られて余計なことをしゃべってる。

　はあ、と大きなため息を柊木ちゃんがついた。

　占い信じすぎて、詐欺師に釣られたら一生お金をつぎ込みそう……。

　昨日の威勢はどこにいったんだよ。

　あんなにヘコむってことは、相当悪かったんだろう。

　俺もこっそり携帯で例の占いサイトにアクセスする。

　俺と柊木ちゃんの生年月日と総画数を入力し、占うボタンをポチ。

　しばらく間があいて、画面が切り替わった。

『相性０・６％』

　低っ!?　ゼロ％じゃないってあたりが微妙にリアルだ。

　下にコメントが書いてある。

『前世はお互い親の仇かたきです』

　最悪じゃねえか。

　ううん……確かに、ちょっとヘコむなぁ……。

　柊木ちゃんが入力を間違ってて、実はちゃんと入力したら相性100％で大勝利！　みたいなことをちょっと想像していたのに、現実はそう甘くないらしい。

『柊木春香』の総画数はきちんと合っている。

　俺の総画数もきちんと合って……あれ。

　数えながらノートに書いてみる。

　うん？　『真田さなだ誠治』の総画数は三七じゃないぞ？

　三六だ。

　通りがかった柊木ちゃんに、『落とし物』の報告をする。

「先生、さっきこれ落としましたよ？」


「…………え、ああ、うん…………」



　落とした物は、以前同様、手紙のカモフラージュ用の消しゴムだ。

　いつもはツカツカ、と高速移動して教卓で中身を確認するのに、今日はそんな元気もないらしく、幽霊みたいな足取りで教卓のほうへ戻っていった。

　柊木ちゃんが手元でごそごそしているのがわかる。

「……!?」

　読んだっぽい。

「せ、先生、ちょっと教材を忘れてしまったので、準備室に行ってきます」

　準備室をやたらと強調して、一瞬俺に目配せをした。

「し、静かにしててくださいね？」

　そう言うと、ダッと走り柊木ちゃんは廊下へ飛び出した。

　もう一回試す気だ。

　俺もトイレに行くフリをして、教室を出ていく。

　小走りで準備室まで行くと、柊木ちゃんが携帯を握りしめていた。

　俺がきちんとした数値を入力して、結果を伝えても慰めだと思われかねない。

　だから、自分でやってもらったほうがいいと思ったけど、柊木ちゃんの表情を見る限り、それは成功だったらしい。

「誠治君……！」

　泣きそうな顔で、携帯の画面を俺にむけた。

『相性120％』

　ほ、と俺は安堵あんどのため息をついた。

「よかったね。今日、占いの結果が悪かったからヘコんでたんでしょ？　真正面から信じるほど子供じゃないって言ってたのに」

「ち、違うから……よくないことがあっただけだから。そ、そんなことよりも、これ、よぉく見て！」

　指差したのは、コメントのところだった。

『運命の相手です』

「運命の相手、ねえ……」

「な、何？　い、いいじゃない。運命の相手。それとも、誠治君は不満？」

　じりじり、と近寄ってきた柊木ちゃん。近寄り方で、だいたい何をしたいのか、わかるようになってしまった。

「不満じゃないよ。十分満足」

「やったね！」

　ゆっくりと顔を近づけてきて、ちゅ、とキス。

「授業中なのに」

「いいの。一回だけなら」

　とか言いつつ、二度三度繰り返すのにも、慣れてしまった。

　運命だなんて言葉にすると、安っぽく感じてしまう。それにやっぱり携帯占いなんて胡散臭いと俺は思う。

「あたしにとっての運命の相手が誠治君であるように、誠治君にとってのその人が、あたしだといいな……」

　あ、そっか。

　入力順の前後を変えると、今度は俺視点での占いってことになるのか。

　俺視点で試してみると、「どうだった？」と柊木ちゃんが画面をのぞいて、照れくさそうにはにかんだ。

『相性120％　運命の相手です』

　うん。普通に嬉うれしい。

　ちょっとくらい信じてみても、いいかもしれない。

「大勝利！　ぶい」

　えへへ、と柊木ちゃんが、いつもの笑顔でピースをした。
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『今日の放課後は、茶道室に来てね♪』

　柊木ひいらぎちゃんから世界史の授業中に渡されたメモにはそう書いてあった。

　茶道室っていえば、今は廃部になっている茶道部の部室兼茶室だ。

　だから今は開かずの間になっているけど、そこで何をやる気なんだろう……？

　家庭科部の活動は、今日は休みだから放課後とくに用事はなかったのでちょうどよかった。

　周囲を警戒しながら、校舎裏にあるこぢんまりとした平屋建ての建物までやってくる。

　中に入ると、柊木ちゃんが部屋の入口で迎えてくれた。

「あ、いらっしゃーい」

「いらっしゃいって、ここどうやって開けたの？」

「どうやってって、決まってるじゃない。作った合鍵あいかぎで開けたんだよ」

「作るなよ、合鍵。バレても知らないぞ」

「んもう、誠治せいじ君は相変わらず真面目まじめなんだからぁ」

　こっちこっち、と促され、敷いてある座布団に座った。

　ここは、どちらかというと部室として使われた和室らしい。昔の部員たちの落書きが壁にいくつか残っている。

「ちょっと待っててね。すぐにお茶を点たてるから」

「はい？」

　久しぶりだなぁー、と声に出して、柊木ちゃんはさっき洗ったらしい道具を使って、シャカシャカと茶わんの中でお茶を点てていく。

「お茶って、抹茶のほう？」

「見ての通りだよ」

　茶道のほうのお茶だ。

　しかもかなり手慣れている。

「ガスも水道も普通に使えたから、たまにはこういうのもいいかなって思って」

「いいのは、いいけど……」

　今柊木ちゃんは、私服を着ているからそれっぽさはないけど、正座してお茶を点てているのを見ると、動きに品がある。

　目の前の柊木ちゃんに脳内のうないで和服を着せてみる。

　……すごい。雰囲気抜群だ。

「はい、どうぞ」

　と、茶わんをすっと差し出される。

「あ、えと、あの、結構なお点前で……」

「あはは。どっちかっていうと、それは飲んだあとだよ。あんまり一般的なお返事でもないしね」

「そ、そうなの？」

「かしこまらなくてもいいよ？　作法なんてまどろっこしいでしょ？」

　そういうことなら、と俺おれは自由に飲ませてもらうことにした。

　うん。やっぱり苦い。

「お茶請けです。どうぞ」

　柊木ちゃんが出したのは、袋にいくつも小分けにされた小さなドーナツだった。

「お茶にドーナツ……すげーアンバランス」

「美味おいしいからいいの」

　ぴしっと姿勢を正している柊木ちゃんは、なんだか正座がとても様になっていた。

　そういや、俺は教師と彼女としての柊木春香はるかは知っているけど、他ほかのことは何も知らなかった。

「……春香さん？」

「んー？　なあに？」

　砂糖を唇につけながら柊木ちゃんが首をかしげた。

　モグモグ、と二つ三つとドーナツを食べていく。

　ほんとに美味しそうに食べるな、この人。


「────あ！　茶道室開いてるー！」



　外から聞こえた女子の声に、ビクンと俺と柊木ちゃんが同時に反応した。

「ほんとだ。珍しいな。鍵閉め忘れたとか？」

　今度は男子の声だ。

「入ってみよー？」

「うん」

　声は二人分。たぶん、二人きりになれる場所を校内で探しているカップルだな？

　ガサガサ、と柊木ちゃんが普段滅多めったに見せない敏捷びんしょう性を発揮して、出したお茶道具やらお菓子のゴミやらを片付けていく。

　来たときに、玄関の端に俺と柊木ちゃんの靴を揃そろえておいたのがまずかったらしい。

　靴が目に入らなかったんだろう。

「誠治君、こっち」

　手を引かれて、隣の茶室へむかう。

「やっばーい！　ベストプレイスじゃん！　鍵閉めよ、鍵」

　男子の低い声がして、カタンと玄関が施錠された。


「うぅぅ～！　あたしがリスクを冒して合鍵を作ったっていうのに……邪魔してぇぇ！」



　頰ほおを膨らませて、柊木ちゃんがぷんすこ怒っている。

　合鍵を勝手に作る人が悪いのか、それとも俺たちの二人きりを邪魔する人が悪いのか、判断がつかないので、俺は黙っておいた。

「あれ、今そっちのほうから人の声しなかった？」

「おいおい、やめろよ」

「いや、そういうつもりじゃなくて、先客がいたんじゃないかってこと」

　ちょっとした沈黙。

　それから、ミシ、と畳が軋きしむ音がかすかに聞こえた。

「「──っ!?」」

　俺たちは大慌てで、小さな押し入れに飛び込んだ。

　スラ、と襖ふすまの開く音がして、「誰だれもいねーぞ？」「じゃあ、気のせいかも」とカップルのやり取りが聞こえる。

　ドキドキしていた俺と柊木ちゃんが同時に安堵あんどのため息をついた。

「あ、あれ？　鍵……？　鍵がない……！」

「どうかした？」

「誠治君、茶道室の鍵知らない？」

「いや、俺は──」

　知らないよ、と答えようとした瞬間だった。

「これ──ここの鍵なんじゃないの？　ラッキー。誰か落としてる」

　ちょーっとだけ襖を開けて茶室をのぞくと、三年らしき女子が鍵を持っていた。

　間違いなく茶道室の鍵で、さっき柊木ちゃんが持っていたやつだ。


「悔しいよぅ……！　あたしが考え抜いた末、ようやく見つけたイチャスポットだったのに……！　鍵もお菓子も準備して、万全の態勢を整えてたのに……！」



「しー」

　うぎぎ、と歯ぎしりをしている柊木ちゃんを俺はなだめておく。

　よしよし、と撫なでてあげると、ちゅ、と音がした。

　それは、俺たちの音じゃなくて茶室のカップルからだった。

　わわわわ。結構激しい本気キスだ……。

「せ、誠治君は見ちゃダメ」

「な、なんでだよ」

　小声でひそかにやりとりしていると、室内のほうは激しさを増していった。

「ふ……っ、んん……」


　こ、これは、おっぱじめる勢いだ────！



　ばっと、後ろから目隠しをされた。

「こ、これ以上は、めっ」

　く。柊木ちゃんめ……！

　エロいところは、俺に見せないつもりだな……!?

「は、二〇歳になるまでは、こういうのは、見るのはダメなんだからね……？　ＤＶＤとかでもだよ？」

　厳しいな!?　飲酒や喫煙と同じレベルかよ。

　でも、衣擦れやら生々しい音は聞こえてくる。


「も、もう……三年生、こんなところで何してるのよぉおお……。え、スカートの中……あぅぅぅぅぅ……ちょ、ちょっとぉぉ……」



　照れたような声で、柊木ちゃんが実況してくれる。

　自分は興味津々じゃねえか。


「え──。ふぇぇ……そんな……!?」



　何がどうなっているのか、余計気になる。

　ていうか、先生。

　おっぱいがずっと背中に当たってます。

　いよいよな音と息遣いが聞こえると、柊木ちゃんがふっと脱力をした。

「も、もうダメ……み、見てられない……」

　柊木ちゃんがこてん、と横になってノックアウト。


　きゅぅぅ……、と目を回して失神していた。



　どんだけ免疫ないんだよ。

　……さて。

　俺だってＡＶでしか見たことがないわけで、リアルなそれを見るなんてはじめてだ。

　どれどれ……。

　って、服着てる!?　情事終わっとる!?

　思ったよりはえええええええ!!

　こういうのって、そういうもんなんですか先輩っっっ!!

　今は、イチャイチャラブラブしている三年生カップルが見えるだけだ。

　それから、カップルは茶室を出ていき、茶道室をあとにした。当然のように、鍵を外からかけられた。

　あの二人は、また合鍵を使ってここにやってくるだろう。

　考えることは、柊木ちゃんと一緒らしい。

「先生？　もう大丈夫っぽいよ？」

　襖を開けて、失神している柊木ちゃんの肩を揺すった。

「んっ……ううん……あれ、あたし寝てた？」

「うん。色々とあって」

「そっか。ごめんね。一人で寝落ちしちゃって。ほんとにヒドイ夢を見たよ……な、なんであんなに……その……エッチな夢を見ちゃったんだろう……」

　もじもじ、と恥ずかしそうに柊木ちゃんが膝ひざをすり合わせている。

　あ、この人、さっきの一部始終を夢ってことで処理する気だ。

　失神するくらいの衝撃映像だったらしいので、そういうことにしておこう。

「片付けして、今日は一緒に帰ろ？　車で送ってあげる♪」

「あ、うん。ありがとう」

　るんるん、と上機嫌の柊木ちゃんが台所のシンクに突っ込んでいたお茶道具を洗っていく。

　ごみ箱を探しているらしく、きょろきょろしていた。

「春香さん、ごみ箱、後ろの棚の横に」

「あ、ほんとだ。ありがとう──。……？　ごみ箱、何か入って──ふ、ふにゃぁああああああああああ」

　猫みたいな叫び声に、俺は柊木ちゃんのところに駆けつけた。

「どうかした？」

「ごみ箱に……ごみ箱に……」

　化け物か何かを見たように、柊木ちゃんが俺にしがみついてくる。

　何か入ってんの？

　柊木ちゃんが指さすごみ箱をのぞいてみる。

　……ナニかに使われたらしいティッシュがたくさんあった。

「あぁー。さっきの……」

「さ、さっきのぉお!?　て、てことは、夢じゃなかったの……？　こ、ここ学校だよ!?　しかも茶室でだなんて──高校生なのにぃ……は、ハレンチ──」

　ふらり、と倒れそうになる柊木ちゃんを支える。

　あ。やべ。弾みでおっぱい触っちゃった。


　きゅぅぅ……、と柊木ちゃんはまた目を回して失神している。



　免疫なさすぎだろ。どういう教育受けて育ったんだよ。

　しばらくして目を覚ました柊木ちゃんと俺は、鍵を内側から開けて外に出た。

　帰りの車内。

「あ、あのね……あ、あたしたちには、まだ早いからねっ？　じ、自分たちには、自分たちのペースってものがあるんだから……ね？」

　何のことかは言わなかったけど、終始柊木ちゃんの顔は真まっ赤かだった。

「でもエッチなキスは修学旅行のときに」

「そ、そ、そ、それは！　お酒の勢いと旅先の解放感で、やっちゃいました！　ごめんなさいっ！　忘れて？　あたしも反省したんだから……基本的には、アウトなの」

　キスはセーフだけど、それ以上はアウトっていう認識らしい。

「だからね？　ま、まだ、その付き合って間もないし……結婚してからのほうが、じゅ、順序としては正しいので……」

「そういうことならいいけど……春香さん、我慢できる？」


「……………………で、できるよ？」



　どう考えても興味津々なんだよなぁ。

「何、その間。あ、もしかして？」

「ち、ち、ち、違うから！　え、エッチことなんて考えてないから！」

「俺、まだ何も言ってないけど？」


「誠治君の意地悪ぅ～～～～っ！」



　ぽこぽこ、と俺を両手で叩たたいてくる柊木ちゃん。

「うわぁあ!?　ハンドルから手を離すなぁああ」

　二度三度蛇行をしたものの、どうにか事故らずに済んだ。
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　六月も半ばを過ぎて、陸上や球技やらをやっていた体育は、水泳に切り替わった。

　うちの学校の水泳の授業は、男女合同で行われるため、男子がそわそわするのも仕方のないことだった。

　きゃっほーい！　女子の水着だー！　みたいな、そんなことをいうヒャッハー野郎はうちのクラスにはおらず、女子がプールサイドに登場すると、チラ見を繰り返すムッツリ集団なのだった。

　一人を除いては。

「おい、藤本ふじもと、ガン見しすぎ。あとで女子に『藤本キモッ』って陰口叩たたかれんぞ？」

　俺おれが肩に置いた手を藤本は振り払った。

「先のことはわかんねえ。ただ今言えるのは、オレは今、この瞬間を生きてる。ただそれだけだ」

「何カッコつけてんだ」

「うるせえ、海パンマン」

「おまえもだろ。気持ちはわかるけど、その血走った目はどうにかなんねーのかよ」

「プール入ったせいだから」

「まだ浸つかってもねえだろ」

　とはいえ、俺も女子の水着は気になる。

　浮気うわき心とか、そういうんじゃなくって、やっぱりどうしても目がいってしまう。

　ううん……高校生、最高だな……。

　中身が純粋な高校生じゃない俺は、もう、エロい目でしか見られない。

　体育教師の指示に従って軽い体操をしていると、女子がざわついた。

「あ、先生ー！」「ええ～？　また撮るのー？」「先生も入るのー？」

　更衣室のほうから、柊木ひいらぎちゃんが出てきてプールサイドにやってきたところだった。

「あたしは入らないよ？　先生、泳げないから、ちょっと見学にね」

　てへへ、と笑う柊木ちゃんの手には、ハンディカメラが握られていた。

　またかよっ！

　見学する人のスタンスじゃないんですけど！

「大丈夫、大丈夫、女子はみんな可愛かわいいからー！　最悪顔にモザイクかけるから安心して」

　逆にいかがわしさ増すわ！

「頑張ってねぇー！」

　柊木ちゃんが笑顔で男子たち──ていうか俺に手を振った。

　男子のそわそわ度がピークに達した。

「柊木ちゃんがそう言うなら、まあ、本気ってやつ？　……見せてやりましょうかね」

「オレを撮りに来たな……？」

「年一でしか使えない、僕の本気をここで使う──」

　それとなく、みんなが目を細めたり、腹筋に力を入れてみたり、キメ顔を作ったりと柊木ちゃんをバリバリに意識しはじめた。

　いや、ごめんけど、柊木ちゃんのエールは俺あてっぽいぞ。

「先生、脚ほそーい！」「ほんと美脚！」「色も白いー！」

　女子たちの賛辞が上がると、男子全員が柊木ちゃんに目をむけた。

「そ、そんなことないよー？」

　柊木ちゃんは、笑顔で謙遜けんそんしている。

　プールサイドに出るからか、普段穿はいているストッキングは脱いでいて、生足だった。

　膝ひざ丈よりも長いスカートはたくし上げて、横で余った裾すそを結んでいる。

　いつもは見えない膝が見えて、少しだけ白い太ももがのぞいていた。

「なんだよ、あれ。清楚せいその化身？」

「湖の妖精ようせいだろ」

「いや、水を司つかさどる精霊です」

「後光が差して見えるのって、オレだけ？」

「水着よりもむしろエロスを感じる……」

　校舎内で見かける服装が、プールサイドバージョンに変化していて、いつも以上に柊木ちゃんが魅力的に見える。

　プールサイドの柊木ちゃんも可愛い。

　いやー、どうもどうも。あの人、俺の彼女なんですよー。

　ああでもない、こうでもない、とプールサイドに現れた柊木ちゃんの正体について議論がはじまる。

　まあまあ、と俺はみんなを制止する。

「あのお方は、水辺の女神様だ」


「「「「ああぁ～……」」」」



　満場一致で納得すると、ぱんぱん、と男子たちが柏手かしわでを打って柊木ちゃんに頭を下げる。

　拝むな、拝むな！

　けど、相変わらず男女問わず人気が高いな、柊木ちゃん。

　準備体操が終わって、プールに入る。

　球技は苦手だけど、水泳は割と得意なほうなので、前のサッカーのときよりはいいところが見せられそうだ。

　俺だって大好きな人にいいところのひとつやふたつ、見せたい。

　さっそく二五メートルをクロールや平泳ぎで泳ぐ。

「クロール早いーっ！　ペンギンみたいー！」

　と、柊木ちゃんがよくわからない例え方で褒ほめてくれる。

　プールサイドで順番待ちをしていると、藤本が声をかけてきた。


「真田さなだぁ、真田ぁ……！」



「どうした、ふじも──と……」

　ようく見ると藤本が前かがみだった。

「今日、オレはもしかしたら死ぬかもしれん」

「社会的にな？」

　まあね……女子がプールサイドを小走りすると、人によってはちょっと揺れる……。

「種を残せ、と頭の中で声が聞こえて……！」

「それただの本能」

　まあ、俺は？　柊木ちゃんとお風呂ふろも入ったし？　お泊りデートしたりもするし？　一緒の布団ふとんで寝ることもあるし？　別に、小娘の水着姿くらいで、ねえ……。

　動くものに目がいってしまうのは、動物として仕方のないことで、プールサイドを走ればそりゃそっちを見ちゃうし、上下左右に揺れれば、どうしても注目をして──。

　プールって、すごい……。

　ふと視線を感じると、柊木ちゃんが無の表情でじいっと俺を見つめていた。

　さっきまで、むこう側まで泳ぐと、「きゃー！　頑張って！　もう少し！　はやーいっ！」って、超テンションＭＡＸで騒いでいたのに。

　……感情が死んだ顔をしている。

　いや、柊木ちゃん、違うんだ。

　動物の習性として動くものには目がいってしまって……。

　俺が腰を引くと、藤本がわかるわかる、とうなずいた。

「おまえもか……」

「一緒にすんな」

　じりじり、と幽霊みたいな足取りでこっちへと歩いてくる柊木ちゃん。

　つるりんこ、と足を滑らした。

「ふにゃ!?」

　可愛い悲鳴を上げて柊木ちゃんがプールに落ちた。

　泳げないってさっき言ってたけど……このプールは足がつくから大丈夫だろう。

　バシャバシャ……。

「はぷ、おぷ──」

　バシャバシャバシャバシャバシャバシャバシャバシャ。

「あう、まう、はぷ──」


　お、溺おぼれてるぅううううううう────!?



「こ、あぷ、これを、お願いっ──」

　ビューン、と柊木ちゃんが必死に何かを投げる。俺は飛んできたそれをキャッチ。

　ハンディカメラだった。

　どんだけ大事なんだよ！

　ラグビーよろしく斜め後ろの藤本にカメラをパス。体育教師の駒田こまだよりも早く俺はプールに飛び込んだ。

　全力で泳いで、暴あばれる柊木ちゃんを摑つかまえて、プールサイドに女神を水揚げ。

「先生！　先生、大丈夫!?」

　しーん、と目をつむったままの柊木ちゃん。

　っていうか、ブラウスからブラジャー透けすぎて……ちょっと、直視できないレベル……。

　おっぱいの形も丸わかり……エロすぎ。

「人工呼吸を……早く……死んじゃう……」

　あれ？　声が……。

　チラ。

　薄目が開いた？

「人工呼吸を、早く……」

　ぼそっとまた聞こえた。

　チラ。

　薄目で俺の様子をうかがってるんですけど！

　余裕で意識あるんですけど！

「人工呼吸を……。……キスして……」

　要求がストレートになった!?


「柊木先生ぇぇぇぇぇぇええ！」



　怒涛どとうの勢いで駒田がプールサイドを走ってきた。

　ダメだ、濡ぬれ濡れで透け透けの柊木ちゃんを他ほかのオスの前に晒さらすわけにはいかない！

　エロすぎるから！

　これ、ちょっとしたテロだから！

　全員前かがみになってプールから出られなくなるから！

「大丈夫みたいなんで、保健室連れていきますねええええええええええ！」

　慌てた俺は、濡れ透けエロティーチャーをお姫様抱っこして、走ってプールをあとにする。

　はあ、どうにか濡れ透け柊木ちゃんを大衆の面前に晒す事態は避けられた。

「ほんとに、気をつけてね、先生」

「……」

　まだ目をつむっている……。

　誰だれもいないのを確認して、ほっぺにキスをする。

　ぱちっと目が開いた。

「心配させてごめんね？　けど、誠治せいじ君、女子の水着をえっちな目で見てたでしょ？」

　むう、と柊木ちゃんはむくれた。

「いや、それはその……先生が水着でいれば、たぶんずっと見てたよ」

「ほんとに？　じゃ、今度は水着で見学しようかな……スクール水着しかないけど……」

　それはそれで……アリ。

「授業で他の男子に見せるのは、もったいない気もするけど」

「あ、それ独占欲ってやつ？」

「否定ひていはしない……」

　嬉うれしそうに柊木ちゃんは、むふふ、と笑う。

「じゃあ、ちゃんとした水着を買うから……夏は海に行こうね？」

「うん」

　昔は紗菜さなと何度か行ったことがあるけど、それ以外で海なんてたぶんはじめてだ。

　早くも夏の予定がひとつできた。

「あと。一番に助けてくれてありがとう。カッコよかったよ」

　体を起こして、ちゅ、と俺のほっぺにキスをした。

「何事もなくてよかったよ。……降ろしていい？」

「もうちょっとだけ、こうさせて？」

　楽しそうに言って、俺のお姫様はぎゅっとさらにくっついた。

　こうして俺は、海パン一丁のまま、柊木ちゃんを保健室へと運んだのだった。
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◆柊木夏海◆




　ピンポーン。

「……あれ？　今日は土曜日だから家にいるはずなのに」

　ピンポ、ピンポ、ピンポ、ピンポーン。

　春はるちゃんちの呼び鈴を連打する。部屋、間違ってないよね……？

　部屋を確認しても『２０５』。おっかしいなぁ……。

　土日はだいたい暇してるから、遊びに来てって言ってたのに。

「春ちゃーん？　可愛かわいい妹がきたよー？」

　コンコン、とノックしてもノーリアクション。

　むう。完全に留守っぽい。

　せっかくサプライズでウチが来てあげたっていうのに。

　お母さんから預かった合鍵あいかぎで中に入って、隠れて驚かせてあげよう。

　こっそり寝室に入って待っていると、話し声が聞こえてきた。

「春香はるかさん、これ、材料買いすぎなんじゃないの？」

　男の声──？

　た、たぶん彼氏だ！

「いいの、いいの。お好み焼きパーティするんだから。足りなくなるほうが困るでしょー？」

　春ちゃんにこの前訊きいたときは、彼氏はいないって言ってたのに。

　ガサガサ、と袋の鳴る音と足音がして、どんどん話し声も大きくなった。扉一枚むこうのリビングにいるらしい。

　……？

　なんか静かになった？

　彼氏さん、どんな人なんだろう……。

　こっそり扉を開けてリビングをうかがう。

　よぉーく知っている春ちゃんこと姉が、男の人の首に腕を回している。

　わわわわ。まだお昼前なのに……!?

　見ちゃいけないってわかってても、気になって気になって仕方なくて、もう目が離せなかった。

　ゴクリ……。

「ん……っ」

　ふぎゃああああああ!?

　ちゅ、ちゅーしはじめたああああああ!?

　ちゅっ、って感じじゃなくて、もうガッツリいっちゃってるううううう!?

　ややややや、やっぱり恋人同士なんだ！


　うぅぅぅ……家族のそんなシーン見たくないのに。



　どどどど、どうしよう……これ以上のことをおっぱじめちゃったら。

　でも目が離せないウチがいる……。

　ゴクリ……。

　男の人のほうが、春ちゃんをぐいっと離した。

「ちょっと──。美味おいしいお好み焼き作ってくれるんでしょ？」

「うん。作るよー？　まずはその前に、誠治せいじ君エネルギーを補給しようと思って」

　オンナの顔をしてる……。

　春ちゃん、実家でも学校でも真面目まじめでいい子ちゃんなのに。

　あ。さては……。春ちゃんを騙だましてる悪い男？

　天然で抜けている春ちゃんにはありそうなことだ。

　ウチの知っている限り、彼氏はこの人だけだし。

「なんだよ、誠治君エネルギーって。それに、お好み焼きパーティって……俺おれと先生だけでしょ？」

「もう、先生じゃなくて、二人のときは春香さんでしょー？」

　二人の立ち位置が変わって、その拍子に男の人の顔がチラっと見える。

　どんな男かと思ったら、顔はまあまあイケメンの男子だった。

　よかった。好青年っぽくて。

　ん？　でも……かなり若いよ？

　ウチより年下……だよね、絶対。

　──えっ。ウチ、高三だよ？？

　それより下ってことは……高校生？　ってこと？

　それに、さっき先生って……。

　高校教師が仕事だからそう呼んでるんだと思ったけど、違うとしたら。

　じゃあ、この二人は──。

「学校では柊木ひいらぎ先生で、今は誠治君の彼女なんだから」


　先生と生徒で付き合ってるの────？



　ま、まさか……。あの真面目な春ちゃんがそんなことするはずが……。

　出ていくタイミングを完全に見失った。一日中ここで、こっそり監視してるのも嫌だし……。

「ど、どうしよう──」




◆真田誠治◆




　ん。今……人の声がした？

　むちゅー、と唇をこっちに突き出して迫ってくる柊木ちゃんを、手のひらで受け止める。

「ちょっと待って」

「ふみゅっ!?」

　ど、泥棒じゃないよな……？

　声がしたのは、寝室のほうだ。

　空き巣が入っていたところに、俺たちがたまたま帰ってきちゃった的な？

　かすかに物音も聞こえた。

「あ、空き巣かな？」

　柊木ちゃんも物音が聞こえたらしく、顔を強張らせてこっちを見た。

「……空き巣がいるんなら１１０番しないと──」

　柊木ちゃんが腕をほどいて、携帯を取り出す。

「せ、誠治君、１１０番って何番!?」

「春香さん、落ち着いて。１１０番は、１、１、０だ」

「そ、そ、そうだった」

「──え、１１０番!?　なんか大ごとになってる!?　ちょ、それ、困るっ！」

　扉のむこうから焦あせったように空き巣が声を上げた。

　こっちの話し声は聞こえているみたいだ。

　むこうの独り言も聞こえるけど。

　空き巣は……女の人なのか……。

「春ちゃん、すとーっぷ！」

　ばーん、と扉が勢いよく開いて、ショートカットの活発そうな女の子が現れた。

　春ちゃん？

「あ!?　夏海なつみ！　どうして夏海がここに？」

「うー。驚かそうと思って隠れてたんだけど……」

「そっかぁ。あたしの家に遊びに来たんだ！　あ、誠治君、この子は、夏海っていって、あたしの妹」

　俺は「どうも」と小さく会釈えしゃくしておく。

　夏海ちゃんという妹ちゃんもぎこちなく頭を下げた。

「ど、どうも……こんにちは」

「で、こっちの男子は……」

　完全に詰まって、柊木ちゃんがフリーズする。

　俺と柊木ちゃんが付き合っているってことは、絶対にバレてはいけない。

　その都合上、彼氏はいないことにする。

　この二つは、俺たちが恋人関係を続ける上で、鉄の掟おきてだった。

　そりゃ、紹介に困るのは当然だった。

　むしろ、この状況で紹介しちゃダメだろう。

　プライベートで一人暮らしの先生の家に来る生徒なんておかしいから、同じ学校の生徒とも言えない。

「あのー、ええっとー、どうしよう……」

　柊木ちゃんがテンパりはじめた。

　目が泳ぎまくりで、最終的にグルグルに目を回しはじめた。

「こ、こ、この人は、さっき知り合った空き巣さんです」

　さっきの空き巣事件未遂に引っ張られてる!?

　予想の斜め上をいく発言……。

　けど、他ほかに紹介されようもなかったので、小さく頭を下げた。

「ど、どうも……空き巣です」

　空き巣ですって紹介されたら、もう「空き巣です」って言うしかなかった。

　他に紹介の仕方もないし、いやいや違うでしょって突っ込んでも、そのあとどう処理すればいいのか、俺にはわからない。

　だから、今の俺は、空き巣である。

　さっきの「空き巣」っていう単語に引っ張られてとっさに出ちゃったんだろうけど。

　ほら。

　すでに「あ、どうしよう……」って顔を柊木ちゃんがしている。

「は、春ちゃん……さっき知り合った人に……キスしたりするの……？」

　矛盾点いっぱいでてきたぞ。どうするんだよ。

　妹の夏海ちゃんは、不安そうに柊木ちゃんを見つめている。

　っていうか、空き巣っていうパワーワードは無視するのかよ。

　だらだら、と汗を流しながら柊木ちゃんが顔を背そむける。

「す……するけど？　キスくらい。さっき知り合った人でも」

　強行突破だ!!

　あとに引けないからビッチ発言！

　俺は空き巣で、柊木ちゃんはビッチになった。

「ウチの知ってる春ちゃんじゃないっ!?」

　でしょうね。たぶん本人すら知らないよ。

「今まで、ずうっと隠してたけど、夏海が知らないだけだから」

　俺も含め、全員（どうしよう……）って顔をしている。

「と、とりあえず、座りませんか……？」

　さっき知り合った空き巣こと俺が、夏海ちゃんにソファをすすめる。

　俺と柊木ちゃんが付き合ってるのを隠そうとしたら、初対面の空き巣とビッチ先生と純粋な妹ちゃんという謎なぞのトライアングルができあがった。

　ど、どうすんだよこれえええええええ。

「あたし……お買い物した食材、冷蔵庫に入れるから。お昼ご飯の準備もしないと……」

　スーパーの袋を摑つかんだ柊木ちゃんが逃げた。

「あのう……空き巣君は、誠治って名前なの？」

「あ、はい……。さっき、そこでばったり、お姉さん……先生に出くわして……」

　空き巣しようとしたところを先生に見つかり、事情を聞くという名目でお昼を食べさせてもらうという話になった──っていう、穴だらけの作り話を語る。

「そっかぁ」

　信じた!?

「誠治君は、今いくつ？」

「一七です」

「ダメじゃん、空き巣なんてしちゃあ！　もしやってたら警察沙汰だよ」

　柊木ちゃんのビッチ発言が衝撃だったせいか、俺と柊木ちゃんの関係の怪しさは吹っ飛んだらしい。

　ともかく、結果的にビッチ発言は今のところファインプレーだった。

「はい。柊木先生が、このアパートに住んでると知らず……。おかげさまで、未遂でとどまりました」

　申し訳なさそうにしょげておく。

　俺は柊木ちゃんのことを知っているけど、柊木ちゃんは俺を知らないってことにしておいた。

「春ちゃんがあんなに尻軽しりがる女だったなんて……」

　やっぱり、柊木ちゃんのビッチ発言は、結構ショックだったらしい。

「だいたい、夏海がいきなり来るからおかしなことになったんでしょーっ!?」

　聞こえていたらしい柊木ちゃんが、キッチンから顔を出した。

　すごい不機嫌そう。

　そりゃそうだ。

　昨日の晩は、今日のお好み焼きパーティをすっげー楽しみにしてたっぽいから。

　柊木ちゃんの言うことはもっともだった。

　来るなら来るで、ちゃんとアポ取ろうぜっていうのは、大人のジョーシキだ。

「ウチは、春ちゃんを驚かそうとしただけだったのに……ちゅ、ちゅーしはじめるから……出られなくなって……」

「み、見られてたんだ……」

　顔を赤くした柊木ちゃんはすぐにキッチンに戻っていった。

　ウブウブな反応はとても可愛いけど、ビッチっていう設定を忘れないでほしい。

　柊木ちゃんがホットプレートを持ってくる。重そうなので、持ってあげた。

「あ、誠治君……ありがと」

「ううん。いいよ」

　テーブルの上に置いて準備をしていると、じいっと夏海ちゃんに見つめられた。

「何ですか……？」

「春ちゃんち、はじめてじゃないでしょ？」

　何でわかったんだよ。

「そんなこと、ないですよ？　は、はじめてですが」

「コンセントの位置、確認しなくてもわかったでしょ？　迷わなかったから」

　うげ。探偵かよ。

「ちょうど目に入ったので」

「そう……？」

　んんん……。まだ若干疑わしいのか、じろーり、と見られている。

　手強てごえぇ……。

　紗菜さなよりも的確にこっちの痛いところを突いてきやがる……！

　むーん、と不審そうに俺を見て、奥にいる柊木ちゃんの背中に目をやる夏海ちゃん。

　それから、すぐに大きなボウルを抱えてきた柊木ちゃんがホットプレートで人数分のお好み焼きを焼きはじめた。

　できあがったお好み焼きは、あつあつでウマウマだった。

「春ちゃん、相変わらず料理上手だね」

「でしょー？　夏海も練習すれば彼氏できるかも」

　こら、柊木春香。チラってこっち見るのをやめなさい。

「考えとく」

　はぐはぐ、とお好み焼きを食べていく夏海ちゃん。

　おっとりしてそうな柊木ちゃんとは、性格は反対のような気がする。

　お好み焼きを食べて食休みを終えたあたりで、俺は早々に帰ることにした。

「今日はありがとうございました。ご飯もいただいて」

　柊木ちゃんがしゅん、としている。

　二人でいた時間は、スーパーとそこまでの往復の時間だから一時間もなかった。

　寂さびしそうな顔で、柊木ちゃんは残念そうに手を振っている。

　そんな顔をされると俺も切なくなる。

　名残惜なごりおしいけど、今日は退散。

「ねえ、空き巣君」

　俺が駐輪場に置いた自転車にまたがると、上から夏海ちゃんがのぞいていた。

「本当に空き巣してたの？」

「かもしれませんね」

「もう、どっちだよう」

　タイミングがまずかっただけで、夏海ちゃんが悪い子じゃないのは十分わかる。

　俺は適当に手を振って、自転車を漕こぐ。

　あとは、柊木ちゃんが上手うまいこと、グレーゾーンに俺たちの関係を落としてくれることを願うだけだ。




◆柊木夏海◆




　空き巣君を見送って、春ちゃんちに戻る。

　そしたら、春ちゃんが椅子いすの上で膝ひざを抱えていた。

「どうかした？」

「どうもしないよ……ただちょっと……うん……」

　どう見てもヘコんでいる。

　ご飯を一緒に食べているときの感想を言わせてもらうなら、少なくとも、春ちゃんは空き巣君に好意を持っていることは間違いなかった。

　可愛い弟に接するような感じに近い。

　姉はウチの知っている姉でしかなくて、ビッチみたいな発言したのは、勢いがついただけなんじゃないだろうか。

　空き巣君はよそよそしい態度を終始崩さなかったから、何を考えているのかはわからない。

　あれ、演技だったら素直にスゴイと思う。

　食事中や家に帰ってきたときと比べて、春ちゃんのテンションは急降下中。

　お昼ご飯の後片付けもしないまま、ふにゅーん、とテーブルに突っ伏している。

「知らなかったっていうのは噓うそで、実は好きなんでしょ？　空き巣君のこと」

「ウソジャナイヨ。違う……違うもん……」

　あれ？　じゃ、ウチの勘違いだったのかな？

「空き巣君は、学校でよく見るの？」

「んーん。全然。むこうはあたしを知ってたみたいだけどねー」

　ふむふむ。やっぱり春ちゃんからすれば、初対面みたいなものなのか。

　春ちゃんの学校とウチが通っている学校は遠いから、確かめようがないな……。

　キスは……ウチの見間違いだった、とか……？

　テンパってたから、そう見えちゃったのか？

「夏海も彼氏作んなよ。楽しいよー？　毎日が」

　つまらなさそうに春ちゃんは言って、ごろん、とソファに横になり携帯を触りはじめた。

　さっきまでシャキシャキしてたのに、怠け者の猫みたいにだる～んってなった。

　あの空き巣君、何者なんだろう……？
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　ピンポンパンポーン──。

『二年Ｂ組真田さなだ君、二年Ｂ組真田君。職員室、柊木ひいらぎのところまで来てください。繰り返します──』

　朝一番の授業が終わると、校内アナウンスが流れた。

　ざわざわ、と教室のみんなが俺おれを見てくる。

「おい、真田。おまえ何やったんだよ」

　隣の藤本ふじもとが嬉うれしそうに聞いてくる。

　こいつ、俺が怒られるだろうって予想してやがるな。

　残念だが絶対違う。

　てか、なんで校内放送なんだよ。

　結局、週末はあれから連絡を取らなかったから、今日の呼び出しは善後策を練るってところかな？

　女神に呼び出された俺は、さっそく職員室にむかい、柊木ちゃんを見つけ、そばまでいく。

「先生、何か用ですか？」

　仕事をしていた柊木ちゃんは声に顔を上げた。

「んもう、先生じゃなくて春──か、さん……」

　朝からポンコツになってる！

　途中で気づいて、「あ、やば」って顔をしたけど。

　大声じゃなかったことが幸いし、職員室の誰だれも今の発言には気づいていない。

　いつものように空いた椅子いすを隣に引っ張ってくる。

「部活のコトで色々、オハナシがありまス」

　テンパりすぎてロボットみたいなしゃべり方に!?

「部活のことですか」と、怪訝けげんそうにする演技も忘れずに、俺は隣に用意された椅子に座る。

「今日の活動なんだけど」

　そう言いながら、筆談を開始する。

『今日は、二人きりでお昼を過ごしたいです!!』

　週末一緒に過ごせなかった皺寄しわよせだ！

　しかも結構な勢い！

「いや、けど、今日その『活動』は……」

「な、何ですか……問題ある？」

　切なそうにこっちを見るのは反則だ。もう降参。

　俺も過ごしたくないわけじゃないし。

「わかりました」

「あと、放課後は、次の活動にむけて、買い出しをするのでついてきてほしいんだけど」

「了解です」

「じゃよろしくね♪」

　一気に機嫌がよくなった柊木ちゃんは、するりと机の下で俺の手を握った。

　上辺の話を続ける柊木ちゃんに、俺はきりのいいところで席を立とうとするけど、時間ギリギリまで一向に手を離さなかった。

　チャイムが鳴って手を離した柊木ちゃんは、すっと俺のポケットに何かを忍ばせた。

　急いで教室に戻ってポケットに手を入れると、メモが入っていた。

『お昼休みは、屋上に来てね』

　屋上？　何かあったっけ？

「真田。なんか納得いかなさそうな顔だな。怒られた？　なあ、怒られたんだろ？　柊木ちゃんに。嫌われた？」

　ひとまず、超楽しそうに訊きいてくる藤本の肩に、全力でパンチしておいた。

「おっふ……、おまえの左なら、獲とれるかもしれねぇな、世界が……！」

「うるせえよ」

　ぼんやりと疑問を抱えたまま授業をいくつか受けて、昼休みを迎えた。

　紗菜さなには、用事があるから今日は家庭科室には行かないとメールしておいた。

　周囲を警戒しながら屋上にやってくる。

　ノブを握ってガチャガチャ、と開けようとしても思った通り鍵かぎがかかっている。

　俺が首をかしげていると、すりガラスのむこうに人影が現れた。ていうかどう見てもシルエットが柊木ちゃんだった。

「合言葉を」

「合言葉？」

「そ、そう！　……真田誠治せいじ君の好きな人は？」

「え。それ合言葉!?」

　ぶんぶん、と人影が激しくうなずいている。

　てか、俺が来てるってわかってるんなら、合言葉要らないだろ。

「ええっと……好きな人は、柊木春香はるかさん、です」

「くふぅ……や、やだもう……」

　恥ずかしいのか、照れているのか、人影がくねくねと悶もだえている。

　言わせてぇだけだろ！

「よ、よろしい……」

　カチン、と鍵が開いて、俺はようやく屋上に出ることができた。

「もう、誠治君ってばぁああ」

　待ち構えていた柊木ちゃんが、がばっと抱きついてきた。

「てばぁああ、じゃねえよ。言わせた奴やつが何言ってんだ」

「だって、大変でしょ、違う人だったら」

「そうだけど、そもそも人は来ないでしょ」

　何かがあるわけじゃない屋上は、申し訳程度に縁に鉄柵がついていて、下は打ちっぱなしのコンクリート、あとは給水塔があるくらいのものだ。

　ザ、殺風景って感じの場所。

　けど今は、柊木ちゃんが用意したらしいレジャーシートと弁当が準備されている。

「業者さんが点検にくるときだけ鍵を渡すの。それ以外は開かずの間ってこと」

『屋上』と書かれたタグのついた鍵を柊木ちゃんは見せてくれる。

「けど、何でまた今日は屋上なの？」

　いいからいいから、と手を引かれた俺は、案の定レジャーシートの上で横になるようにすすめられ、やっぱり膝枕ひざまくらをしてもらった。

　天気は快晴。空が青すぎて眩まぶしいくらいだ。

「気持ちいいでしょ、外。特に屋上は」

　なでなで、と頭を撫なでられながら、柊木ちゃんは俺に餌付けを開始する。

　俺が帰ったあとのことを訊くと、

「最終的に、付き合ってるとはバレなかったよ？　彼氏がいると毎日楽しいよっていうことだけ教えてあげた。姉としてねっ」

　ドヤ顔の柊木ちゃんも可愛かわいい。

「妹に、キスしてるところ、もろ見られたんだよなぁ」

「い、言わないでっ」

　けど、あのまま夏海なつみちゃんが登場しなかったら、俺はソファに押し倒されてたかもしれない。

　それだけ、柊木ちゃんは俺に会うのを楽しみにしていた。

「だって、だって。誠治君に週末会うことを生きがいにして日々過ごしてるんだよ？」

「そこまで!?」

　あ。でも、俺も覚えがある。

　平日は時間なくて、家に帰ってメシ食って寝て起きて仕事に行くだけの毎日。で、仕事もツマンネ。

　……何のために生きてんだろうって思ったことが多々ある。

　俺がいるから柊木ちゃんが仕事を頑張れるのなら、それはいいことだ。

「うん、生きがいは大事だよね」

「そうだよー。邪魔する存在が現れたら、小熊を守ろうとする母熊くらい凶暴になるんだから」

「なんで熊に例えたんだよ」

「誠治君は、生きがいとか楽しみなことってある？」

「そうだな……先生を幸せにすること、とか？」

　先生じゃなくて春香さんでしょー？　とは言わなかった。

　その代わり、ちゅ、とキスをされた。

　見つめ合って、ちゅ、ちゅ、と今度は二度キスをした。

「け、結婚しようってこと……？」

　顔を赤くしながら、俺をまっすぐ見つめてくる柊木ちゃん。

　眼差まなざしは真剣そのものだった。

「──に、近いかな……」

「も、もおおおおおお、誠治君はすぐそういうこと言うううううううううううううう」

　つんつん、つんつんつんつんつんつんつん。

　照れ隠しなのか、柊木ちゃんが俺の体を人差し指で高速連打してくる。

　連打は構わないけど、制服の上からピンポイントに乳首を押すのはやめろ。

「早く高校卒業してください」

「頑張ります」

「けど、もう十分幸せだったりするんだよ？」

「それならよかった」


「………………パンツ見る？」



「見ねえよ。なんで急にそうなった」

「誠治君もそしたら幸せになるかなって思って。今日ズボンだけど、ホック外したらすぐだよ」

「いや、見たいわけじゃないからいいってば」

「あ。そっかそっか。……チャック下ろせばそこからのぞけるよ？」

「のぞきたいってわけでもないからな！」

「誠治君は、ズボンのときはこのパターンの人だったか」

「そんなパターンは知らん！」

「すぐ本気にしてツッコむ誠治君、可愛いー」

　どこに萌もえてんだ。

　結局。

　ちらっとだけ見せてもらった。黒でした。

　こんなふうにして、甘々な昼休憩を俺たちは過ごした。
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　夜。

　俺おれは柊木ひいらぎちゃんちに入って、主あるじが帰ってくるのを待った。

　相変わらず部屋は綺麗きれいで、キッチンに洗いものも残っていない完璧かんぺきぶりだった。

「ただいまー？」

「あ。おかえり」

「今日は珍しいね。平日に。どうかした？」

　リビングで柊木ちゃんが上着を脱いでソファに座る。

「妹の夏海なつみちゃんのことなんだけど」

「夏海のこと？」

　以前、タイムリープが一時的に解除されたときのことだ。

　俺が柊木ちゃんの実家に挨拶あいさつに行ったら、あまりいい反応は示されなかったらしい。

　条件として年収一千万って言われたみたいだけど、それが単なる条件なのか、それとも俺との交際を認めたくないがために掲示したのかはわからない。

「ある程度、俺とも面識があったほうがいいと思うんだ」

「どうして？」

「俺と柊木ちゃんの交際を認めてくれる身内がいれば、色々と今後スムーズに話が進められるんじゃないかと思って」

「夏海には、あたしたちが付き合ってるってことをバラすの？」

「ううん。今付き合っていることがバレていいわけじゃない。まだ同じ学校の先生と生徒だから。要は、俺の人となりを、柊木ちゃんの身内に知ってもらえれば、『俺たち付き合ってます！』『そうなんだ！　真田さなだ君なら、お姉ちゃんを任せられるね！』ってなるんじゃないかって思って」

「ふむふむ。なるほど」

　ひとしきりうなずくと、じいっと柊木ちゃんが俺をのぞきこむ。

「え。何？」

「……当たり前のことではあるんだけど、高校生が言うにしては、ずいぶん大人な考えだなって」

　俺はただ、前回現代に戻ったときのフラグを折りたいだけだ。

　妹ちゃんに俺や俺たちの仲を認めさせていれば、多少援護えんごもしてくれるはず。

　現代の俺は柊木ちゃんパパに会ったあとだったらしいけど、この俺はまだ会ったことはない。

　まだ高校生のうちは紹介することはできないから、今俺ができることは、外堀を埋めていくことだけだ。

「大人な考えっていうか……ちゃんと春香はるかさんとの今後を考えているってことだよ」

「ほんとに？」

「うん。本当に。……どうして？」

　だって、と、柊木ちゃんが唇を尖とがらせながらソファをいじる。

「夏海のことが、気になっているとか、そういうことなんじゃないかって、先生、警戒をしています」

　目が合うと、ぷい、と柊木ちゃんがそっぽをむいた。

「気にならない、気にならない！　なんで一回会っただけの女の子を気にならないといけないんだよ」


「だって……夏海のほうが、誠治せいじ君と年近いし……仲良くしたいんでしょ……？」



　くるん、と俺に背中をむけてしまった。

　拗すねてる……？

「仲良くするのは、俺のことや俺たちの仲を認めてくれる味方がほしいからで」

「そ、それが口実なんじゃないかと、あたしは思ってしまったんですぅ！」

　ですぅ、って、そんな子供みたいな言い方して。

「夏海は、確かにいい子だよ。運動神経もいいし、おしゃべりで明るいし。年も誠治君よりひとつ上で近いし……」

「年が近いって理由で好きになってたら、俺はクラスの女子は全員好きってことになっちゃうでしょ？」

　結構柊木ちゃんは、年の差を気にしてるらしい。

「誠治君と出会うのなら、あたしだって高校生のときがよかったよぅ。一緒に帰ったり、放課後寄り道したり、テスト勉強をお互いの家でしたり、夏は浴衣ゆかたでお祭り行ったり……」

　どうやら、本当にコンプレックスを感じているみたいだ。

　俺はそんなことを考えたことはなかったけど、柊木ちゃんは違うらしい。

「これでも、あたし、結構不安なんだよ？」

　背中をむけて、俺のほうは全然見ないまま。

「あっさり気が変わっちゃうんじゃないかって……」

　社会人と高校生っていうのは、それくらい住む世界が違う。

　俺も両方経験済みだから、それがよくわかる。

　社会人の同じ仕事を繰り返す毎日と比べれば、高校生活ははるかに刺激的だ。

　価値観が違うのも、当然だろう。

　大丈夫って言っても、不安は簡単には拭ぬぐえないだろうし、どうしたもんか。

　後ろから抱きしめてみる。

「……っ」

　ぴくん、と肩が動いて、うずうずしているのがわかる。

「不安なのは、俺もだよ？」

「そ、そうなの……？」

「うん。職員室で、春香さんに変な虫がついてないか、すげー心配。飲み会の様子とかも俺はわからないし」

「大丈夫！　安心して！　男の先生には、あたし、すっごい素っ気ないから！」

「とは言うけど、モテそうなんだよなぁ、春香さん」

「全然そんなことないよ？　それは誠治君も一緒だよ」

「いやいや、俺、全然モテないし」

　俺たちは、相当な彼女バカで、彼氏バカだったらしい。

　うんうん、とうなずいて、「心配しないで、誠治君！」と柊木ちゃんは言った。

　思わず俺は笑ってしまった。

「え？　何？　何かおかしい？」

「ううん。俺の気持ち、わかったでしょ？　大丈夫、安心して、心配しないでって、俺だって言いたいんだよ」

「あ……そっか……」

「お互いを信じましょうってことで、ひとつ」

「そうだね」

　はい、と柊木ちゃんが小指を立てるので、俺も小指を絡からませた。

「うーわーき、したーら、包丁で滅多めった刺しっ♪　指切ったっ♪」

　こ、こえええええええ!?

　ポップに何歌ってんだ。

「ま、しないからいいけど。……でも、どうして急にこんなこと言い出したの？」

「誠治君が、夏海と仲良くしたいって言うからじゃん……」

「あ。わかった。拗ねてたんじゃなくて、嫉妬しっとしてたんだ？」

「ち。違うからっ。妹に嫉妬なんてしないからっ」

　俺の腕をほどこうと必死だった。

　この反応は、絶対にそうですわ。

　なんか恥ずかしそうにしてるし。

「本当は？」


「…………してた」



　急に素直になる柊木ちゃん、可愛かわいい……。

「心配にもなるよ、不安にもなるよ、だから嫉妬しちゃうの！　だ、だから──それだけ大切で大好きなの！」

　ぐふっ……。

　耳赤くしながら言わないでほしい……。

　けど、もう一回言ってほしい……。

「誠治君は？」

「同意見」

「ちゃんと、言葉にしてくれないと……」

「心配したり不安になるのは、相手のことをそれだけ大事に想おもってるからで……だから、春香さんのこと、大好きなんです……」

　途中から照れくさくなって、敬語になってしまった。

　柊木ちゃんは、胸を押さえて丸くなっている。

「ぐふう……死因、誠治君にキュンとしてしまったこと……」

「まだ生きてるだろ」

　似た者同士の俺たちは、相変わらずのバカップルなのだった。
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　柊木ひいらぎちゃんが、どうやら妹の夏海なつみちゃんに俺おれのことを教えたそうだ。

　もちろん、彼氏としてじゃなく、学校で見かけてあれ以来仲良くなった、と。

「夏海は、ふうん、って感じだったけど誠治せいじ君がどんな人なのかは気になるみたいだよ？」


「気になる？　俺が？　……やっぱり、疑われてるんじゃ……？」



「か、かもね……。でも、もしそうなったら、あたしが全力で説得するから安心して」

　将来的な味方を得る外堀埋め作戦。柊木ちゃんも協力的な様子だった。

「……ただ、もう一回会って話をしてみたいんだって」

　そういう話なら、こっちも俺のことを知ってもらういい機会だ。







　そして週末、柊木ちゃんちに集合とのことだったので、俺は自転車を漕こいでむかった。

「にゃー？　にゃ、にゃ、にゃー？」

　もう着くかというころに、夏海ちゃんが、猫語をしゃべっていた。野良猫のらねこ相手に。

　んぁあ、と猫が鳴いて、てくてく、と歩いていく。

「ま、まだ時間あるし……ちょっとだけ……」

　周囲を確認して、猫を追いかける。

　何してんだよ。これから会ってしゃべるっていうのに。

　……俺も面白おもしろそうだからついて行ってみよう。

　どうせ、夏海ちゃんがいないんなら、話はできないんだし。

　自転車を停めて、足音を忍ばせついていく。

　夏海ちゃんと追いかけた野良猫は、雑草だらけの空き地にやってきた。俺は物陰から様子を見守ることにした。

「にゃーにゃ？　にゃにゃにゃ？」

　……本気だ。本気で猫としゃべろうとしている。

「こうなったら──」

　ぶつっと、近くに生えていた猫じゃらしを引き抜いて、猫の気を引こうとしはじめた。

　ふりふり、ふりふり。

「これならどうよ。みゃー？　みゃみゃみゃ？」

　ちゃんと猫語（笑）に言い直してるー！

　ぷぷ。ぷーくすくす。

　猫を構っているはずなのに、全然相手にしてくれないから、逆に猫に構ってほしい人みたいになってるー！

　ちなみに猫は、一度だけ猫じゃらしを見て、警戒心丸出しで、少し距離を取った。

　……携帯で動画撮ろ。

「猫さーん？　ほらほら～」

　ごろん、と横になった野良猫が背をむける。

「あっ……」

　ちょっと残念そうにすると、夏海ちゃんは反対側に回り込んだ。

「みゃーみゃ？　みゃみゃみゃ？」

　出たぁー！　猫語（笑）！

「にゃ」でも「みゃ」でも無理だから。

　ど、どうしよう。面白すぎて、腹痛い……。

　そんでもって全然相手にされてねえ。

「にゃーん？　にゃ」

「にゃ」に戻した!?

　猫じゃらしを諦あきらめて、猫の手で、それっぽい動きをしている夏海ちゃん。

「にゃーお」

　小さくその手を動かしながら、四つん這ばいになって猫の視界に強引ごういんにカットイン。

　おいおい。

　まさかとは思うけど、あれは、猫になってるんじゃないですかね……？

「ふにゃぁー」

　体を伸ばして、猫がよくやる伸びのポーズをした。

　ま、間違いねええええええええええ！　あの子、猫の真似まねしてるぅううううう！

　誰だれの目もないからって、恥じらいゼロで思う存分猫になりきってるぅうううううう！

　今すぐ目の前に現れて、

『久しぶり、夏海ちゃん。何してんの？』

　って言いてぇええええええええ！

　けど、もうちょっと様子を見よう。

　面白いから。

　猫がすっくと立ち上がって移動を開始する。猫になりきっている夏海ちゃんも四つん這いのままあとをついていった。

「にゃにゃー」

　いや、ついていくなよ。どんだけ相手にされてえんだよ。

　てててて、と猫がこっちにやってきてしまった。

「にゃ、にゃにゃにゃーん！」

　もちろんあとを追いかけて、猫の夏海ちゃんもこっちにやってきてしまった。

　去ろうとしてももう遅く、猫が通り過ぎていき、すぐに猫の夏海ちゃんが現れた。


「にゃにゃ？　にゃーん、にゃ………………──っ!?」



　ぷーくすくす！　超びっくりしてる！

「ど、どうも。お久しぶり」

　ぷぷ、ぷぷぷ……。やばい、ニヤニヤが止まらない。

　かぁぁあ、と顔を赤くした夏海ちゃんは、ばっと立ち上がった。

「そ。そうだね、ひ、久しぶり。……今日、いい天気だね」

「うん、そうですね、猫になるにはちょうどいい天気ですね」

「み、み、みみみみ、見てたの!?　ど、どこから!?」

「猫語を駆使して猫に構ってもらおうとしているところから」

「最初っからじゃんっ！」

「いやー、びっくりしたー。猫になりきろうとするんだから」

「声かけてよぉおおおおお」

「その動画撮ったんですけど、見ます？」

「やめてぇえええええええ。お願いだから消して……じゃなくて。消してください……お願いします……」
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　晒さらし者にして笑う気なんてないので、俺はさっさと動画を削除した。

「先生も、夏海さんが猫になるなんて思わないでしょうね」

「は、春はるちゃんには言わないでっ！」

「いや、でも、あんなに完成度の高い猫なら、是非見てもらわないと。劇団入れますって」

　ぷくく。

　夜思い出したら朝まで笑えそう。

「もう、ごめんなさいいいいい。春ちゃんには何も言わないでくださいいいい」

　ちょっと猫イジりが過ぎたらしい。夏海ちゃんが半泣きになってしまった。

「すみません。冗談ですよ。行きましょう、先生の家」

　俺が自転車を押しながら歩いていると、夏海ちゃんが横に並んだ。

「あれから、春ちゃんと仲良くなったって聞いたけど、ほんと？」

「はい。先生とは、あれ以来たまに顔を合わせるたびに色々と話すことがあって」

　そっか、と夏海ちゃん。敬語は堅苦しいから要らないそうだ。

「春ちゃんと前から知り合いだったってわけじゃないの？　たとえば、あのときまで春ちゃんが知らなかっただけで、君は春ちゃんのことを知ってた、とか」

　やっぱり、鋭いな。

　もちろんその通りだ。

　俺が「そんなことないよ」と言うと、曖昧あいまいに夏海ちゃんはうなずいた。

「通ってるの、女子高なんだけどね」

　そう前置きをした。県内で女子高といえばひとつしかない。

「もちろん男の先生もいるんだけど、全員漏もれなくモテるんだよ？　すごくない？」

　ナニソレ。すげー。

「ウチが聞いた話だと……こっそり付き合っているって子、何人かいるらしいんだよ」

「ほ、ほう……。いや、先生が生徒と付き合っちゃダメだと思うけど」

　と、自分たちのことは棚に上げておく。まあ、一般論が常に正解とは限らないってことで。

　ううん……けど、女子高って他ほかの学校よりも閉鎖的なイメージあるから、そういうのが横行するのはよくあることなのかもしれない。

「うん。ウチもそう思うよ。でもさ、女子の好きって気持ちのパワーはすごいんだよ」

「は、はぁ……」

　照れ隠しに夏海ちゃんは頰ほおをかいた。

「ちょっと恥ずかしいこと言っちゃったかも。……女の人は、『女』としての時間って限られてるらしいんだよ。保健の授業でやったんだけど」

　それは、あれか、年を取るといずれ子供が産めなくなるから？

　生殖機能の話をするなら、男は、割と年とっても大丈夫だったりするし。

「だからね、男の人よりも好きって気持ちのパワーは強いの」

　べし、と夏海ちゃんは照れ隠しに俺の肩を叩たたいた。

　やっぱり、もうわかってるんじゃないのか。

　俺と柊木ちゃんの関係。

　ただ、先走って「付き合ってます」「どひゃー!?」ってのは避けたい。

　県内の女子高っていえば、偏差値が高い難関高校で、家柄が確かなお嬢様が通うこともあるそうだ。

　ここからも遠かったはずだ。

「基本的にみんな箱入りだから、好きにも恋にも飢えてるんだよ。もじもじしてても、案外肉食系、みたいな？」

　案外理解があるんじゃないのか。先生と生徒の恋に。

　だから、ちょっとだけ聞いてみた。

「お姉さん……先生が、そうだったらどうする？　好きが止まらなくなって、付き合ったらダメな人と付き合ったら──」

　うーん、と空を見上げて考える夏海ちゃん。

　それから、ぽつっと言った。

「春ちゃんが幸せならそれでいい。……春ちゃんを任せられるって人だったら、ウチは、その恋を応援する」

「年の差があったとしても？」

「年齢で好きになるわけじゃないじゃん」

　ごもっともだ。

　俺も、先生だからとか、年上だからとか、そんな理由で彼女を好きになったわけじゃない。

　初対面のシーンがあれだったけれど、話してみると夏海ちゃんがとてもいい子だというのがわかった。
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　二人で柊木ひいらぎちゃんちにやってくると、中に入れてもらう。

「相変わらず綺麗きれいだねー、春はるちゃんち」

「女の子なんだから、綺麗にしてないと。夏海なつみの部屋は相変わらず散らかってそう」

「そんなことないよ！　ちょっとだけだしっ」

　仲睦まじい姉妹しまいの会話を微笑ましく聞いていると、柊木ちゃんが俺おれにコーヒーを、夏海ちゃんに紅茶を出してくれた。

　じいっと夏海ちゃんが柊木ちゃんの動きを見ている。

　ううん……疑ってはないけど、引っかかることがあるって感じなのかな。

「夏海ちゃんが、俺に会いたい？　って話だったけど……」

「そうそう、そうだよ。さっきの件で色々と忘れてたけど」

　あの野良猫のらねこ事件のことか。

「ウチが知る限りで、春ちゃんが仲良くなった男の人って、君だけだからどんな人なのか気になったんだよ」


「えぇぇー？　そんなことないよ？」



　と、柊木ちゃんが否定ひていすると、夏海ちゃんが固く首を振った。

「あるよ。だって、わざわざウチに仲良くなったって報告するのは、少なくとも今回がはじめてだし。どんな人なのか、気になって当然じゃん」

　そうだっけ、と柊木ちゃんが首をひねっている。

　あらかじめ柊木ちゃんと打合せしておいたきっかけを、俺は夏海ちゃんに話した。

「あの件以来、学校で会うたびに挨拶あいさつするようになって……それで、柊木先生が俺が入っている部活の顧問になって、それで打ち解けたってカンジ」

　ふうん、と夏海ちゃんは、ソーサーごと膝ひざの上にのせて、それからお上品に紅茶を口にした。

　お嬢様学校に通っているからか、動きに品が滲にじんでいる。

　こういうマナーとか、授業で教わったりするんだろうか。本人はちょっとガサツっぽいのに。

「春ちゃん、顧問してんだ？」

「そうだよー？　すごいでしょー」

「どうせ、やる気がない半分帰宅部みたいな部活なんでしょー？」

「「……」」

　的を射すぎてて、俺と柊木ちゃんは黙り込んだ。

　そういや最近、活動らしい活動は全然してないな……。

　ダベるかゲームするか、柊木ちゃんが来たら仕事の愚痴を聞いたりして……それだけだ。

　家庭科部っていう名前の帰宅部になっている。

「当たってるんだ？　──学校の春ちゃんって、どんな先生？」

「もう、やめてよぅ……いいでしょ、どうでも！」

「いいから黙ってて、ウチも知りたいんだよっ」

　……昔、高三のときの三者面談でこういう光景を見たことがある。

「柊木先生は、元気で明るくて、男女問わずみんなに慕われるいい先生だよ」

「そんな建前たてまえはいいんだよぉ。君がどう思ってるのか、ウチは知りたい」

　ちら、と柊木ちゃんが俺を見てくる。

『知りたい!!　どう思っているのか、聞かせてっ!!』ってウキウキ顔だった。

　どう言えばいいんだろう。

　もしかすると、本当のことを言えば、俺と柊木ちゃんの仲をさらに疑われることになりかねないかもしれない。

　でも、建前でかわそうとしても、妙に頭のいい夏海ちゃんが納得してくれるとは思えない。

「俺から見れば、結構抜けてるところがあるけど、一途で一生懸命で……そのせいで周りが見えなくなることもあるけど、それをみんな知っているから親しみやすくって、なんていうんだろ、愛されキャラみたいな？　そんな先生」

　うるうる、うるうる、と柊木ちゃんが感動して泣きそうになっている。

「春ちゃん、何泣いてんの」

「まだ泣いてないから……」

　夏海ちゃんが出したハンカチを受け取った柊木ちゃんは、目元を押さえた。

「……結構ちゃんと見てるんだ？」

「俺から見える柊木先生だけどね。他ほかの人がどう思っているかは知らない」

　ソーサーとカップをテーブルに戻して、夏海ちゃんは俺をまっすぐに見る。

　足をきちんと揃そろえて右に流して、お上品に膝の上に手を置いている。

　……な、なんだ？　そんなに見つめられると照れるんですけど。きちんとすると、座り姿も上品だ。

「前、お好み焼きここで食べたときから思ってたけど、確信した──」

　どきん。

　な、何を確信したんだ……？

「春ちゃんは、君のことが好きだよ」

「ふにゃっ!?　な、な、何を急に言ってるのよ、夏海ぃぃい～！」

　柊木ちゃんが、夏海ちゃんの肩をがっくんがっくん、と力いっぱい揺らしている。

「せい……真田さなだ君がびっくりするでしょー!?」

「否定全然しないね」

「うぎっ……」

　当たっているからなぁ……。

　口喧嘩だと、姉よりも妹に軍配が上がるらしい。

「だから、あのときはゴタゴタして全然わかんなかったけど、春ちゃんが好きな人ってどんな人だろうって思って、今日呼び出してもらったんだよ」

「べ、べ、別に、好きっていうわけじゃないんだからねっ！　勘違いしないでよね」

　噓うそ下手っ!?

　ツンデレが『好きです』って言っているのと同じセリフなんですけど！

　隠そうとしたら余計にバレるってどういう状況だよ。


「も、もう、夏海ったらぁ…………も、もぉ……」



　ちら、ちらちらっ。

　照れながらこっちを見るのをやめなさい。だからすぐバレるんだよ。

「君も……春ちゃんのことは、悪く思ってないんだよね？」

「それは、うん。そうだよ」

「何回も言うけど、はじめてなんだ。君が。春ちゃんがあんなに楽しそうにしたり、いなくなるとすごくヘコんだり。君のことを訊きいたとき、自慢してるみたいな言い方で君のことを教えてくれるし……大好きなんだ。たぶん」

「も、もおおおおおお、やめてぇええええええ」

　きゃー、と顔を赤くしながら、ぼすぼす、と柊木ちゃんは夏海ちゃんをクッションで叩たたく。

「せい！」

「あうっ」

　クッションをあっさり奪われた柊木ちゃん。

「静かにしてて。今、ウチがしゃべってるんだから」

「……はい」

　姉、弱っ。

　けど、夏海ちゃんは何が言いたいんだろう。

　柊木ちゃんの気持ちを反対するっていうよりも、むしろ援護えんごの流れ？

「ウチは、これでも春ちゃんのことが心配だったんだよ。男の『お』の字も見えないし、もう二四なのに」

「年のことはいいでしょっ、年のことは」

　クッションを奪い返そうとした柊木ちゃんは、あっさりそれを防がれた。

「むう……」

「今日会ってしゃべった感じ、年下のクセに君は落ち着いているし、ポワンポワンな春ちゃんを任せられると思った。変な男子なら、止めてたけど……」

　これはもう、そうだろう。

　夏海ちゃんが、俺を品定めした上で、柊木ちゃんの背中をこれでもかっていうくらい、押している。

「俺になら、先生を任せてくれるってこと？」

「君がいいなら、ね」

「けど、俺、高二の学生だよ？」

「さっき言ったでしょ。任せられそうな人が相手なら、春ちゃんの恋を応援するって。年がどうこうで恋はできないよ？」

　うんうん、と柊木ちゃんが有識者ヅラでうなずいている。

　あなたの話をしてるんですよ？

　やっぱり、夏海ちゃんは肩書じゃなくて人を見ているっぽい。

　俺が高校生で、柊木ちゃんが先生っていう部分よりも、真田誠治せいじと柊木春香はるかっていう人間を見ている。

　本当に、よくできた子だ。

　これは……プランＢだ。

『すでにバレてる、もしくはバレてても問題ないのなら、俺たちの関係を明かそう』

『うん。わかった。夏海なら、言葉を尽くせば納得してくれると思うから、そのときはきっと大丈夫だよ』

　というのがプランＢ。事前に打合せしたうちのひとつだ。

　柊木ちゃんと目が合って、俺はうなずいた。

「春ちゃん、こんなタイミング滅多めったにないんだから、言っちゃいなよ！　骨は拾ってあげるから。それに、空き巣君もまんざらでもないって感じだからきっと──」

「あのね、夏海──」

　柊木ちゃんを遮さえぎって、俺が先に言った。




「夏海ちゃん、俺と先生、付き合ってるんだ」




「え？」

　きょとんとして、確認するように夏海ちゃんは目線を柊木ちゃんに振った。

「うん。本当だよ」

　柊木ちゃんが言うと、俺の隣にやってきた。

　夏海ちゃんは目を白黒させている。

「え？　い、いつから？」

「四月の中頃なかごろだから、もうちょっとで三か月」

「じゃあ、この前の空き巣騒動は……」

「ごめんね。あれは、あたしが適当にでっち上げたことだから、噓なの」

「なぁんだよう……教えてよ……」

「反対されるかもって思ったら、やっぱり言い出しにくくて……でも今回、誠治君が、大丈夫そうなら明かそうって言うから」

　ぽろぽろ、と夏海ちゃんが泣き出した。

「反対なんかしないよ……応援するのに……隠さないでよ……そっちのほうがツライよ」

　ごめんね、とまた謝った柊木ちゃんが、泣いている夏海ちゃんを抱きしめてよしよし、と頭を撫なでた。

「そうなんじゃないかって、百回くらい思ったよ。今日も、紅茶じゃなくてコーヒー出すし、それにミルクも砂糖もなしのブラック出して、でも空き巣君は、何の文句も言わないしさ……紅茶とならコーヒーで、それをブラックで飲む人って春ちゃん、知ってるじゃん……でも、もし深い仲になってるんなら春ちゃんはウチに教えてくれるだろうし……どうしてだろうって思って」

　やっぱり、探偵並みに鋭いな……。

　けど、夏海ちゃんが応援してくれるって言うんだから、ひと安心だ。


「よがっだねぇ……！　春ちゃん、よがっだねぇ、おめで、どう……っ」



　涙で顔をくしゃくしゃにして、言葉を詰まらせながら、夏海ちゃんは祝福してくれた。


「あじがどう……っ！　なぢゅみ、おうえん、じでぐれで、あじがどう……」



　柊木ちゃんもだ！　もらい泣きしてる!!　なんならもらい泣き側のほうが大号泣だ！

　こうして、俺と柊木ちゃんは、妹の夏海ちゃんに関係を明かしたのだった。
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　二人が泣き止んで、柊木ひいらぎちゃんが作ったお昼ご飯を食べたあと。

「空き巣君は、春はるちゃんのどこが好きなの？」

　お茶で一服していると、ど直球な質問が飛んできた。

　さっきキッチンに引っ込んだ柊木ちゃんが、慌てて席に帰ってきた。

「お、おほん。……ど、どこが好きなのかな……？　そういえば、最近聞いてなかったなぁ」

　柊木ちゃんは、この手の話題はいつだってがめつく聞きたがる。直接言えば、一〇秒待たずに顔を真まっ赤かにして逃げるのに。

「春ちゃんってば、家事は得意だけど抜けてるところがあるし。でも妹から見ても、顔立ちはそれなりに可愛かわいいと思うよ」

「料理が上手なところ？」

「ですって、春ちゃん」

「うん。週末はいつも晩ご飯やお昼作ってあげてるから。お弁当もたまに！」

「他ほか、何かあるでしょ？　エロいとか」

「え、エロくはないからっ！　せ、節度を守ったお付き合いをしていますので」

　ううん……無防備なときがあるから、とくに、酒を呑のんだとき。そのとき、ちょいちょいエロいんだよな……。

　目の前で服脱いだりブラジャーをぽいっとしたり、大人のキスをしてきたり。

「エロいもあるかな……」

「やっぱり、春ちゃんエロいんだ……？」

　夏海なつみちゃんが興味津々だった。

「そんなことありません！　先生をエッチな目で見ないでくださいっ」

「ど、ど、どういうふうにエロいの……？」

「パンチラしてくる」

「うっわぁ、ドエロだ!!」

「そ、それこの前の──、あれは誠治せいじ君がミニスカート好きだと思ったから穿はいてただけで、パンツ見せたくてやってたわけじゃないから！　勘違いしないでよね！」

　最後にそれを付け加えると、本当は見せたかった、ってなっちゃうからね。

　よそでそれを使うときは、気をつけてほしい。

「ああ、あと他に……」

「まだあるの!?」

「も、もぉおお、やだあああああ！　洗い物してくるぅううううううう」

　子供みたいな言い方をして、柊木ちゃんはキッチンに逃げた。

　くすくす、と夏海ちゃんが笑う。

「春ちゃん、超幸せそう」

「だといいけど」

「絶対そうだよ。先生になって色々と大変そうだったもん。ウチは、電話でちょっと話を聞いたりするくらいだったけど、やっぱり、ウチの知っている春ちゃんよりもそのときは暗かったよ」

　社会人一年目ってのは、だいたいそんなもんだろう。

　うわーツレーわ。仕事ツレーわっていう時期。

「……で、本当はどういうところが好きなの？　まさか、先生だから好きになった、なんて言わないでしょ？」

「顔はもちろんそうなんだけど、可愛いところ？　性格的に」

　ふんふん、とうなずきながら、「それで？」と夏海ちゃんが続きを促す。

「最初は生徒と先生って関係で、上辺の部分しか見えなかったけど、付き合うとどんどんそれがさらに見えてくる、みたいな。よく知れば知るほど、また可愛いところが見つかる」

「き、聞いてるウチのほうが恥ずかしくなってくるよ」

　ぐいっと体をのけぞらせた夏海ちゃんは、キッチンにむかって言った。

「春ちゃーん？　どうせ聞いてたでしょ、今の話」

「き、聞いてないから！」

「大事な部分で、水の流れる音、全然聞こえなかったよー？　洗い物してるのにおかしくないー？」

「だから聞いてないってば！　あたし全然可愛くないからっ！」

「「噓うそ下手っ」」

　柊木ちゃんが様子をうかがいにこっそりこっちをのぞいた。

「だいたい、誠治君は、イタリア人みたいに軽～く褒ほめるから、油断ならないんだよ」

「うん、ウチも思った。アメリカ人かよって」

「いや、イタリア人だから」

「アメリカ人だって」

　日本人だよ。

「てか、こんなに噓つくのが下手なのに、学校で大丈夫？　あ、学校では二人きりで会わないようにしているとか？」

「「余裕で二人きりになってる」」

「けど、さすがに学校でチュッチュしないでしょ？」

「「余裕でしてる……」」

「何してんの？」

　真顔で怒られた。

「な、夏海。想像してみて！　大好きな人が学校にいて、放課後人けのないところで二人きりになったら──？　もう、片時も離れたくないでしょ!?」


「う。圧がすごい……っ！　う、ウチはわかんないから、そういうの、経験ないし！」



「仕事が終わって家に帰れば、何してる？　って電話したくなるし、おはようのメールをやりとりして、幸せな気分で一日がはじまるんだから！」

「「う、うん……」」

「時間割だって把握はあくしてるから、今誠治君、授業中居眠りしてるだろうなーとか考えたり、受け持ってる世界史の授業はすっごぉおおおい楽しみだし、体育の授業はカッコいいところを見に行ったりして──」

　恋人がいる幸せを柊木ちゃんが力説すると、夏海ちゃんが眉まゆをひそめた。

「春ちゃんって、もしかしてヤバい人……？」

「いや、そんなはずは……」

　俺おれたちはこそこそと話す。

「熱量がハンパじゃないよ？　これ、生きがいを語るオタクレベルでヤバいよ。大丈夫？　束縛とかされてない？」

「あ、うん、今のところ大丈夫」

「恋人同士なら、ストーカーしてもセーフなの？」

「どうだろう、程度によるかも」

「ていうか、春ちゃん暇なの？　ちゃんと仕事できてるのかな」

「この前、体育館のぞきに来てて、それがバレて体育教師に怒られてたけど」

「うっわぁ……先生なのに……」

「誠治君と、イチャイチャしないでっ」

　ぴゅん、と丸められたエプロンが飛んできて俺の顔にあたった。

「してないってば。春ちゃん、大好きな彼氏ができてウツツを抜かすのはいいけど、やることはちゃんとしないとダメじゃん！」

「うぎ……や、やってるから。ね、誠治君？」

「いや……どうだろう……」

「ちょっとは擁護してっ」

　はあ、と夏海ちゃんが息をついた。

「春ちゃんが、空き巣君をどれだけ大好きかわかったからいいよ。空き巣君のほうが大変そう」

「あ、わかる？」

「誠治君、そこ否定ひていしてっ」

　まあ、さっきのは冗談として。

　やっぱり、もうちょっと俺が手綱を引いてあげないと、これじゃエスカレートしっぱなしなんだよなぁ……。

　俺も柊木ちゃんのことは、先生としても好きだし、彼女としてももちろん好きだ。

　けど、何かあったときは、柊木ちゃんが責任を取ることになってしまう。

　もうちょっと、上手うまいやり方を考えないといけないのかもしれない。

「お邪魔虫はそろそろ帰るよ」

　にしし、と笑って、夏海ちゃんは席を立った。

　まだ帰らない俺と柊木ちゃんが玄関先まで見送りにあとを追う。

「二人がラブラブで幸せそうなのもわかったよ」

　ちら、と夏海ちゃんは目線を下にする。

　いつの間にか、柊木ちゃんが俺の手を握っていた。

　じゃあね、と夏海ちゃんは帰っていった。

　ふう、と俺たちは同時に肩の力を抜いた。

「夏海ちゃん、いい子だね」

「でしょ？　自慢の妹なんだから」

　一時はどうなるかと思ったけど、俺たちは夏海ちゃんに仲を認めてもらえた。
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「真田さなだ、悪いなー！　あと頼む！」

「ごめんねー、ちょっと部活遅れられなくって！」

　などなど、俺おれの班の男女四人が、何かしらの理由をつけて放課後になると帰ってしまった。

　掃除当番をサボりたいらしく、全員で六人いるはずなのにあと一人はもうどこへ行ったのかもわからない。

　まあ、勝手に帰ったんだろうけど。

　つっても、一人で教室を掃除するとなると骨が折れる。

　適当にちゃっちゃと済まして、俺も帰ろう。

「真田君、一人なんだー？」

　明るい声とともに、柊木ひいらぎちゃんが教室にやってきた。

「うん、見ての通り」

「真面目まじめに頑張ってるんだね」

「……放課後は、職員室で仕事してるんじゃないの？」

「そんなつれないこと言わないの。真田君が一人になるのが見えたから、寂さびしいかなって思って」

　頑張ってるんだね、と先手を打たれてしまった手前、サボるにもサボれない。

　仕方ない。真面目に掃除するとしよう。

　柊木ちゃんは手伝うつもりはないようで、持ってきていたノートパソコンを教卓にのせて、仕事をしている。

「ごめんね、仕事、ちょっと切羽詰まってて。本当ならお手伝いしてあげたいんだけど」

「ううん、いいよ」

　机を動かして、ホウキでさっさ、と床をはいていく。

　無言の柊木ちゃんが珍しくて、ちらっと見てみると、ぱちぱち、とノートパソコンに何かを入力している。

　仕事してるって感じだ。

　うーん、とか、むーん、とか、口にしながら小難しい顔をして作業をしていく柊木ちゃん。

「掃除の音、うるさくない？」

「ううん。気にしないで。ちょっと雑音があるくらいがちょうどいいから」

　そういうものらしい。

「職員室だと、何だかんだ話し声が聞こえてきて、生徒も来ることがあるから、案外騒がしいんだよ」

　言いながらも手は止めなかった。

　放課後の静かな時間。

　遠くから、吹奏楽部の演奏の音が少しだけ聞こえる。

　詰まったりしながらも、キーを打つ音がそれに混じった。

　西日が廊下側から中に入り込んで、教室を茜色あかねいろに染めている。

　仕事に集中している柊木ちゃんは、俺があまり知らない顔つきをして画面とにらめっこをしていた。

　俺は、授業中の柊木ちゃんと恋人としての柊木ちゃんしか知らないから、こういう一面はなんだか新鮮だった。

「何、せい……真田君、じいっとこっち見て」

「ううん。なんか、いいなって思って」

「何が？」

「仕事に一生懸命の先生」


「…………く、口説くどかないで」



　画面のむこうに柊木ちゃんが隠れた。

　俺と柊木ちゃんの基本的なルールでは、密室なら恋人モードでオッケー。それ以外は先生と生徒モードなのだ。

　誰だれがどこで見てて、誰が聞いているかわからないから。

　教室は二階だけど、職員室から見えないこともない。

　というわけで、今は先生と生徒モード。

「……す、好きになっちゃった？」

　ひょこ、と顔を出した柊木ちゃんは、俺と目が合うとすぐに画面を盾にして隠れる。

「なったって言ったら、先生どうする？」


「…………あたしも……す……ダメだよ、先生は」



　大人ぶった口調で、柊木ちゃんが俺を諭すように言う。

「何で？」

「だって、もう彼氏いるから」

　ちら、と上目遣うわめづかいで俺を見た。

「そっか。残念」

　わかっている俺は、大げさに肩をすくめてみせる。

「うん。ごめんね。諦あきらめて。……本当に、大好きだから」

　キーを押す音は止まっていて、俺の反応を待っているらしかった。

「どう好きなの？」

「それは……掃除が終わったら教えてあげる」

　後ろ半分の掃除を終えて、今度は前半分の掃除をする。

　ちょっとだけ頰ほおを赤くしている柊木ちゃんが、また仕事に集中しはじめた。

　邪魔しちゃ悪いので、俺もさっさと掃除を終わらせることにして手を動かし続けた。

「真田君は、どんな人が好き？」

「俺？　……改めて訊きかれると困るな……」

「困るんだ？」

　思った回答が得られなかったらしい柊木ちゃんが、唇を尖とがらせる。

「料理上手な人」

「うんうん、それから？」

「一生懸命だけど、ときどき抜けてて、それが可愛かわいい人」

「抜けてないけど……」

「俺のタイプの話でしょ、先生」

「そ、そうでした」

　抜けている自覚はなかったらしい。

「先生はどんな人が好き？」

「掃除が終わったら教えてあげる」

　隅々とまではいかないけど、粗方あらかた掃除を終わらせ、後ろ側に圧縮した机と椅子いすを元の場所に戻した。

「先生、掃除終わったよ。続き、聞かせてよ」

「そうだなぁ……カーテンを閉めて、扉を閉めたらいいよ？」

　ふふっ、と狙ねらいがわかったので思わず笑ってしまう。

「何かおかしい？」

　不満そうな問いかけに俺は首を振った。

　掃除当番は最後に戸締りをするので、窓と鍵かぎ、カーテンを閉めた。

　まだ中に俺たちはいるけど、廊下側の扉にも鍵をする。

　入り込んでくる夕日は、扉の小窓からだけとなり、教室の中がほんの少し薄暗くなった。

　廊下側の壁際にやってきた柊木ちゃんが、俺の首に腕を回す。

「仕事は？」

「実は、もう終わってて、最初からなかったの」

「でも、カタカタ入力してたあれは……」

「タイピングゲーム」

「わざわざ教室来て、何してんだよ」

「職員室から誠治せいじ君が見えたから、のぞきに来たの。そしたら一人だったから、つい、ね」

「それで、今、俺の掃除が終わるのを待ってた、と」

「そーいうこと♪」

　いたずらっぽい目つきで、柊木ちゃんは口元をゆるめた。

「それで……さっきの続き、教えてほしい？」

「じゃあ、お願いします」

　俺の肩に手を置いた柊木ちゃんが、つま先立ちになる。

　目線が同じ高さになると、近づいてきた彼女の唇と唇が優しく触れ合った。

　腰のあたりを抱くと、それから、三回キスをした。

　お互いの顔が瞳ひとみに映る至近距離で、照れくさそうに笑んだ。

「……本当に、大好きだから」

　俺が何かを言う前に、次のリクエスト。

　顎あごを上げて、唇を控えめに突き出して、目をつむっている。

　今度は待ちの姿勢。

　……なんだか可愛いので、ずっとキス顔を見ていた。


「？　………………？？」



　ついに、待ちきれずに柊木ちゃんが目を開いた。

「ちょっと、何で見てるだけなのっ。わかるじゃん、今のっ、流れでっ！　いい雰囲気だったのに」

　ぺしぺし、と俺を叩たたいてはクレームを寄越よこした。

「もう、ほんとに、誠治君はそういうところあるよ。空気読んでないフリをして、ちょっとからかってみたりして──」

　怒ったような顔で俺を見つめると、眉尻まゆじりを下げた。

「だから……焦らさないで……？」

　俺の女神が可愛いすぎるので、今度はきちんとこっちからキスをする。

　二度三度と、続きそうになったところで、体を離した。

「どうかした？」

「仕事。本当はあるでしょ？」

「何でわかったの……？」

「タイピングゲームで、春香はるかさんはあんなに難しい顔をしないだろうから」

　ちろ、と小さく舌を出した。

「バレちゃった。……本当は、誠治君成分を補給しに来たんだよ」

「仕事、頑張って」

「はい」

　最後に、ちゅ、と頰にキスをされた。

　くるり、と嬉うれしそうにターンした柊木ちゃんは、ノートパソコンを片付ける。

　鍵を開けて外に出ると、そこで俺たちは先生と生徒に戻る。

「じゃあ先生。また明日」

「うん、またね」

　掃除を一人でこなすのもありだなぁ、と俺は思うのだった。
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『誠治せいじ君、あのね……』

　申し訳なさそうに、柊木ひいらぎちゃんが口を開いた。

『今週の土曜日、飲み会に誘われちゃって……』

「ああ、そうなんだ？」

　とくにこれといって二人での予定を立てていたわけじゃない。

　俺おれとだらだら過ごすだけの週末になりつつあるから、たまに飲み会に行くくらいオッケーだ。

　社会人になってからの友達関係ってのは案外もろい。

　柊木ちゃんの友達を減らすような真似まねは、なるべくならしたくないってのが本音だ。

　行ってらっしゃい、と口にしようとしたときだった。

　申し訳なさそうにしていた理由がわかった。

『簡単にいうと別の学校の先生との飲み会で。顔見知りの男の先生も何人かいるみたいで』

「へ、へえ……」

　電話でよかった。

　たぶん、今の俺は動揺しまくりってのが丸わかりだったろうから。

『いつもお世話になってる先生に「土曜日予定ないならお願い！」って……先週から頼み込まれてて……。何度も断ってたんだけど……。頼まれる前に、次の土曜日予定がないって、ぽろっと言っちゃったのもあって……』

　俺個人の気持ちを言っていいなら、行かないでほしい。

　けど、世話になってる先生ってことは、職場の先輩なんだろう。

　社会人っていうやつは、職場の人間関係が大事なのは身に染しみている。

　もしこの件がきっかけで、柊木ちゃんの仕事における人間関係が悪化したとしたら、俺は助けてあげることができないし。

　ある意味職場にいる人間ではあるけど、俺は職員室で仕事をしているわけじゃないから。

　ここは、真田さなだ誠治の器のデカさを見せるときだ。

　一応、中身は柊木ちゃんよりも年上なんだから、小さいことは言わないでおこう。

「うん。わかった。楽しんでくるといいよ」

『……そう？　来る人はみんな知っている先生たちだから、安心して？』

「……そんなに心配してないから大丈夫だよ」

　噓うそですううううう！

　超心配ですううううう！

　これが、明らかに出会いを目的とした合コンなら、俺はきっぱり嫌だって言っただろう。

　けど顔見知りばかりのオフの飲み会で、相手は同業種の人たち。

　広い意味でいえば、業界の情報交換をする場であるともいえる。

『帰り、遅くても一〇時までに帰ってくるからね？』

「気にせずに、楽しんでくればいいよ」

　心にもないことをさらっと言えるあたり、俺はやっぱり中身が大人なのだなーと実感する。

　大雨で中止になったりしねーかなー、とぼんやり思っていても当日は、俺をあざ笑うかのような晴天。

　昼過ぎから柊木ちゃんちにお邪魔していた俺は、軽～く緊張している柊木ちゃんを励ましていた。

「どうしよう……そ、粗相なくちゃんとできるかな。親しくない人たちとの飲み会、久しぶりだから……」

「失礼さえしなかったら大丈夫だって。やっちゃったって思ったら、すぐ謝ればいいんだし」

「そ、そうかな……」

「面とむかって謝られると、人間、案外許しちゃうもんなんだって。それに、酒の席なんだからかしこまることもないと思うよ」

　じい、と柊木ちゃんが不思議そうに俺を見つめてくる。

「な、何？」

「誠治君、飲み会慣れしてる？」

　たぶん、柊木ちゃんよりも慣れている。

「そ、そんなわけないじゃん」

「だよねー。や、意見が的を射ているから、つい。相変わらず頼りになるなって、思って」

　にっこり、と女神スマイル。

　それから、時間になると柊木ちゃんは準備をはじめた。

　俺が可愛かわいい、似合うよ、と言った私服に着替えた。ううん、なんか複雑。

　それに、い、いつもより、ちょっと化粧が入念というか……。

　普段はもっとあっさりしているような……？

　これは、飲み会に行ってほしくない俺の願望が、現実を捻ねじ曲げてるんじゃなかろうか。

「け、化粧、しっかりするんだね」

「え？　いつもこんなもんだよ？」

　きょとんとしている柊木ちゃんの言葉を、信じることにしよう。

　確かに言われてみれば、いつもと同じような、気が、しなくもない。

　ひとまず、装いを褒ほめておいた。

　柊木ちゃんは、玄関口まで見送りに行った俺に、ちゅ、とキスをした。

「退屈だったら、帰ってていいからね」

「うん。そのときは、鍵かぎを締めておくから」

　じゃあ、と行ってしまった。

　テレビをなんとなく見るけどつまらない。

　時間は六時半を回ったあたり。

　今ごろ、乾杯してワイワイ話しはじめてるんだろう。

『柊木先生、今カレシいないんですかー？』

『ああ、えっと、今はいないです……』

　てな会話が……あるんだろうなぁ……。

　今日だけ、彼氏アリの設定にすれば……ああ、けど同じ学校の先生もいるんだよなぁ。

　ああー超嫌だああああ。

　俺もついて行こうかって一瞬思ったけど、同年代なら居酒屋にもこっそり行けただろうけど、高校生が一人こっそりっていうのは、さすがに怪しすぎる。

　保護者じゃないんだから、信じて待つと決めたけど、もやもやしっぱなし。

　柊木ちゃんちで夕飯を食べる気にも、家で食べる気にもなれず、近くのラーメン屋で夕飯を済ませる。

　パシャリと写真を撮って、メールで送った。

　けど返信はない。

　うんうん、俺の柊木ちゃんは、場をわきまえている立派なレディだ。

　飲み会の席で携帯をイジるような空気を読まない人じゃない。

　それから、今見ているバラエティが面白おもしろいだの、なんだの、と大して面白くないけどメールを送った。

　酒が入って、彼氏ノロケでもしていればいいんだけど。

　いや、先輩先生がいるんならよくないのか？

　男から柊木ちゃんを守る防御と、関係をバラさないための防御は、今日は相反するらしい。

　夜の八時半を回った。

　何をするでもなくゴロゴロしていると、玄関から物音がした。

「ただいまぁ？」

「あ。お帰り。早かったね」

「うん」

　ちょっとだけ、疲れた笑顔をして、柊木ちゃんは俺を抱きしめた。

　どうどう、と俺は背中を撫なでた。

「飲み会、どうだった？　楽しめた？」

「ううん。全然」

　ほ、と俺は胸を撫で下ろした。

「誠治君がいないと、全然楽しくない」

「そっか。それは、残念な飲み会だったね」

　あれ……？　ろれつも普通だし、テンションも仕事帰りに近いテンションだ。

「呑のまなかったの？」

「うん。ニガテだから遠慮しますって言って、乾杯からウーロン茶」

　ああ、いるいる、そういう人。

　俺をぎゅっとしながら、しみじみと柊木ちゃんは言った。

「……はぁ……落ち着く」

「居酒屋は騒がしかったりするし、今日はよく知らない人としゃべったから──」

「ううん、それもあるけど、誠治君のここが」

　とんとん、と軽く柊木ちゃんは俺の胸を叩たたいた。

「一番落ち着く」

「今から二人で二次会、ここでしよう思うんだけどどう？」

「……参加」

　小さく笑った柊木ちゃんとキスをする。

「そうなら、お酒買い足さないと！」

「冷蔵庫に四本くらいあったけど」

「今日は足りません♪」

　どんだけ呑む気なんだよ。

「スーパー閉まっちゃうから、早く早く！」

　元気になった柊木ちゃんと俺は、近くのスーパーまで手を繫つないで歩いた。
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◆柊木春香◆




「柊木ひいらぎ先生、お願い！」

　松中まつなか先生にお願いされるのは、これで、八度目だ。

　普段からお世話になっている手前、ほんのちょっとした飲み会でも、断りにくい……。

　なんというか、普段色々と助けてあげてるんだから、飲み会くらい付き合ってくれてもいいでしょ感があって、ちょっと嫌なんだよね……。

　それとこれじゃ、話が別なんじゃないんですか？　って思うけど、助けられているのは確かだから……。

　科目は現代文であたしとは違うけど、同じ女性教師として、尊敬する点も多い松中先生。

「土曜日、予定はとくにないんでしょ？　それならいいじゃないですか」

　予定があるから、といつも断っていたけど、今回は予定がないことを言ってしまったいたせいで、このありさまだった。

「ち、ちなみに、誰だれが来るんですか？」

　あたしが訊きくと、興味を持ってくれたと勘違いした松中先生はあれこれ話しはじめた。

「西高と付属高校の先生たちですよ。若手の先生たちばかりだし、話もしやすいと思うんです。科目が世界史の先生も確かいらっしゃったはずです」

　ふむふむ。それなら、ちょっとだけ興味はあるかも。

「近隣の学校に勤める若手教師の懇親会なので、そんなに構えなくていいですよ。研修で会ったことのある先生ばかりだと思いますし」

「女性だけですよね……？」

「いえ、何人か男性の先生もいらっしゃるはずです。柊木先生、今彼氏がいないんなら、いい出会いがあるかもしれませんよ……！」

　むうーん。別にそれはどうでもいい。

　むしろ、松中先生のほうがそれ目当てなんじゃ……。

　独身で、確か、年は三二、三だったような。

　若手？　って疑問に思ったけど、口に出せば戦争が起きるから何も言わないでおく。

　同年代の先生は他ほかに二人いたけど、どちらも予定があるようで不参加。

　結局押し切られ、参加することになってしまった。

　その日の夜、さっそく誠治せいじ君に伝えることにした。

「誠治君、あのね……今週の土曜日、飲み会に誘われちゃって……」

『ああ、そうなんだ？』

　いつものように、あっけらかんとした返事だった。

「簡単に言うと別の学校の先生との飲み会で。顔見知りの男の先生も何人かいるみたいで」

『へ、へえ……』

　男がいるんだよ、誠治君。

　もしここで、絶対にダメ。土曜は俺おれと過ごしてほしいって言えば、あたしはどんな手を使ってでも、誠治君と一緒にいる所存です。

　なのに、「へえ」って……。

　嫌じゃないのかな。男の人がいる飲み会に彼女が行っても。


「いつもお世話になってる先生に『土曜日予定ないならお願い！』って……先週から頼み込まれてて……──」



　行きたくて行くんじゃないからね？　という説明をしておく。

　ノリノリで楽しみにしてるんなら、止めるのも気が引けるかもしれない。

　けど、仕方なぁ～く、仕事の都合上、お付き合いとして、しぶっっっしぶ参加するんだよ。

　嫌なら一緒に土曜日はいようよ、とか、嫌なら行くなよ、って言って止めてくれれば──。

『うん。わかった。楽しんでくるといいよ』

　むう。

「……そう？　来る人はみんな知っている先生たちだから、安心して？」

　同じ仕事をしている男の人が来るんだよー？　心配になるでしょー？

『……そんなに心配してないから大丈夫だよ』

　むう。

「帰り、遅くても一〇時までに帰ってくるからね？」

『気にせずに、楽しんでくればいいよ』

　どこかの男にちょっかいかけられるかもしれないのに、心配してないから大丈夫、楽しんでくればいいよって……信用してくれているのはいいんだけど、なんだか寂さびしい……。

　誠治君。やきもち、焼かないの──？

　こうなったら、やきもち焼かせてやるんだから。

　当日、誠治君と時間までまったりと過ごし、準備に取りかかった。

　寝室で、お気に入りの服に着替える。

　こっそり扉が開いて、メイク中のあたしを誠治君がのぞいていた。

　ちょっとだけ、気合入れたメイクにすると、

「け、化粧、しっかりするんだね」

　あ。気づいた！　ちょっと嬉うれしい。

「え？　いつもこんなもんだよ？」

　でもダメ。

　やきもちを焼いた素振そぶりはなく、ふうんって感じで引き下がってしまった。

　着ている服も、誠治君が前、可愛かわいいよって言ってくれた服装なのに。

　他の男の人がいるところに、これを着て行くんですよー？

　けどこれに関してはノータッチ。もしかすると気づいてないかも。

「退屈だったら、帰ってていいからね」

「うん。そのときは、鍵かぎを締めておくから」

　じゃあ、とあたしは誠治君を自分の家に残したまま会場へとむかう。

　呑のむかもしれないので、自転車で最寄り駅まで出て、そこから四駅ほどの繁華街へやってきた。

　待ち合わせ時間前には、大半の人がそろっていて、軽く挨拶あいさつを交わす。

　確かに、それほどしゃべったことはないけど見たことのある先生ばかりで、少し安心。

　思った以上に男性率が高く、結果的に五対五になっていた。

　みんな、それなりにオシャレをしてきていて、はたから見れば、ただの合コンだった。

　松中先生同様に、名目は懇親会だけど、合コンのつもりで来ている人も多そうだ。

　店に移動して乾杯する。

　ウーロン茶で乾杯すると、むかいに座った男性教師が「呑まないんですか？」と訊いてくる。

　さっき自己紹介されたけど、名前は覚えてない。

　あたしは、誠治君に言われて自覚したけど、酒乱なタチなので、迷惑をかけないように外では呑まないようにしていた。

「ええ、まあ……今日は遠慮させていただきます」

「せっかくなんだから、呑んだらいいじゃないですかー」

「いえ、本当に、大丈夫なので……」

　と言って、どうにかかわす。

　ノリ悪いなぁ、とか思われてるんだろうなー。

　近所の人たちと会話をしていくけど、大半が仕事の愚痴だったり先生あるあるだったりした。

　楽しくはないけど、つまらなくもなく、あたしは料理をちまちまと食べながら、適当に相槌あいづちを打って、笑っていた。

「柊木先生、彼氏いたりします？」

「あー。いそう！」

　松中先生の目がある以上、いるとは言えない……。

「えっと、今、いなくて……」

　そのあと、仕事と関係のない話を訊かれたり、聞かされたりした。

　それが嫌になって鞄かばんを持ってお手洗いに立つと、携帯を確認する。

　誠治君から、メールが来ていた。

　それも五通も。

　最初は、夕飯に食べたらしいラーメンの写メと美味おいしいというコメント。

　次は、たまに二人で見ているバラエティのくだらない内容。

　その次は、今日これからテレビで放送する映画の話。

　そのあとは、ひと言メールが続いた。

『一人で見ても、つまんないよね』

『今日は一〇時までいるの？　呑み過ぎないでね』

　……今帰る。

　もう決めた。

　誠治君に会いたい。

　帰る。乾杯してから一時間ちょっとだけど。

　空気なんてもう読まない。

　たぶん、家で誠治君が待ってくれているから。

「すみません、ちょっと帰らなくちゃいけなくて　──　えっと、ぺ、ペットが大変みたいで──」

　適当な噓うそをついて、おつりはいいから、と一万円を置いて店を出た。

　自分の部屋を外から見ると、明かりがついていた。

「ただいまぁ？」

　物音を聞きつけた誠治君が玄関まで出迎えにきてくれた。

「あ。お帰り。早かったね」

「うん」

　逃げるようにして帰ってきたとは、さすがに言えない。

「飲み会、どうだった？　楽しめた？」

「ううん。全然」

　本音がポロリとこぼれてしまう。

「誠治君がいないと、全然楽しくない」

「そっか。それは、残念な飲み会だったね」

　口でそう言うけど、誠治君は笑顔だった。

　ほっとしているのがわかって、あたしも嬉しくなった。

「呑まなかったの？」

「うん。ニガテだから遠慮しますって言って、乾杯からウーロン茶」

　堪こらえ切れなくなって、誠治君を抱きしめる。

　誠治君成分を充電しても、すぐに容量が尽きてしまう。

　あたしは、燃費の悪いバッテリーみたい。

　やきもちを焼かせるなんて、どうでもよくなっていた。

　ほっとした誠治君の笑顔が見られたから、もう満足。

　たぶん、お互いに寂しかったんだと思う。

　誠治君は、あたしが飲み会に出かけてから。

　あたしは、飲み会に出かけるまで。

　背中に腕を回したまま、もう片方の手で、誠治君の手を握る。

　次に何をするか通じ合っていたように、キスをする。

　離れがたくなっているのは、あたしだけかと思ったけど、そうじゃなかったらしい。




　──今日も明日も明後日も、ずっと貴方のことが大好きです。




　ちょっと長めのキスに、そんな想おもいを込めた。
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「この前、あったらどうしようって思ったんだよ」

　夕飯を済ませて、お菓子をつまみながら仲良くソファでテレビを見ていると、柊木ひいらぎちゃんがおもむろにそんなことを言いだした。

「あったらどうしよう？　何が？」

「これ、これ」

　柊木ちゃんは、つまんだポンキーをゆらゆらと揺らした。

　細長くてチョコがコーティングされている棒状のお菓子だ。

「はあ。ポンキーがどうかした？」

「この前行った飲み会が、やや合コンめいていたことは教えたでしょ？」

　うん、と俺おれはうなずく。

　二次会と称した家飲みに俺が付き合っていると、柊木ちゃんは懇親会の実態を教えてくれたのだ。

「王様ゲームとか、なんかそういうハレンチなゲームが行われないかってひやひやしたの」

「途中で帰ってきちゃったけどね」

「誠治せいじ君が寂さびしそーにしてたからね」

　う。まだ言うか。

　俺の送ったメールが大層気に入ったらしい柊木ちゃんは、その日のメールのことを事あるごとに口にするようになった。

　というか、その件で俺をからかっている。

「それで。ポンキーがどうしたって？」

「イメージだけど合コンの定番でしょ？　端と端をくわえて、食べはじめるゲーム」

　ああ、ポンキーゲームね。

　合コンって、そんなことすんの……？

「合コンっていうよりは、キャバクラとかのほうが」

「え。今なんて言った？」

「だから、合コンでそういうのはあんまりしないんじゃないかなって。むしろキャバクラのほうがしそうな──」

「どうしてそんなこと知ってるの」

　柊木ちゃんの目がマジだった。


「…………」



　盛大に自爆した。

　現代で、二、三回上司に連れられて行ったことがある。

　って、言ったら信じてもらえますかね？

　そんなわけないですよね……。

「親戚のお兄さんがハマってたみたいで、キャバクラ通い。それで、様子を聞いたことがあって……」

「あ、なぁ～んだ。びっくりした！　誠治君が行ったのかと思った」

　ぱちん、と両手を合わせて柊木ちゃんは納得のポーズ。

　俺はほっと胸を撫なで下ろした。

　ナイス、親戚のお兄さん。誰だれかは知らんけど。

「そんなわけないでしょー。俺未成年だしー」

「成人してからでもダメだよ」

　柊木ちゃんの目がマジだった。

「お、おう……、あ、あたぼうよ……」

　眼光にビビって俺は思わず江戸っ子になった。

「それで、ポンキーゲームをやるかもしれないって、春香はるかさんはビビってたの？」

「うん。嫌だなって思って。なんとも思ってない男の人が相手だろうし」

　それは俺も嫌だ。想像したくない。

「というわけで♪」

　ずもっと俺の口に柊木ちゃんがポンキーを差し込んだ。

「あたしたちも、やってみよ？」

「いや、いいけど──」

「ちょっとー、ちゃんとくわえてて」

　柊木ちゃんが楽しそうなので、大人しく言うことを聞くことに。

　そもそもあのゲーム、勝敗ってどうやってつけるんだ？

　先端を柊木ちゃんもくわえる。

　至近距離で柊木ちゃんと目が合う。

「「……っ」」

　照れくさくなってお互いに目をそらした。

　柊木ちゃんが意を決して、こっちを見ながら、サクとひと口分食べ進んだ。

「ふう、ふうん」

　たぶん、誠治君の番だよ、的なことを言っている。

　俺も恥ずかしさはあったけど、サクッとひと口食べる。

　また顔の距離が縮まった。

「「……っ」」

　照れくさくなってお互いに目をそらした。

　これ、普通にキスする一〇〇倍くらい恥ずかしいんですけど。

　世の大人はこんなことしてんの？

「っ」

　サクサク、と柊木ちゃんが食べて、俺もサクサクと食べる。

　サク。

　サク。

　お互い食べて、また距離が縮まる。

　どうしよう……すごい恥ずかしい。

　柊木ちゃんの顔も赤い。

　サクサク。

　サクサク。

　サクッサクッ。

　サク、サク。

　もう、お互い照れまくりだけど開き直っている状態だった。

　そして。

　サクサク──ちゅ。
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「ふやぁああああああああんっ!?　ちゅーしちゃったぁああああああん」

「うわぁああああああああ、ちゅーされたぁあああああ」

　恥ずかしさが爆発ばくはつして、とりあえず叫んだ。

　……よくよく考えれば、ご飯を食べる前──柊木ちゃんが準備をしているとき、キッチンで何回もちゅっちゅしていた。

　けど、これは別物……。

「ポンキーゲームって、恥ずかしいゲームだね……」

「うん。まったく同感」

「誠治君……ポンキーあと五本あるよ……？」

「へえ。そ、そうなんだ？」

　まんざらでもない俺と柊木ちゃん。

　もう一回やろうってどっちかが言い出すのを待つ状態がしばらく続いた。


「「………………」」



　なんだ、この、言い出したほうが負けみたいな雰囲気。

　たぶんお互い、あとで、『やりたいって言うから、自分は付き合ってやっただけ』という防御カードを発動させる気でいる。

　柊木ちゃんが、一本口にくわえて、サクサクと食べる。

　俺をチラっと見た。

「まあ、春香さんがやりたいって言うなら、別に俺はいいんだけど」

「あたしも、誠治君がやりたいんなら、付き合うよ？」

「あ、そういえば俺、ポンキー食べたかったんだ」

「奇遇きぐうだね。あたしも食べたかったんだ」

　一緒に一本を食べることにした。

　サクサクサク……サクッ……。

　サク、サク、サク……サク。


　…………サク。



　サク。

　サクサクサク。

　サク、サク、サク。

　体温が上がって、顔全体が熱くなっているのがわかる。

　それは柊木ちゃんも同じだろう。耳まで赤くなっている。

　サクサクサクサク──。

　サク。ちゅ。

「わぁああああああああああああ。ちゅーしちゃったぁあああああああああああ!?」

「ふやああああああああん、ちゅーされたぁあああああああああ!?」

　と、大騒ぎだった。


「「…………」」



　俺たち何してんだろうという間を置いて、ちょっとだけ冷静になった。

「誠治君も、何だかんだで楽しんでるじゃん。何だかんだで、春香さんにちゅーしたいんじゃん」

「いや、けど、今のはあれだから、ひとサクで唇が触れる位置に春香さんがいただけだから。ちゅーしたいとかじゃないから」

「でも、今のは誠治君の負けね。ちゅーしたいっていう欲求に負けた誠治君の負け」

「それだったら、春香さんのほうが『サク』の回数が多いから、欲求に負けたっていうのを基準にするなら、むしろ、俺は勝ってるから」

「いやいや、そんなことありませんー」

「いやいやいやいや」

「いやいや」

「いやいや……」

　あたしが、俺が、あたしが、俺が、とやっているうちに──。

　ちゅ。

　顔が近づいたついでにキスをした。

「……これはそんなに恥ずかしくないよね？」

「うん。そんなにかな」

「何がどう違うのか、もう一回試してみる……？」

「一理ある……俺も、やぶさかじゃないし」

　両端をお互いがくわえてセットアップ完了。

　サクサクサクサクサクサクサクサクサクサクサクサクサクサクサク、ちゅ。

「「ふわあああああああああ!?」」

　また顔を赤くしながら俺たちは大騒ぎ。

「……い、今のは春香さんのほうからだから」

「違うよ、誠治君だから。完璧かんぺきにそう」

　あ。でもどうして恥ずかしいのか、わかった気がする。

「しょ、勝敗がわからないんじゃ……も、もう一回やるしかないよね……？」

「たぶん、これあれのせいじゃない？」

「ふむん？」

　すでに柊木ちゃんはやる気満々で、端をくわえていた。

「ジェットコースターが上にのぼるとき、カタカタカタって鳴る音と一緒で、来るぞ来るぞ、キターっていう効果が、ポンキーゲームと一緒なんじゃないかな？」

「ためてためて、ドン──ってこと？」

「うん。そういうこと」

　簡単にいうと、ドキドキ感からのキスにハマっていた。

　ポンキーゲームで大盛り上がりの俺たちは、新しいイチャつき方を覚えたのだった。







[image: ]




　梅雨つゆが本格化してきて、蒸し暑い日が続きはじめた。

　今日も今日とて、じめじめと高い湿度で一日を過ごした。

　放課後まで頑張っていた雲が雨を降らせはじめて、俺おれは途方に暮れていた。

　予報が曇りだったから、傘を持ってきていない。

「どうしたもんかなぁ」

　ぴちょん、ぴちょん、と屋根から垂れる雨粒を眺めながら独り言をつぶやく。

　柊木ひいらぎちゃんは、雨が降りそうな日は車で通勤しているから、乗せて帰ってくれるかもしれないけど、いつ仕事が終わるかわからない。

「兄さん？　傘忘れたの？」

　振り返ると紗菜さながいた。

「忘れたっていうか、降らないと思ったから持ってこなかったんだよ」

「そう……」

　ごそごそ、と鞄かばんを漁あさって、ウサギ柄のファンシーな折り畳み傘を取りだした。

　小二女子の遠足かよ。

「サナ、折り畳みが鞄の中に一本あったんだけど、兄さんがどうしてもって言うなら、入れてあげなくもないわよ？」

「どうしても入れてほしいって言うつもりねえから、さっさと帰れよ。強くなるかもしれねえぞ？」

「ご、強情ね、兄さんも。そんなに入りたいんなら、素直に言えばいいのに」

「じゃあな。紗菜。俺は雨が弱まってから帰ることにするから」


「え、も、ちょ、違──……。もお、兄さんなんてビチョビチョになって、それから無事に帰ってくればいいのよ！」



　無事は祈ってくれるのかよ。

　フン、と鼻を鳴らした紗菜は、小二女子が持ってそうなウサギちゃんの傘を広げて、大股おおまたで帰っていった。

　あの傘にアラサーは入れねえぞ、妹よ。

　折り畳み傘ってのは、基本一人用だ。

　俺が入ったら、おまえまでビチョビチョになるだろうが。

　図書室に行って、時間でも潰つぶすとするか。

　くるりとターンして、廊下を歩いていると、書類を小脇こわきに抱えた柊木ちゃんがむかいから歩いてきた。

「真田さなだ君、どうかした？」

「ああ、ちょっと図書室に」

「調べもの？　相変わらず真面目まじめだね」

　にっこり、と柊木ちゃんは先生スマイルを見せてくれる。

　彼女として微笑んでくれるのも好きだけど、学校での先生スマイルは、またちょっと違っていい。

「いや、雨、結構強いから、弱くなるまで雨宿りしようと」

「傘持ってきてないの？　って、あたしもだけど」

　紗菜にしたのと同じ説明をして、ふんふん、と柊木ちゃんが納得してくれた。

　左手につけた腕時計を見た柊木ちゃん。

「まだ時間あるし……ちょっと待ってて！」

　ばひゅーん、と走り去ると、真っ黒の傘を持って戻ってきた。

「これ、職員室にいつも残ってる傘」

「いや、使えないって。先生たちも傘がない人がいるだろうし。俺は、ほら、そんなに家も遠くないから、雨が弱くなるのを待つよ」

「そっかそっか……じゃあ、先生が、真田君を家まで送ってあげる」

「車で？」

「ううん。今日は自転車。だから、徒歩で送ってあげる」

　すごい楽しそうに柊木ちゃんが提案してくる。

　徒歩で送る？　で、柊木ちゃんも自分の傘がない……。それで今使える傘は一本。

「行こ行こ♪」

　るんるんなのであった。

　人けのない裏口を待ち合わせ場所に指定されて待っていると、黒い傘を差した柊木ちゃんが現れた。

「ささ、入って。ちょっと二人じゃ狭いかもだけど」

「そういうことか……」

　お邪魔することにして、俺は柊木ちゃんと相合傘をすることにした。

　わざわざ裏口を待ち合わせにしたのも、このためだったらしい。

「実は、憧あこがれてたの～。好きな人と相合傘」

「小学生みたい」

「えっ!?　小学生みたい!?」

　真顔で柊木ちゃんがショックを受けている。


「じぇ、ジェネレーションギャップってやつ…………？」



「高校生くらいになれば、そんなに憧れないと思うけど」

「そんなことないよ。紗菜ちゃんだって、誘ってたじゃない。相合傘」

「見てたのかよ……別に相合傘したかったわけじゃないと思うけど……」

　肩と肩がくっつくくらいの至近距離で、柊木ちゃんが顔を近づけてきた。

　つん、と俺の頰ほおに唇が触れた。

「こら、帰り道で──」

「傘で見えないからセーフ。紗菜ちゃん、こんなふうに、キスするつもりだったのかもしれない……」

「しねえから。俺の妹を何だと思ってんだよ」

「重度のブラコン」

「……」

　重度かはさておき、ブラコン気味なのは否定ひていできなかった。

「いいなーって思って見てたら、紗菜ちゃんと一緒に帰らなかったから。それで、困っている誠治せいじ君の前に、颯爽と春香はるかさん登場」

　一部始終、きちんと見ていたらしい。

「なるほど。それで、相合傘で俺を送ろうってわけか」

「そんなに遠くもないから、送ったあと仕事にすぐ戻れるしね」

　ボツン、ボツン、と雨粒が傘の上で勢いよく砕ける音がする。

　雨が地面を叩たたく水音がうるさくて、隣の声を聞こうとすると、自然と距離は近づいた。

「誠治君、肩、濡ぬれてる」

　ずいっと俺のほうに柊木ちゃんが傘を傾けてくる。

「え。ああ。別にいいんだよ。これくらい。どうせ帰ったら着替えるんだし」

「ダメ。風邪ひいちゃう」

　押しに負けて傘がこっち側に傾く。

　となれば、必然的に柊木ちゃんのほうに傘が届かなくなる。

「春香さん、濡れてる」

「これくらい大丈夫」

「女の子が体冷やすのはよくない」

　って、誰だれかが言っていた。どうしてよくないのかは知らないけど。

「じゃあ、じゃあ、もっとくっつこ？」

　くるっと俺の腕に手を回して、腕を組んで歩く格好になった。

　傘で誰かわからないし、雨で人通りが少ないから、バレることはないだろう。

「街でデートして以来だね、こうするの」

「そうだっけ？」

「そうだ──みゃっ!?　水溜みずたまりに思いきり突っ込んじゃった……足がぐしょぐしょ……」

　ふえー、と柊木ちゃんは口をへの字に曲げている。

　相合傘は、くっついて腕を組むところまで考えていたんじゃないかって思ったけど、そこまで計算するタイプでもないだろう。

　雨にちょいちょい濡れて、靴も水溜まりに突っ込んだのに、柊木ちゃんは楽しそうだった。

「こうして、好きな人と一緒に帰るの、夢だったんだ。一回でいいからやってみたかったの。ごめんね、ちょっと強引ごういんだったかも」

「ううん。傘がなくて困ってたのは俺だし、むしろちょうどよかったんじゃない？」

　そういえば、俺は柊木ちゃんの過去をあまり知らない。

　この前の夏海なつみちゃんの言い草だと、彼氏どころか仲のいい男子がいたこともない、というような口ぶりだった。

「春香さん、学生のときはモテたんじゃないの？」

「えぇぇ？　モテない、モテない。全然」

「そうかな……？　柊木先生は、男子がみんな憧れる年上お姉さんポジションなんだけど」

「へえ、そうなんだ？　で、そのみんなの憧れを誠治君がこっそり奪っちゃったわけだ」

「そういうこと」

「けど、ちょっと嬉うれしいかも」

　へへ、と小さく柊木ちゃんは笑う。

「あたしがモテそうに見えるってことは、あたしの自己評価は別として、誠治君には、あたしは魅力的に見えるってことでしょ？」

　でしょ、でしょ、と柊木ちゃんが肘で俺の脇腹わきばらをつついてくる。

「じゃないと好きにならないよ」


「────っ……、も、もおおお、誠治君のイタリア人んんんん！」



　だから、日本人だって。

　どんどん家が近づくにつれて、柊木ちゃんの足取りは重くなった。

　俺を離すまいとしてか、組んでいる腕はちょっとだけ力が入っている。


「…………」



　口数が減って、ちらっと横顔をのぞき見ると、寂さびしそうに唇を結んでいた。

「ちょっとだけ、寄り道していく？」

「ううん、いいよ。あ、あたし、学校帰って仕事があるから」

　とは口で言いつつも、足取りはどんどん軽くなった。

　顔も一気に晴れやかになっている、わかりやすい柊木ちゃんだった。

　どこに行くわけでもなく、付近を散歩する。

　元の調子を取り戻した柊木ちゃんと俺は、どうでもいい会話をあれこれ交わした。

　俺たちは、雨の日だと、普通のカップルっぽいことができるらしい。

「どうかした？」

　のぞき込んでくる柊木ちゃんに、俺は首を振る。

「もう、さっきから濡れまくりで、足の皮、絶対にふやけてるよ……」

「どんまい」

「こうなったらどれだけ濡れても一緒だね……」

　むふふ、と笑った柊木ちゃんが水溜まりでジャンプする。

　飛沫しぶきがこっちに飛んできた。

「うわ!?　──子供か！」

「あははは」

　ただ、一緒の傘に入って帰り道を歩く、それだけで十分幸せなのだった。
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　七月に入り、期末テスト期間に突入した。

　中間と同様、一〇日ほど部活動は例外を除いて禁止され、生徒は大人しく家に帰って勉強しましょうっていう期間だ。

　以前タイムリープが一時的に解除されたとき、俺おれは高校教師になっていて、それなりの収入があったらしいけど、それじゃ、柊木ひいらぎちゃんパパからすると足りなかったようだ。

　俺自身は会ったことがないから、単純に俺が嫌われているから年収の話を持ち出されて、金額を吹っかけられたのかもしれないけど。

　ともかく、俺は柊木ちゃんを幸せにするために、勉強を頑張ることにした。

　学校の図書室に放課後こもって、あれこれと勉強をはじめる。

「あ～。ここ、職員室よりも涼しい～」

　わざとらしい声をあげて、柊木ちゃんが図書室にやってきた。

　ノートパソコンを小脇こわきに抱えて、それとなーく、俺が見える位置に座った。

　勉強頑張るから邪魔しないでね、って釘くぎを刺したのが効いたのか、それとも全然効いてないのか。

　ううん、と軽く咳払せきばらいする柊木ちゃん。

「世界史だったら、ここにいる生徒に教えてあげられるのになぁ……」

　チラ。

　俺を一瞥いちべつして、パチパチ、とキーを叩たたいていく。

　ううん、と俺も咳払いをして独り言をつぶやく。

「世界史は覚えるだけだし余裕かなー。そんなことより、数Ｂを……」

「数Ｂ……!?　あ。先生、そういえば数学は分数あたりから怪しかったなぁ～、教えるのはちょっと難しいかなー？」

　いや、教えてほしいとは言ってない。

　てか、分数って、数学じゃなくて算数。ずいぶん早めにつまずいたな……。

　チラ、チラ、と柊木ちゃんが俺の様子をうかがってくる。

　邪魔しないでって言ったから、自分から話しかけるつもりはなく、あくまでも俺から話しかけさせる気でいるらしい。

「う……さむ。エアコン……キツい……」

　ぶるっと震えた柊木ちゃんは、それでもその席についたまま、仕事を続けた。

「世界史のテスト、どこ出そっかなー？　どうしよう、今訊きかれるとしゃべっちゃうかもー」

　安易なトラップだった。

　独り言を聞き流し、俺も独り言をつぶやく。

「問題集やってればある程度解けるだろうし、授業きちんと聞いてるからだいたいどこが重要かもわかるし」

「もぉ……なんでそんなに手際がいいの……！」

　こそっと本音が聞こえた。

　世界史、恐れるに足りず。暗記系科目は得意なのだ。

　それに、高二の一学期末テストは、受けるのは二度目になる。

　うすぼんやりと、どこが出たのか覚えている。

　うぅ、さむ、と柊木ちゃんが震えているので、上着になりそうなものを探す。

　今日持って帰る体育のジャージしかなかった。

　ほとんど着てないし、変なにおいはしないだろう。

　すー、とジャージを机の上を滑らせる。

「先生。寒いなら、膝ひざかけにでも使って？」

「あ。……ありがと……」

　きゅ、と俺の体育のジャージを胸に抱いて、独り言をつぶやいた。

「そ、そんなふうに優しくしたって……先生、どこ出るかは教えないんだから」

　誰だれも見てないのを見計らって、鼻を近づけて、すんすん、すんすん。
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「あ。真田さなだ君のにおい……」

　こら、図書室でにおいを嗅かぐな。

　もぞもぞ、とジャージを着た。

　何で着るんだよ。膝かけにって言ったのに。

　左胸に、真田の刺繡ししゅうが入っている俺のジャージ。

　柊木ちゃんがそれを着ているのは、不思議な気分だった。

「ちゃんと訊きに来てくれないと、教えないから……」

　だから、教えてほしいって言った覚えはねえ。

　数Ｂの問題集を解くこと二〇分。

「七二ページのあたりは、すっごい重要だから、テストに出さないとー」

　結局言うのかよ。

「エアコン、やっぱりキツいなー、ここ」

　誰に説明しているのかわからない独り言をつぶやいて、柊木ちゃんが俺のむかいに移動する。

「ここならちょうどいいかな♪」

　無視だ、無視。

　俺は勉強をしに来ているのであって、柊木ちゃんとどうこうするつもりはない。

「ちょうどいいなら、ジャージを返してほしいんだけど」

「おほん。脱ぐと寒いかもしれないからこのままがいいかも」

　あくまでも、邪魔してないという一線を守る柊木ちゃんは、独り言スタイルで意思表示をする。

「おほん。男子のジャージ着てると、変な目で見られるかもしれないなぁ」

「おほん。これクーラー病を回避するために、優しい生徒が貸してくれた物だしなぁー。しばらくは着てよっと」

　どうあっても、俺が貸したジャージを脱ぐ気はないらしい。

　つんつん、と足に何かの感触がある。

　むかいの人を見ると、ぷい、と目をそらした。

　そっと下をのぞくと、柊木ちゃんがその美脚をほんの少し伸ばして、俺のスネに脚をそっとぶつけたりくっつけたりしていた。


「…………っ」



　目が合うと、また柊木ちゃんは顔を背そむける。

　けど、脚は全然離れない。

　……脚だけでもイチャついていたいらしい。


「おほん…………本当に、嫌なら言ってね……？　すぐ、やめるから」



　小声でそんなことを言ってきた。

「おほん……俺の脚、ちょっと長いから、むかいの人とぶつかりやすいのかも……それくらい全然気にならないから、いいんだけど」

「おほん……急に優しくしても、ダメなんだから……」

　ノートパソコンにむかい合った柊木ちゃんは、脚を離す気はゼロ。ずっとくっついたままだ。

　ストッキングを穿はいた足が、俺の足の指を撫なでる。

　俺も同じことをやり返すと、びくんと柊木ちゃんが反応した。

「ちょ、くすぐったい……あ。おほん」

　おほんが遅ぇよ。

「おほん……全然仕事に集中できないなぁ……どうしよう」

「おほん。勉強、あんまりはかどらないなぁ……」

　本当に集中したいなら、仕事は職員室でやればいいし、勉強は家でやればいい。

　……つまりは、そういうことなのだ。

　人目につかない机の下で、脚同士はイチャつきっぱなし。

　けど、不思議とこうしているほうが落ち着く。

　無言のまま仕事と勉強をする俺たち。

　テスト期間中ということで繰り上がった最終下校時刻が近づくと、図書室には俺たちと司書の先生以外誰もいなくなった。

　といっても、元々生徒は俺以外に二人ほどしかいなかったけど。

「本、借りよっかな……」

　席を立って本棚の前で小説の背表紙を眺めていると、柊木ちゃんもついてきた。

　いたずらをするような顔で、口元をゆるめている。

　カウンターからまったく動かない司書の先生を確認して、死角にやってきた。

　本棚の陰で、こっそりルール違反のキスをする。

「お邪魔だったよね、あたし……ごめんね」

「ううん。帰ってからでも勉強はできるから」

「……むう……そうやって急に優しくなるんだから……」

　誰にも聞かれてはいけない内緒の会話をこそこそとして、静かにまたキスをする。

「仕事、頑張ってね、先生」

「真田君も、勉強頑張ってね」

　幸せゲージが溜たまって、思わずお互い笑顔になる。

「好きな人がいれば頑張れるって、ほんとなんだね……」

　しみじみと柊木ちゃんがそんなことを言う。

　まったくもって同感だった。







[image: ]




◆柊木春香◆




　休日、ご飯やお弁当をいつも作ってもらっているお礼に、と、誠治せいじ君が夕食を作ってくれた。

　手際は、あたしが見る限りかなりよくて、淡々と調理を進めていった。

　出されたのは、サラダとパスタとスープ。なんだか、カフェのランチセットで出てきそうな組み合わせで、あたしとしてはとても嬉うれしかったのだけど、それと同時に、あまり嬉しくないこともあった。

　フォークにパスタを絡からめてひと口いただく。

「どう？　割と自信あるんだけど」

　お、美味おいしい……！　一瞬カフェに来ちゃったのかと思ったよ。

「うん。美味しいよ」

　よかった、とにこりと笑って誠治君も食べはじめる。

　料理が美味しいことに文句はないけど、個人的には、誠治君がお料理が上手ってあたり、あまり嬉しくない……。

　スープも市販のものを買ってきたわけじゃなく、きちんと自分で作ったものだ。

　むむむむ……。

　総合的にいえば、あたしのほうが上手うまいとは思うけど、一般レベルで考えれば誠治君は十分な技量を持っている。

　料理上手な男はモテる──。

　って、あたしは思っている。

　何だかんだで、ご飯を作ってもらえるっていう環境は、相手にしたらありがたいし、同時に離れがたくもある。

　誠治君が他ほかの女の人を引き寄せないか、あたしは超心配なのです。

「誠治君、こんなオシャレなお料理、どこで習ったの？　お母さん？」

「え……それは……」

　と、言いにくそうに口ごもった。

　誠治君ママがこういうオシャレな料理を作るイメージはあまりない。いつも家庭科室でお昼を食べるときに見えるお弁当は、すごく家庭的なお弁当だったし。

「母さんが、最近、イタリアンに凝ってて……それで……」

　ピキーン、と女の勘が発動。

　違う。絶対にお母さんじゃない。

　じゃあ誰だれだろう。


　紗菜さなちゃんはお料理下手だし……。だとすれば他のオンナ────!?



　そうならオシャレなご飯が作れるのも説明がつく。

「誠治君、あたしに隠していることない？」

「うえっ!?　何、なんで!?　いきなり……」

　慌てっぷりが怪しい……。

「なんとなーく、ね。なんとなく」

「スープも結構上手くできてるでしょ？」

「あ、うん。すっごく美味しいよ！」

「よかった」

　誠治君の、この安心したような『にこり』って音が出そうな笑顔がたまらなく好き……。

　サラダも上手だし、これならいくらでも野菜が食べられそう──って、話そらされた!!

　あたしは誠治君のことを、実はよく知らない。

　高二になってからの誠治君のことは、誰よりも詳しいと自負しているけど、去年のことや中学生のころの話は、あまり聞いたことがない。

　あたしと本格的に付き合うまでに、この料理スキルを習得したって思って間違いなさそう。

「お礼に今回ご飯作ってもらったでしょ」

「え。ああ、うん」

「家でも結構料理したりするの？」

「家は母さんがいるから、勝手に食材使ったりしたら怒られるんだよ。明日使おうと思ってた肉だの卵だのって」

「あー。わかる、それ。冷蔵庫の中身は結構計算してあるからねぇ。勝手に使われるとその週の献立が若干おかしくなっちゃったりして」

「らしいねー。おんなじことを言われた」

　家ではお料理をしないのに、この上手さ……？

　あ、わかった！


「元カノ──!?　そうなんでしょっ!?　オシャレでちょっと年上のキレイなお姉さんと前付き合ってたんでしょっっっ!?」



「はあ!?　何の話だよ。その状態はむしろ今なんだけど」

　そう。

　あたしが、誠治君のはじめての彼女っていう保証はない。

「元カノなんかいないって。春香はるかさんがはじめてできた彼女なのに」

　あっさり保証されてしまった。

　うん？　その状態はむしろ今……？

「オシャレでちょっと年上のキレイなお姉さん？」

　と、自分を指差してみる。

「そ、そうだよ……」

　あ。照れてる。可愛かわいい……。

　こういう一面を見せられると、年下の男子って感じがしてとてもキュンとしてしまう。

　普段は、あまり焦あせったり動揺しないし、なんでもソツなく済ませるから余計に。

「いもしない元カノに嫉妬しっとしてごめんね」

「いいよ、別に」

　元カノに教わったでもないし、家でお母さんに教わったわけでもない……。

　じゃあ一体誰にいつ……？

「誠治君って、カフェ好きだったりする？」

「カフェ？　いや、そんなに好きじゃないかな。コーヒーは好きだけど」

　むむむ。

　どこかのカフェにあるランチを真似まねしたっていうわけじゃないのか。

「だってカフェって『オシャレなところでお茶してる私可愛い！　そんな私オシャレでしょ？』って思ってる女が行くところでしょ？」

「うわ、見事な偏見へんけんだ!!」

「違うの？」

「女子は、ああいうところが好きなだけなんだよ。家具やインテリアや小物が可愛かったり、店の雰囲気がよかったりさ」

「ふうん。どうして急にカフェの話を？」

「デートするってなっても、なかなかそういうところ行けないでしょ？　好きなのかなって思って。作ってくれたご飯が、カフェに出てきそうなものだったから」

　カフェが好きでもない……お料理を真似したわけでもない……。

　じゃあ、この料理スキルはどこで手に入れたものなんだろう。

　こっそり、調理室で練習をしてた──？

「今日のお礼って、ずっと前から考えてたの？」

「ずっとってほどでもないけど、いつもご馳走になってるし、弁当も。だからお返しにって感じかな」

　どうしよう。

　下手っぴなのに、あたしのために料理をずっと練習してたかと思うと、誠治君のことがもっと好きになりそう……。

　もう、そういうことでいいや。

　誠治君が、あたしに日ごろ感謝してくれているってことでもあるし。お料理も美味しかったし。

「どうして俺おれが料理できるのか、そんなに気になる？」

「え？　うん……」

　さっきは隠したのに、いきなりどうしたんだろう。

　誠治君が真顔で、あたしをのぞきこむ。

「本当の俺は二七歳で、今の時代にはタイムリープして来てるんだ」

「……あははは、何それ。どう見ても二七歳には見えないよっ」

「そんで、料理を覚えたのは大学生のとき、イタリアンでバイトしてたからで──」

「何その、大学生のありそうな設定。あはははは」

「大学のころから一人暮らしだから、ぼちぼち料理する機会があって、それで今に至る──」


「ダイガクセーで、ヒトリグラシー。ありそぉぉぉ！」



　ちょっと涙が出ていたので、指の先で目じりをぬぐった。

「はぁ。おかしかった」


「……。…………でしょ？」



　あたしの好きな、にこり、と笑う顔。

　ふと引っかかったことを訊きいてみた。

「えっと……たいむりーぷって、何？　どういう意味？？」

　カクン、と誠治君がうなだれた。

「そ、そっか……普通は知らないのか、こういう単語……」

　それから誠治君が、タイムリープがなんなのか教えてくれて、ようやく理解できた。

　自分たちの食器をシンクに運びながら、訊いてみる。

「じゃあ、そのタイムリープってやつが実在したとして、今ここにいる誠治君は二七歳なの？」

「ああ、さっきの『設定』の話？　そういうことになるかな」

　ジャバジャバ、と水を出して、あたしがスポンジで食器を洗い誠治君が流す。

「春香さん。……もしそうだったらどうする？」

「どうもしないけど？　誠治君は、誠治君でしょ？　違う誰かが中に入ってるなら、考えるけど」

「そっか」

　そう言って、誠治君はにこりと笑った。

　このあと、いつにも増してイチャイチャしたのでした。
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　七月三週目の週末、隣町で夏祭りが毎年催される。

　柊木ひいらぎちゃんは行く気満々で、隣町だからセーフ、という謎なぞの理屈りくつを盾にして、俺おれに祭りに行こうと迫った。

「行きたい……」

「花火なら、ここからでも見えるだろうし……顔バレの可能性を考えれば──」


「…………」



　柊木ちゃんがしゅん、としてしまった。

　俺だって、知り合いが誰だれもいないっていう保証があれば行きたい。

　隣町とはいえ、夏祭りの規模は大きく、県内外からお客さんが来る。当然学校の知り合い、中学校の同級生と遭遇そうぐうする可能性は高い。でなくとも、見かける可能性は大。

「浴衣ゆかた着るのに……」

　……見たい。

「誠治せいじ君が、そこまで頑かたくなに拒否するんなら……仕方ないよね……」

「いや、そこまで拒否ってないっていうか……春香はるかさんの本気度を測っていたっていうか……」

「じゃあ、行こ？」

　というわけで、次の土曜日、隣町の夏祭りへ出かけることになった。

　会場の近くまで車で行って、そこからは歩いて移動。

　からん、ころん、と柊木ちゃんが下駄げたを鳴らす。

　普段ポニテにしてる髪の毛は後ろでまとめていて、白い首筋がすぐに見えた。

　花の髪飾りもよく似合っていた。

「どう？　浴衣」

「うん。可愛かわいいよ」

「そ、そうかな？」

　嬉うれしそうに頰ほおをゆるめて、『もっとちょうだい』の雰囲気を出してきた。

「水色の明るい感じが、春香さんによく似合ってていいと思う」

「えへへ。ありがと♪」

　浴衣もそうだけど、全体的な完成度はかなり高い。

　一見すると「柊木先生」っていうイメージからかなり離れているから、もしかすると変装する必要はないかもしれない。

　けど、俺は念のためキャップを目深まぶかに被かぶっている。

　人も多いし、ここまでしていればあっさりバレることはないだろう。

　会場が近づくにつれて、祭り客らしき人たちがちらほら見える。

　カップルもやっぱり多くて、どのカップルもみんな手を繫つないでいた。

　つんつん、と柊木ちゃんがさりげなく俺の手の甲を触ってくる。手を繫ぎたいらしい。

　浴衣美人すぎて、柊木ちゃんが男たちの注目を浴びている。そんな中、キャップ男が隣で手を繫いでいたら、余計に目立つだろう。

「むう」

　俺が応じないせいで、柊木ちゃんが唇を尖とがらせた。

「あ。ちょっと待ってて」

　そういや、屋台で毎年お面が売られていたはず。

　まだ夕方とあって、屋台がずらっと並んでいる一角には、それほど人はいなかった。

　だいたい、あそこらへんに……。あった。

　見つけた屋台まで行くと、戦隊ヒーローのお面や、子供向けアニメのヒロインや、その他いろいろなお面が売られていた。

　俺はお面をひとつ買って、柊木ちゃんのところへ戻る。

「これ被って。そうしたら、俺たちが誰かわからなくなるはず」

「誠治君って、もしかして天才……？」

「これで手を繫げる」

「やった♪」

　柊木ちゃんがお面を装着。

　ひょっとこが俺の目の前に現れた。

　ぶふふふ。

　ど、どうしよう……地味なお面って基準で選んだら……面白おもしろくなってしまった……。

「これで手を繫いで歩けるんだよね？」

　と、ひょっとこが嬉しそうに言う。

「ふ、ふふふ、ふ、う、うん……」

「何がそんなにおかしいの？」

　や、やめてくれ……柊木ちゃんの声でひょっとこがしゃべってる……。

　ぶふ、と笑っていると、俺の異変に気づいたひょっとこが、お面を取って何のお面かを確認した。

　そして、また被りなおした。

「何よ、これっ！　もっと可愛いやつなかったのっ!?」

「こ。こ。これが……ふはは……一番地味なやつだから……」

「爆笑じゃん！　ひょっとこツボってるじゃん！　何考えてんの、誠治君！」

　ひょっとこ、超怒ってる！　ぶふふ。

「ちょ、まじで、やめて。い、息が、でき、ふはははは」

「やめてって自分で買ってきたお面でしょぉおおおおおおおお！」

　地団駄じだんだを踏んでひょっとこが怒る。

「違うの買うからいいよ。それまでこれで我慢してね」

　優しいひょっとこ。

「手、繫つなご？」

　ちょっと照れているひょっとこ。

　ま、まずい、これ以上笑うとひょっとこが気分を害す……。

　けど、おもしろい。どうしよう。

　半ば強引ごういんに手を繫がれて、俺はひょっとこと会場までやってきた。

　神社で催される祭事がメインなのだけど、基本的には花火がメインと考える人が多く、花火がはじまるまで、それほど人は多くない。

　さっき俺がお面を買った屋台までやってくると、ひょっとこが、別のお面を買った。

　戦隊もののレッドのお面。

　ひょっとこを俺に預けた柊木ちゃんは、レッドのお面を被り、こっちをむいた。


「…………どう？」



「うん、普通だね」

「そっか……って、別に笑わそうとするのが目的じゃないからね!?」

　ひょっとこは俺が被ることにして、花火の時間まで屋台を回ることにした。

　焼きそばを買って、隅の石段で二人で分け合って食べた。

「誠治君、あーん」

「ちょっと待って」

　さっとお面をズラして、口に運んでもらう。ズラしている間は前が見えないから、こうするのが一番だとさっき気づいた。

「今度あたしの番ね。はい」

「あーん」

　今度は俺が食べさせてあげる。

　仮面は邪魔くさいけど、つけておかないと、いつ誰に見られたものかわからない。

「次の屋台見にいこ！」

「元気だね、春香さん」

「はっちゃけるってこと、大人になるとないから。こういうときは、ね」

　と、レッドのお面で言う。真面目まじめなセリフなのに、全然頭に入ってこない。

　手を繫いで、俺は柊木ちゃんに引っ張られながら、徐々に増えてきた人ごみを歩く。

「誠治君、あれ！　金魚すくい！　やろう？」

　金魚すくったって、飼っても一週間ぐらいで死んじゃうし……すくえなくてもサービスで数匹もらえるんだよな……。

　早く、と急せかされて屋台の前までやってくる。

「ふわぁ……小魚、いっぱいいる……」

「小魚って……金魚すくいだからね」

「赤いのや黒いのも金魚なの？」

「え？」

「え？　何？」

　レッドがぽかんとしている。

「あのレッドさん。金色の魚を金魚っていうんじゃないんですよ？」


「………………。し、知ってたよ？」



　噓うそつけ。

　ん？　ていうか……金魚を見たことないのか？　子供のときなら一回くらい見たことはありそうなのに。

「一回、お願いします」

　柊木ちゃんが、お金を払ってポイを三つ受け取る。

「ここ！」

　バシャ。

「今！」

　バシャ。

「これで決める！」

　バシャ。

　全敗だった。

「うぐぐぐ……一匹もすくえない……。この紙破けるんですけど、おじさん、不良品だよぅ！」

「そういうもんだよ！」

　やったことないのか……？

　横で俺が金魚すくいをはじめる。

　じい、とレッドが熱い視線を俺の手元に注そそいでいるのがわかる。

　すー、とポイを横滑りさせて、なるべく縁の部分に引っかける感じで、

「ほっと」

　器に一匹、二匹と次々に金魚を入れていく。

「すごぉーい！　誠治君、すごい!!」

　ぱちぱち、と手を叩たたいて、もう感動すらしていた。

「上手うまいほうじゃないけど、これくらいはできるよ」

「もう、こうなれば大人の力を使って──」

「レッドのお面をつけて何する気だ」

　レッドが財布から五万円を出した。

「これで、破けやすい網、全部ください！」

「やめろ！　ちっちゃい子たちがこのあとやるんだよ」

「今日一日の売上に相当するお金があれば、おじさんもきっと首を縦に振って──」

「屋台の前で金の話すんじゃねええええ」

　柊木ちゃんはお情けで金魚三匹をもらい、俺たちは屋台を離れる。

　ちなみに俺がすくった金魚は、たらいにリリース。

「思った以上に難しかったよ……」

「コツが要るからね」

　人けのないほうへ歩き、手頃てごろな石段を見つけて腰かけた。

「こういうところ、来たことがあまりなくて。ちょっとはしゃいじゃった」

「そんな気はしたよ」

　いつの間にか日が暮れて、明かりのない場所は真っ暗だった。

　暗い場所ならお面がなくても大丈夫そうだ。

　お面を取ると、柊木ちゃんが手を重ねてきた。
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　暗がりでのイチャイチャ休憩を挟み、花火が見やすくて静かな場所を探して、俺おれと柊木ひいらぎちゃんことレッドは色々と歩き回っていた。

「ううん、どこもカップルばっかりだったね」

「やっぱり、みんな考えることは同じらしい」

　だねー、とレッドがくすくす笑った。

　レモン味のかき氷を手にしているレッドが、スプーンをお面の口にべちゃっとつける。

「あう。また失敗した」

　お面をつけていることをときどき忘れるくらい、レッドが馴染なじんだらしい。

　花火の開始時間が近づくにつれてどんどん人が増えていった。

　ここではぐれたら探すのはひと苦労だな。

「あ。兄さん！」

　うげ。紗菜さなっ!?

　正面から、浴衣ゆかた姿の紗菜と奏多かなたがやってきた。

　柊木ちゃんを見ると、またスプーンをお面の口に激突させて、食べるのに失敗していた。

　よ、よし……レッドのままならたぶんバレない。

　慌てて俺は頭の上にのせていたひょっとこのお面を被る。

「なんだかんだで、兄さんも来てるじゃない」

「いえ。自分、ひょっとこなんで」

「……兄さん、もう遅いわよ？　服だって、家を出る前に見かけた服装だし。何よ、ひょっとこって」

「……誠治せいじ君、その程度の変装では、さーちゃんから逃れられない」

　俺は観念してお面を頭の上に戻す。

「てか、紗菜だって来てるじゃねえか。行かないって言ってたくせに」

「か、カナちゃんが行きたいって言うから、サナは付き添いで……」

　とか言いつつ、本当はたぶん逆なんだろうな……。

「そっちの女の人は？」

「え？　ああ、こっちの人は……迷子のレッドだ」

　こくこく、と柊木ちゃんがうなずく。

「リーダーなのに迷子なの!?」

「……可哀想かわいそう」

「そ、それで俺が他ほかのメンバーを今探してるところなんだ。どこではぐれたんだろうなぁ……」

　じい、と警戒心丸出しの猫のように、奏多がレッドを見つめる。

「……どこかで見たことのある体つき……」

　ささ、と奏多が横に回ろうとすると、柊木ちゃんが横顔を見られまいと手でガード。

「……さすがはレッド……できる……！」

　何してんだ。

「い、今ね、花火が見えるいい場所を探してきたの。……どうせ兄さん、一人で見るんでしょう？　サナたちに混ぜてあげてもいいわよ？」

「遠慮しとく。一応、先約があるんだ」


「え…………。だ、誰だれと……？　まさか──レッドと!?」



　もじもじ、とレッドが照れている。

「だ、ダメよ、兄さん、レッドは！　ほ、他のメンバーと見るんだから！」

　さっきは適当に探してるって言ったけど、他のメンバーなんていねえよ。

「誰でもいいだろ。詮索せんさくすんなって」

「……兄さんの、バカ」

「……さーちゃん、よしよし」

　口をへの字にした紗菜を、奏多が撫なでている。

　本当に仲いいな、この二人は。

「つーわけで、俺は迷子のレッドをお祭り事務局的なところに連れていくから──」

　振り返るとレッドの姿がなくなっている。

「あ、あれ。レッドは？」

「あ。ほんとだ……人波にさらわれたのかしら……」

「……レッドが、また迷子に……」

「じゃ、じゃあまたな──！」

　俺は二人に手を振って、人ごみに割って入った。

　どこ行ったんだ？　ぼんやりとかき氷食ってたら、人波に流されたってところか。

　携帯を鳴らしても、反応はない。鞄かばんの中に携帯は入れていたし、気づかないのも仕方ないだろう。

　人ごみをかき分けながらレッドを探していると、屋台が途切れたところにいた。

　よかった。見つけた。

　けど、男たち三人に絡からまれていた。

　こ、これはもしや──お姉ちゃんちょっと俺たちと遊ぼうぜ的なやつでは──!?

　お、俺がしっかりしねえと。一応大人なんだし。柊木ちゃんを守らないと。

「えっと……その、困ります……」

「いいじゃねェかよ、ちょっとくらいよォ！」

　やばい、マジでテンプレートなやつだ！

「けど、連れがいますから……」

　レッドが嫌がっている。

　俺がどうにかしないと……！

「じゃあ、ソイツが来るまでいいっしょー？」

「そうそう。時間はいーっぱいあるんだからよォ」

「ちょっと、ほんのちょーっとなんだ」

　さっと男たちが三者三様のお面を被かぶった。

「「「──オレたちのレッドになってください!!」」」

　どういうナンパだ!!

「オレがブルー！」

　シャキンと、一人が構える。

「僕がイエロー」

　また別の一人がシャキン、と構える。

「そして俺が──ひょっとこ！」

　色で揃そろえろ。

　どうやら、特撮が好きな人たちに絡まれてしまったらしい。ひょっとこは知らん。

「あの、レッド、俺の連れなんです。何か用ですか」

　俺は男たちと柊木ちゃんの間に割って入った。

「オレら、レンジャーごっこしてェだけなんスけど」

「そうなんです、僕たち、ちょうどレッドがいなくて」

　うんうん、とひょっとこがうなずく。


　それから俺をじいっと見て、「おぉ……！　同志」と声を上げた。



　ガシっと握手された。

　あ。仲間と勘違いされた。

「いや、俺のこれは違うから。たまたま買っただけだから」

　全力で否定ひていしていると、肩を叩たたかれた。

「いいんだ、いいんだよ、恥ずかしがらなくて」

　何これ。ひょっとこ好きを主張するのは恥ずかしい風潮があったの!?

　全然人気がないマイナーキャラみたいな扱いだったの!?

「と、ともかく俺たち、花火見る場所を探しててそれで途中ではぐれただけなんです」

「それなら、同志よ。神社の裏手に細い道がある。その道を上れば、小さな展望台に出る。あそこなら、おそらく誰も来ないだろう」

　ひょっとこ、ストーリーを進める上での重要な情報キャラかよ。

「あ。ありがとうございます」

「頑張るんだな、若ひょっとこ」

「だから俺はひょっとこじゃねえって」

　俺はもう一度ひょっとこにお礼を言って、柊木ちゃんの手を引いて歩きはじめた。

「急にいなくなるからびっくりしたよ」

「あぁ……いっぱい着信が……。ごめんね。気づいたら人に流されてて……」

　柊木ちゃんが、手を繫つなぎなおすと同時に腕を組んだ。

「さっきは、ありがとう。たぶん、悪い人たちじゃないんだろうけど……困ってたから助かった」

「ううん。おかしなことになる前でよかった」

　カラコロ、と柊木ちゃんの下駄げたの音が聞こえるくらい喧騒けんそうから遠ざかる。

　祭事が終わった神社はもう閑散かんさんとしていて、社務所を出入りする人が数人いる程度だった。

　神社の裏手の道ってどこだろう。

「誠治君、ここじゃない？」

　柊木ちゃんが指さしたところは、人が一人通れるかどうかの細い階段があった。

　転ばないように手を繫ぎ、二人で上へと歩いていく。

　しばらくすると、ひょっとこ情報にあった通りの小さな展望台が見えた。

　展望台と言っても、小さな東屋のような雰囲気で、屋根と木造のテーブル、二脚のベンチがある程度だった。

　下には屋台の明かりが見え、空には星空が広がっている。

　そよそよと吹く風が心地いい。

　ベンチに座ってあたりを見回しても、誰も来なさそうだった。

「すっごくいい場所だね」

「ひょっとこは、何者だったんだ……？」

　お面を取っていた柊木ちゃんが、さっきのことを思い出してくすくすと笑う。

「お仲間でしょー？」

「いや、違うから」

　あはは、と柊木ちゃんが楽しそうに声を上げた。

　他人事だと思って、この人は。

　そんなやりとりをしている間に、時間がやってきて花火が上がった。

　ドン、と真っ暗な夜空に色とりどりの花が咲く。

「綺麗きれい」

　花火を見るなんて何年ぶりだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、肩が触れる位置に柊木ちゃんがちょっとだけ距離を詰める。

　手の平を上にむけると、待っていたように手を重ねた。

　花火の合間にこっそりとキスをする。

「絶対だよ？」

「え、何が？」

「来年。また来ようって約束……絶対なんだから……」

「うん。約束」

　不安そうな柊木ちゃんを抱き締めると、柊木ちゃんも俺の背に手を回した。

「誠治君、大好き、愛してる」

「俺も」

「ちゃんと言ってほしいかな？」

　がしっと俺の頰ほおを摑つかんで、逃がさない柊木ちゃん。

　にんまり口元がゆるんでいる。

　何回言っても慣れないんだよなぁ……。

「春香はるかさん、愛してる」


「ふぐぅ……っ。あ、ありがとう……」



　と、柊木ちゃんが胸を押さえた。

「照れる誠治君が可愛かわいくて、それが見たいんだけど、そうすると、誠治君以上にあたしが照れてしまうという……」

　なんだこの人、可愛いな。

　終始こんな調子で、誰も来ない小さな展望台で花火を見ながら俺たちはずうっとイチャついていた。
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　世界史の授業中のことだった。

　俺おれが下敷きを団扇うちわ代わりにして扇あおいでいると、教科書を広げている柊木ひいらぎちゃんがちょうど通りがかった。

「真田さなだ君、扇いでも変わらないよ？　暑いけど頑張りましょう」

「はい……」

　ふん、と高飛車ぶる柊木ちゃんが『今は先生と生徒なんですからね』って顔で通り過ぎていく。

　柊木ちゃん、今日はズボンだけど暑くないんだろうか。

　この季節の学校は本当に嫌いだ。

　教室にエアコンはないし、風の通りも悪いし、汗ばんだ腕にノートが引っつくし。

　注意されてやんの、といつもなら藤本ふじもとがからかってくるはずなのに、今日はそれがない。

　横目でちらっと見てみると、後ろを振りむいていた。

「むふ。ぐふ……」

「何変な笑い方してんだよ、藤本」

「いや、ちょっと……」

　？　珍しいな、こいつが隠し事なんて。

　気にしても仕方ないので、柊木先生の世界史の授業に集中することにした。

「先生、今日ズボンなんだー？　暑そうー！」

「スカートでも暑いのに。先生、他ほかになかったのー？」

　フレンドリーに話しかける女子数人。

「あ、これ涼しいズボンだから、割と大丈夫だよ？」

　柊木ちゃんがズボンを引っ張ってみせる。

　清涼パンツ的な？　そういうズボンってことか。

「柊木ちゃん、若干ＰＫ気味っていうか……」

「うん、若干ね、若干」

　こそこそ、と離れたところで女子が話しているのが聞こえた。

　なんだ、ＰＫって。

　エリア内でのファール……？

　それを言うなら、生徒と交際しているって時点で、ファールもファール、一発レッドカードだ。

　くるっと俺たちに背をむけた柊木ちゃんが、授業の内容を黒板に板書していく。

「やべっ、鼻血出そう……」

　ゆるんだツラで藤本が鼻をつまんでいた。

「どうしたんだよ、さっきから」

「気づかねえのかよ、真田」

「何が？」

　やれやれ、とでも言いたそうに、アメリカ人みたいなリアクションで藤本が首を振る。

「見ればわかるだろ。おまえだって、女子のブラ線見て興奮することあるだろ」

「うるせーよ」

「ねえのかよ？」

「あるよ」

「そういうことだよ。それよりも、もうちょっとレアだけど……」

「何の話だよ」

　そりゃ、男子はみんな好きだろう。

　夏服のブラウスから透ける風物詩。

　柊木ちゃんに見てるなんてバレれば確実に怒られるだろうけど。

　藤本が興奮気味ってことは女子の誰だれかが標的になってるのか……？

　きょろきょろ、とあたりを見回してみてもそんな様子はない。

　ブラウスの下が下着ってわけじゃなくて、インナーを着る子のほうが大多数だ。

　柊木ちゃんは厳しいほうじゃないから、みんな授業中は私語をすることもある。

　けど今日は、男子がみんな静かにしていて、女子がときどきざわついていた。

　カツカツ、とチョークで板書する柊木ちゃん。

　今日もお仕事を頑張る彼女の姿を見て俺も──。姿を見て……。

　んあああああああああ！

　ＰＫの意味がわかった！

　どうして藤本がグフグフと気持ち悪い笑い方をしてるのかも。

　そりゃ、男子はみんな静かに柊木ちゃんを見るわ。

　ど、どうしよう。

　どうにかして知らせないと。

　ああ、けど、柊木ちゃんが板書モードに入っているから当分こっちには来そうにない。

　ジャージか何かを渡せば、どうにかなりそうだけど俺のはもう持って帰ってるし……。

　柊木ちゃんのピンチだ。どうする、俺──。

「ええと、それじゃあ、今度は教科書を読んでもらいたいんですけど──」

　来た。

　ここだ。

「はい！　はいはいはいはいはい！　はい！」

　参観日ではりきる子供みたいに俺は挙手しまくった。

　ぱあ、と柊木ちゃんが、滅多めったに見せない俺の積極性に表情を輝かせている。

「それじゃあ、真田君！　九〇ページからお願い♪」

「はい。……ミロのヴィーナスとは、ヘレニズム期の代表的ギリシア彫刻である。遠くを見る小さい眼、高い鼻が特徴的で──」

　よし、ここだ。


「腰に巻いた布から…………その……」



「？　真田君？　そんなこと書いてないよ？」

「ヴィーナスの腰の布付近っていうかお尻しりのあたりから、下着のラインが透けて見えていて……」

　ばっと、クラス全員が俺を見たのがわかった。

（え、今言うの!?）みたいな女子の視線だったり（言うなよ！）っていう男子っぽい視線を感じる。

「真田君？　だからそんなこと、教科書には……」

　気づけええええええええええええええ！

　ズボンが薄手なのか知らんけど、パンツのラインが余裕で見えてんだよぉおおおおおおお！

　て、テイクツーだ。

「ヴィーナスのお尻のあたりから、パンツのラインが見えていて……」

「？」

　ＰＫってのは、パンツ食い込んでる、の略だ。たぶん。

　それがわかるくらいはっきり透けて見えてんだよ！

　もう、俺のほうが恥ずかしい……。

　なんでクラス中の視線が集まる中、パンツのラインが透けて見えてるなんて注意しなくちゃいけねえんだ。

　もうちょっとはっきり言わないとダメか……!?

「ミロのヴィーナスっていうか……オレのヴィーナスっていうか……」

「？？」

　ダメだ！　気づく気配がない！

「ええっと、もう先生が読みますね？」

　柊木ちゃんが、くるっと背中をこっちにむけた。

　あああああ、アウトぉおおおおおおおお！

　これ以上男子の視線に柊木ちゃんのお尻を晒さらすワケにはいかねえ！

　もう強硬手段だ！

　俺はカッターシャツを脱いでＴシャツになる。

　長袖ながそでを折っているだけだから、これを戻せば腰に巻けるはず。

　席を立って、後ろをむいた柊木ちゃんのところへ急ぐ。

「先生、ちょっと！」

「え、え、え──何……？」

　前にやってきた俺に驚いて、柊木ちゃんが目を白黒させる。

　ずいっとカッターシャツを渡した。

「これ、腰に」

「え、何で？　どういうこと……？」

　こそっと、俺は耳打ちした。

「先生、パンツのラインが透けてます……」

「噓うそっ!?」


　かぁぁぁぁぁぁぁ、と顔を真まっ赤かにした柊木ちゃんは、教科書をぽとりと落として、お尻に手をやる。



　目がグルグルになっていて、もうパニック状態だった。

「だから、これ使って」

「……え、あ、あ、うん……っ。あ、ありがとう……」

　カッターシャツの袖そでを体の前で結んで、どうにかお尻をガードすることができた。

　これでひとまずは安心だ。

　俺がひと息ついていると、パチパチ、と女子から拍手された。

「言おうかどうか迷ったんだよね」

「ウチらでも言いにくいところあるしさ」

「真田君、めちゃ紳士……」

「自分のシャツ使ってガードしてあげるなんて、ちょっとキュンとするかも……」

　いや、どうもどうも。

（何してくれてんだ、真田……！）っていう男子の視線をビシビシ感じる。

　授業途中で柊木ちゃんは一旦いったん教室から出ていき、運動用のジャージに穿はき替えて戻ってきた。

「真田君、カッターシャツ、ありがとう」

　真っ先に俺の席にやってくると、俺のカッターシャツを返してくれた。

「先生も、キュンとしてしまいました……！」

　てへへ、とマジ照れの柊木ちゃん。

　こらこらこらこら。何言ってんだ。授業中だぞ。

「あー、気持ちはわかる」

「だね」

「うん、まじキュンのタイミングだった」

　女子たちがわかるわー、と共感していたので、変な意味に取られることはなかった。

　柊木ちゃんのピンチを救うと、女子の中で俺の株はグンと上がって、他の男子の株はグンと下がったのだった。
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「夏海なつみがね、よかったら三人で遊ばないかって」

　そんな提案を柊木ひいらぎちゃんが持ちかけてきた。

　どうやら、妹の夏海ちゃんに順調かどうかよく訊きかれるらしく、柊木ちゃんとしても、俺おれと夏海ちゃんに親しくなってほしいと思っていたようで、こういう話になったそうだ。

　明日から夏休みに入ることだし、遊ぶ場所やタイミングには事欠かないだろう。

　俺が了承すると、もう姉妹しまいの間で何をするか決まっていたらしく、プールに行くことになった。

　柊木ちゃんちに、クソ暑い中自転車を漕こいでむかうと、もうすでに夏海ちゃんは来ていて、ハローと俺に手を振った。

　相変わらず軽いノリで久しぶりーと挨拶あいさつをして、柊木ちゃんの車に乗り込む。

　むかう先は、一昨年できたばかりのレジャー施設の大型プール。

　流れのあるプールだったり、大きなウォータースライダーだったりがあるので、大人から子供まで楽しめる、ってＣＭか何かで言っていた。

「こういうところに行くの、あたしはじめてだから緊張するっ」

「じ、実はウチも……」

　ヘイヘイ、ガールたち。何をビビってんだ。ただのプールだろ。

　あれ？　そういや俺もはじめてだ。き、緊張する……。

　プールよりも、俺は柊木ちゃんの水着が楽しみ。

　夏海ちゃんは、柊木ちゃんよりは劣るものの、小柄だけど年相応に出るところは出ている。

　水辺の女神と、彼女と戯たわむれる町娘をなんとなく俺はイメージしていた。

　平日のせいか、まだそんなに人はおらず夏休みにしては空いているほうだった。

　ちゃちゃっと着替えを済ませ、プールサイドで姉妹の到着を待つことに。

　俺が思っていた以上にプールはでかい。

　人が多かったら、迷子になる子供とかいそうな程度には広い。

「ほら、夏海、見て。誠治せいじ君の背中。白くて綺麗きれいでしょー？」

「春はるちゃんって、体フェチ……？」

「ち、違うよ」

　二人がやってきた。

　柊木ちゃんは、ところどころ控えめにリボンをあしらった白いビキニ。

　推定Ｄカップくらいだと思ったけど……け、結構、お、大きゅうございますね……。

　水着だからそういうふうに見えるのか……？

　あ、歩くたびに、プッチンしたプリンみたいにふるふると揺れている。

　何がとは言わないけど。

　何あれ、兵器？　兵器ぶら下げてるぞ。

　腰の横にあるヒモが、引っ張りたくなる欲求をかき立てる。

　柊木ちゃんちでこの水着を見てたら、絶対に引っ張ってたな……。なんとなく、そんな自信がある。

　セクシーなくびれと、ほーんのちょっとついちゃったお腹なかのお肉が、相反して余計にエロい……。

「どうかな……？」

「うん、春香はるかさんに似合ってて、いい」

「やった♪」

　喜んだ拍子に小さくジャンプする柊木ちゃん。

　ふるんっ、とひと揺れした。

　ひ、人が少なくてよかった。今日なら、変な男にナンパされずにすみそうだ。

「はいはい、イチャイチャしないで。ウチもいるんだからさー」

　からかうように夏海ちゃんが言う。

　夏海ちゃんが着ている水着はツーピースタイプのもので、ストライプ柄がよく似合っている。

　じい、と夏海ちゃんがこっちを見てくる。

「な、何？」

「春ちゃんが、空き巣君がイイ体してるって言うから……うん。確かになーと思って……」

「な、夏海っ」

　慌てて柊木ちゃんがしいーと人差し指を立てる。

　柊木ちゃんは、体フェチ、とメモメモ。

　高校生の体でよかったぁー。現代の俺の体なんて、運動不足と不摂生で、だるんだるんのゆるゆるになってるから。

「あっち、流れるやつがあるらしいから、行こう！」

「待って、夏海。まずはちゃんと準備運動をしてからじゃないと──」

　なんか先生みたいなこと言うな。あ、先生だった。

「そんなのいーじゃん。ガチで泳ぐわけでもないのに」

　うん、俺も夏海ちゃんに同意。けど、柊木ちゃんが「ちゃんとするの！」と言うので、簡単に体操をして俺たちはドーナツ型になっているプールに飛び込む。

「気持ちいいーっ」

　ざばっと水面から顔を出した夏海ちゃんが犬みたいに首を振った。

「うわ、学校のプールと同じだと思ってちょっとナメてた！　冷たくもなく温かくもなく、ちょうどいい！」

「はいはい、解説乙ー」

　きゃっきゃ、と楽しそうに夏海ちゃんが流れに沿って軽く泳ぎはじめた。

　いや、ここ泳ぐところじゃ……。

　あれ、そういや、俺の女神は……？

　手すりに摑つかまりながら、ゆっくりゆっくり、水に浸つかろうとしている。

　おばあちゃんみたいにスローな動きだった。

「ま、ま、待っててね、い、今行くから」

　あ。そういや、柊木ちゃん泳げないんだった。

　近くまで行って、手を差し出した。

　泳げないってことは、水の中にいること自体もしかすると怖いのかもしれない。

「摑まって」

「あ、うん……♡」

　ゆっくりゆっくり下りてきた柊木ちゃんを抱きとめる。

　相変わらず柔らかい柊木ちゃんの体は、抱き心地抜群なのだった。

　その本人は、俺の腕にぎゅっとしがみついて、何があっても離さない構え。命綱と同じだと思っているらしい。

　それはいいんだけど、水着越しにふにふにおっぱいの感触が、腕に……！

　プールの中でよかった……。

「大丈夫だよ、春香さん。足つくし、ゆっくり歩けば」

「そ、そう……？　は、離さないでね？」

　鷲わしに狙ねらわれる小動物並みに柊木ちゃんがガクブルしている。

　泳げないのはわかっていただろうに、どうしてプールに行こうなんて思ったんだろう。

　流れのあるプールをぐるぐると回る。ただそれだけなのに、楽しい。

　手を繫つないで隣を歩く可愛かわいい彼女がいるからなんだろう。

　リア充じゅうって言われても文句は言えねえな……。

　むしろ、世のリア充たちはこんなことを経験して大人になるのか……。

　──ロクでもないな!!

「プールは、夏海ちゃんが行こうって言ったの？」

「ううん、あたしだよ」

「え。なんで？」


「えぇぇ……？　忘れちゃったの？」



「何を？　俺、なんか言った？」

「プールの授業のとき、ちゃんとした水着を買って見せてあげるって話」

　ああ、そういやそんな話したっけ。

「あ、その顔は忘れてた顔でしょー？」

　てことは、俺に見せるために、わざわざ泳げもしないのにプールに来たってことか。

　俺は、家でファッションショーをしてくれればそれでよかったのに。

「ぷはっ」と、夏海ちゃんが近くから顔を出して、柊木ちゃんがいる反対側にやってきた。

「春ちゃん、すっっっごい、楽しみにしてたんだよ？　水着選びもチョー気合入ってたし」

「にゃ、夏海っ！」

　けらけら、と笑うと、夏海ちゃんはまたズボッと水中に戻っていった。

　……何あの子、水の民？

「もう……」

「楽しみだったんだ？」

　内情をバラされた柊木ちゃんは、唇を嚙かんで頰ほおを染めていた。

「……そ、そうだよっ。誠治君とどこか行くときは、何だって楽しみなんだから！　泳げなくても、プールだって楽しみになるんだから」

　あ、開き直った。

「誠治君は、楽しみじゃなかった？」

「楽しみだったよ。春香さんの水着」

「どう、これ？　時間、すっごくかけて選んだの」

「よく似合ってる」

　にへへ、とマジ照れの柊木ちゃん。ぼそっと「どうしよう、誠治君にキスしたい……」と小声で聞こえた。

「……あとでね」

「えっっっ!?　声に出てたっ!?」


　あぅぅぅ……と柊木ちゃんは手で顔を覆おおった。



　このあと、夏海ちゃんの目を盗んで人けのないところに行き、めちゃくちゃキスした。







[image: ]




「春はるちゃん、絶対に空き巣君の隣から離れないね……徹底してるね」

「え、そうかな。いつもこんな感じだよ？」

　俺おれもそれがいつも通りなので、夏海なつみちゃんに言われるまで気づかなかったけど、確かにベッタリだった。

　遊び疲れた俺たちは、プールサイドで買ってきた焼きそばやたこ焼きを三人で食べていた。

「あたしがお弁当作ってくればよかった……」

「こういうのも味なんだよ、春ちゃん。この安っぽさがいいっていうか」

　そうかな、と柊木ひいらぎちゃんは首をかしげている。

　焼きそばやたこ焼きのクオリティは推して知るべしってところだけど、こっちのほうが、逆にレジャー感があるのは確かだ。

　ゴミを捨てようと席を立つと、曲がり角で誰だれかとぶつかった。

「あで!?」

「きゃん」

「ごめんなさい、大丈夫……です、か……」

　俺の目の前で尻しりもちをついていたのは、紗菜さなだった。

「こ。こ。こ、こ、こ、こちらこそ、ご、ごめんなさい……っ」

　人見知りモード全開で、俺のほうを見ようともしない。

　凹凸おうとつのない体に、今日は水着を着ている。

　こいつ……何でこんなところに……!?

　あ、そういや今日は遊びに行くとかなんとか言ってたな……。

　俺がくるっと背をむけようとしたとき、かすかに紗菜がちらっとこっちを見たのがわかった。

「あれ。兄さん？」

「いえ、違います……」

「兄さんじゃない。背中にあるホクロ、兄さんのだもの」

　観念した俺は、足を止めた。

「何してんだよ、こんなところで」

「サナは、カナちゃんと遊びに来ただけだから。兄さんこそ、友達もいないのに何してるのよ」

「おまえはひと言余計なんだよ」

　そうだよ、俺に友達って言えるのは藤本ふじもとくらいだ。ギリギリ友達のライン。
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　あ、やばい。俺、柊木ちゃんと夏海ちゃんと来てる。

　柊木ちゃんに至っては、変装道具も何もないから──いや、待てよ。

　俺が柊木姉妹しまいと偶然にも遭遇そうぐうしたってことにすればいいのか。

「だ、誰と来たの……？　まさか、一人で来たなんて言わないわよね……？」

　半目で紗菜が疑わしそうに俺を見つめる。

「そ、そうだけど？　ストイックに泳ごうかなって思って」

「ふ、ふうん……兄さんが寂さびしそうだから……特別にサナたちに混ぜてあげてもいいけど？　特別にね、特別に」

　紗菜は、優しいのか優しくないのかイマイチよくわからん。

　けど、ここは断固として断らないと。

「いいって。気持ちだけもらっておくよ」

「き、気持ちだけもらわないでよっ、別に、変な意味じゃないんだからっ」

　何顔を赤くしてんだ、こいつ。

「空き巣君、何してんのー？　春ちゃんが──」

　うおおおおお!?　この状況で一番ややこしい人来たあああああ!?

　妹同士、邂逅かいこうの瞬間だった。

　紗菜を見ると、夏海ちゃんが冷た～い視線を俺に寄越よこす。

「誰、これ」


「あ……あ、あ…………あ、あなたこそ、だ、誰ですか…………」



　紗菜の人見知りが発動して敬語になってる。

　すすすすす、と紗菜が俺の後ろに隠れた。

「こいつは、俺の妹で……ばったり今会ったんだ」

「あ、なんだ、そういうことか。よかった」

　にっこり、と夏海ちゃんに笑みが戻る。

　……浮気うわき相手か何かだと勘違いしてたな？

「兄さん、この口が悪そうな女、誰っ？　一人で来たんじゃないの……？」

　俺は夏海ちゃんに目配せする。

　俺と柊木ちゃんの関係は、誰にも知られてはいけないっていう基本的なルールの確認だ。

　パチパチ、とウインクを二度して了解の合図をしてくれた夏海ちゃん。

「ウチは、新城館しんじょうかん女学院高等部三年の、柊木夏海」

　ふん、とお嬢様ぶってみせる夏海ちゃんが、髪の毛をぱさっと払ってみせる。

　普段こんなキャラじゃないから、演技でやってるんだろうなっていうのが、なんとなくわかった。

「新城館って超お嬢様……。真田さなだ紗菜です……こ、コンニチハ。さ、サナは……蓮森はすもり高校で……兄さんと同じ学校の一年です……」

　たどたどしく、どうにか紗菜が自己紹介をした。

　うんうん、昔は初対面の人とは、挨拶あいさつもできないし、ろくにしゃべれもしなかったのに、ずいぶんと成長したなぁ……。

　胸はさっぱり成長してないけど。

「えっと、夏海ちゃんは、柊木先生の妹で、今日は二人で来てたみたいなんだ。それで、俺が一人でストイックに水泳しようとしてたら、そこでばったり会っちゃって」

　参ったなーハハハハ、と俺が笑い飛ばしていると、しらーと紗菜は夏海ちゃんを見て、夏海ちゃんも応戦している。

「なるほどねぇ……こんな侵入者用赤外線センサーみたいな妹がいるから、空き巣君、カノジョができなかったんだよ。春ちゃんも大変だ……」

「だ、誰が赤外線センサーよっ」

　今度は柊木ちゃんがやってきた。

「あー、紗菜ちゃんだ！　こんにちは。今日はどうしたの？　井伊いいさんと来たの？」

　ぷるぷると揺らすところを揺らしながらこっちに歩いてくると、紗菜がガタガタと震えはじめた。

「な、何よ、あれ……、先生……おっぱい……え。うそ……」

　ちょんちょん、と紗菜が自分の胸元むなもとを触る。

　何回触ろうが、紗菜、残念だがないものはないんだ。

　おまえのおっぱいは、舗装されたままで雑草ひとつ生えない不毛の大地なんだ……。

「うん、妹ちゃんの気持ちは、ウチもわかる……」

　しょぼん、と夏海ちゃんも肩を落とした。

　顔立ちは似ているけど、体つきはそれほど似ていない姉妹。

「えと、カナちゃんは、あとで合流するから……今はサナ一人で……いるんだけど」

「今一人なの？」

「……に、兄さんには関係ないでしょ……」

　唇を尖とがらせてぷい、とそっぽをむいた。

　寂しかろうとこっちに入れてあげようと思ったのに。こいつめ……。

「紗菜ちゃんがよかったら、あたしたちと遊ばない？」

　俺の意図がわかったのか、柊木ちゃんが誘ってくれた。

　目が合うと、口元で小さく微笑んだ。

　俺のやりたいことがよくわかっている柊木ちゃんだった。

「いいなら、いいけど……」

「春ちゃんがいいなら、まあ。じゃあ妹ちゃんも来なよ。あそぼ」

　カクカクカク、とブリキのおもちゃみたいに紗菜がうなずいた。

　こういうふうに遊ぶのに慣れてないんだろう。

　かくいう俺も、紗菜の立場だったら多少緊張もしただろうけど。

　夏海ちゃんが紗菜の手を引いて歩き出した。

　にこにこ、と柊木ちゃんが二人を見守っている。

「よかったね、紗菜ちゃん」

「なんか、ごめん。せっかくのプールなのに」

「謝らないで？　誠治せいじ君は、妹思いのいいお兄ちゃんなんだなってわかって、ちょっと嬉うれしかったから」

　俺たちも紗菜たちのあとについて行く。

「妹思いだと嬉しいの？」

「妹っていうよりは、家族を大事にする人だと好感度アップって感じ」

　よくわからないけど、そういうもんらしい。

　やってきたのはウォータースライダー。

　結構な高さから、ぐるぐるとゆっくり回りながら下りていくタイプのやつだ。

　人が多ければ結構待つだろうそれも、今日は待ち時間なしでスムーズに使うことができた。

　二人一組で、ビニールのボートに乗って滑り下りていくらしい。

「ここは……、兄妹と姉妹で、別れればちょうどいいんじゃないかしら……」

　すす、と紗菜が俺に近寄って、するりと腕を控えめに絡からませる。

　ちょっと柊木ちゃんが悲しそうな顔をした。

「何言ってんのよー、ここは、妹同士で組もうよぅ」

　おお、さすが、察しがいい。

　俺をお尻でドンとどかした夏海ちゃんが、紗菜にくっつく。

「さ、サナたち、初対面だから一緒に滑れない、恥ずかしいからっ」

「恥ずかしくないって、大丈夫、大丈夫、優しくしたげるから♪」

「サナの貞操が危ういっ」

　危うくねえよ。滑るだけなのに何想像してんだ。

　ニヤニヤした夏海ちゃん。

「あーそっかそっか、妹ちゃんは、大好きなお兄ちゃんと一緒に滑りたいんだ？　ごめんね、ウチ空気読めなくて」

「ふ、ふんっ。サナが兄さんと一緒にやりたいなんて、あり得ないから。兄さんがやりたそうな顔をしてたから、さっき提案しただけだし」

「あり得ないんならいいじゃん。ウチと一緒にやろー」

　がしっと紗菜の細腕を摑つかんだ夏海ちゃんが、ぐいぐいと紗菜を引っ張っていく。

　夏海ちゃん、このセリフを狙ねらってたな。キレ者め……。

　けど、俺たちの味方でいる間はかなり心強い。

　切なげな瞳ひとみで紗菜はじいと俺を見つめていたけど、「はいはい、乗った乗った」と夏海ちゃんに急せかされて、ビニールボートに乗り込んだ。

　きゃー、と夏海ちゃんの楽しそうな悲鳴と紗菜の本気の悲鳴が聞こえた。

　うわ。結構なスピード……。

　係のお兄さんに「ぎゅっと詰めて座ってくださいね」と簡単に説明される。

「誠治君、どうする？　前と後ろ」

「そうだな……」

　俺が前で、ぎゅっと詰めて座るとなると……絶対にあの兵器ことおっぱいが背中にあたる。

　きっと、ウォータースライダーどころじゃなくなる。

「じゃあ、後ろで」

「了解♪」

　ボートの前に柊木ちゃんが座って、その真後ろに俺が座る。もっと詰めてください、とお兄さんに言われるので、戸惑いつつ言われたように座る。

　ううん、結構な密着感。柊木ちゃんのお尻と俺の股がくっついているレベル。

　不覚！　これはこれで、俺の変化を柊木ちゃんに知られる恐れがッ!?

　持ち手の部分をがっしり握っていると、柊木ちゃんがこそこそとつぶやいた。

「ウォータースライダーだもんね……『事故』があったとしても、先生、怒ったりしないからね？　大丈夫だよ」

　事故……？　どういうこっちゃ。

　俺が首をかしげていると、後ろを係のお兄さんに押され、一気に滑りはじめる。

　うおおお、思った以上に早いっ!?　そりゃ、悲鳴出るのもわかるわ。

　ぎゅっと握っていた持ち手を、態勢を崩した弾みで離してしまった。

　やばい、ボートから落ちそう──、と無我夢中でどうにか柊木ちゃんに摑まった。

　ふにっ。

　あれ──。

　ふにふに。





　ま、まさか、この感触は────っ!?






　どうしよう柔らかいっっ!!

　いや、そうじゃねえ俺!!

「ふぐう……っ」

　柊木ちゃんが羞恥しゅうちで悶もだえているっ!?

　どうにか最初の態勢にならないと。

　そんな俺をあざ笑うかのように、コースはどんどん激しさを増していく。

　だ、ダメ、今元の態勢に戻ろうとすると、俺がコースアウトする！

「ふぐう……っ」

　柊木ちゃんが羞恥で悶えているっ!?

　そうだ、揉もみっぱなしだった!!

　そんなことより、お、俺の大将が！

　水着の外にコースアウトしようと背伸びしてるんですけど!!

　誰か助けてっ！

　一〇代の体、反応よすぎか！

　こうなれば、柊木ちゃんに摑まる部分を下にズラして──。

「お、お腹なかはダメぇええええええええええええ!?　プニプニしてるからぁあああああ！」

「大丈夫！　そういうところも可愛かわいいからっ」

「太ったときはそんなこと言ってくれなかったもんっ！　だからダメっ！」

　結構前のことなのによく覚えてんな！

「この手どうすんだよっ!?」

「『事故』だからセーフだよ、あ、でもお尻に当たってるのは……それはちょっとアウトっ、どうにかしてぇえええええええ」

　柊木ちゃんが羞恥で悶えているっ!?


「うちの大将が失礼いたしました!!　もうどうにもなりませんっっっっっっ!!」



　ますますやばい。柊木ちゃんの髪の毛のいいにおいがして、むん、と色気漂ううなじが目の前にあって、手は桃源郷状態。

　あ。俺、さては今日死ぬな？　って思った瞬間、ザバーン、と水の中に投げ出された。

　水の中から顔を出すと、柊木ちゃんがいない。

　どこだ……？

　あ、たぶん、裏返っているボートの下かな？

　潜ってそこまで行くと、予想通り柊木ちゃんがいた。

「ふぐう……、誠治君に色んなことされた……」

　思い出しては顔を両手で覆おおっている。

「や。その、ごめん、事故だから半分くらい……もう半分は、その生物として仕方ない感じで」

「事故はオッケーだよ……け、けど、あんなに長く事故が起きるとは思ってなかったから、あたしも驚いて……今度は、誠治君が前ね！」

「お、おう……大将関係、どうにか頑張る……」

　次のターン、めちゃくちゃおっぱいを背中にぶつけられた。

　大将関係は、やっぱりどうにもならなかった。
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　大将を落ち着かせた俺おれは、どうにかプールの外に出ることができた。

「なんでサナの胸を触る必要があるのよっ！」

「いやー、不可抗力じゃん。そんなに怒んないでよ」

　口喧嘩っぽい雰囲気だけど、紗菜さなも夏海なつみちゃんも仲良くなれたらしい。

「んん……、春はるちゃんのほうが余裕でおっきいから……空き巣君はおっぱいが好きなのかな」

　おい、変な分析ヤメロ。

　俺は、柊木ひいらぎちゃんのどこが好きとかそういうのはないんだからな。

　おっぱい大きかったっていうのは結果論で、肌がスベスベしてるとか色白とか脚が綺麗きれいっていうのも、同じく結果論だ。

　だから好きになったわけじゃない。

　……ただ……大きかったり綺麗だったりするほうが、恋人として嬉うれしいのは、確かではある。

「今度は、空き巣君、ウチと滑る？」

「あ、あなた……」

「夏海でいいよ、紗菜ちゃん」

「な、なつ……なっちゃんは兄さんと関係ないでしょー？」

　うん、紗菜、わかるよ、わかる。初対面の人なのに呼び捨てって抵抗あるもんな。

　相手がよくっても。

「じゃあ先生は、紗菜ちゃんとねー？」

「え、サナは……兄さんとが……あ──」

　強引ごういんに柊木ちゃんが紗菜をウォータースライダーの上まで連れていった。

「春ちゃんも、紗菜ちゃんと仲良くしたかったみたいだね」

　にっと笑って、上でどっちが前後になるか話している二人を夏海ちゃんが見上げる。

「で、春ちゃんのおっぱいどうだった？」

「ぶっ!?　どうだった、何……」

「最初、揉もみながら滑ってきたでしょー？　ウチ、見てたんだから。イチャつくのは百歩譲ってセーフだとしても、人目のあるところでおっぱい揉むのはさすがにどうだろうー？」

　くすくす、と笑いながら夏海ちゃんは俺の反応をうかがっている。

　からかってるな、こいつ。

「事故だよ、事故。自分だって言ってただろ？」

「春ちゃんが超楽しそうだったから、別に気にしてないよ」

「その言い方だと、揉まれてたから楽しそうだったって聞こえるぞ？」

「それも込みで」

「込みかよ」

　事故ならしょうがない、オッケーだよって言ってたし……柊木ちゃん、意外と触ってほしがりさん？

　きゃー、と楽しそうな悲鳴とともに二人が滑り下りてくる。

　柊木ちゃんは楽しそうだったけど、紗菜はなぜかヘコんでいた。

「前なんて、選ぶんじゃなかった……生物としていかに劣っているかを思い知らされたわ……」

　二回目の俺と同じで、おっぱいを思いきり背中にぶつけられていたらしい。

　それから、休憩を少し挟んで、今度は波のあるプールへ行くことになった。

　こういうの、はじめてだけど、本当に海みたいに寄せては返す波がある。

　柊木ちゃんは、レンタルしてきた浮輪を装備していて、楽しむ気満々だった。

「行こう、せい……真田さなだ君」

「はいはい」

　手を引いて、ザブザブと柊木ちゃんが奥へと進んでいく。

「ま、待って……さ、サナも……」

「いいじゃーん。放っておきなよ。それよりも、ウチは紗菜ちゃんと遊びたいなー？」

　おお、姉想おもいの妹がまたしても援護えんごを。

　夏海ちゃんフィルター発動だった。

「な……なっちゃんがそう言うなら、別にサナだって遊びたくないわけじゃないから……仕方ないわね……」

　とか言いつつも、友達になれそうな夏海ちゃんの言葉が嬉しかったのか、紗菜が夏海ちゃんについていった。

「夏海には、あとでお礼言わないと」

「そうだね」

　ぷかぷか浮輪で浮いている柊木ちゃんに摑つかまっていると、係の女の人が拡声器を手にアナウンスする。

「……次は、大きな波がきます……」

　……どっかで聞いたことのある声……って、奏多かなたじゃねえか。

　何してんだ、あいつ。この施設の帽子をかぶって、Ｔシャツまで着て……。

　あ、プールに来るって、客としてじゃなくて、バイトとしてってことか。

　手にもったカンペらしき紙をチラチラ見ながら、波プールにやってきた客にアナウンスをしている。

「……当園の波は、少々荒いです。日本海よりも荒いです」

　どんだけ激しいんだよ。

「……一メートルを超す波もありますので、その際は事前に連絡します。あと、カップルはできるだけ離れてください。個人的な気分により」

　最後はおまえの要望じゃねえか。

「では、みなさん……楽しんでください……に、にゃん……」

　うわー。やらされてる感マックスの台詞せりふだ！

「どうしよう、誠治せいじ君、井伊いいさんが」

「大丈夫、俺が奏多の位置を把握はあくしながら春香はるかさんに隠れるようにするから」

　柊木ちゃんの浮輪をくるくると回しながら、俺が奏多から隠れるのに夢中になっていると。

「誠治君、誠治君！」

「何、今ちょっと忙しくて──」

「波がっ」

　へ？　と気づいたときにはもう遅かった。

　いつの間にか、大きな波が迫っていた。

「うぎゃ!?」

「ふにゃん!?」

　ざばぁあああん、と一気に飲まれて俺は容赦なく水の中。

　ひら～、と蝶ちょうのようなものが見えて、思わずつかんだ。

　……白いビキニだった。

　あれ、柊木ちゃんは？

　水上に顔を出しても浮輪はもぬけのから。

「ふぷ、あぷ、ほっぷ……」

　ばしゃばしゃ、と手をめちゃくちゃに動かしてる柊木ちゃんがいた。

　ばっちり溺おぼれてるぅうううううう!?　足つくのに！

「大丈夫、落ち着いて！」

　近寄ると、柊木ちゃんが上半身何も身にまとっていない姿だということに気づいた。

　俺の手にある白いビキニってもしかして……。

　あ。今、生のおっぱいが一瞬……。

　これ柊木ちゃんのやつぅううううううううううう!?

　浮輪がすぽんと抜けるときに、ヒモが引っかかったんだ。

　溺れるのを助けるのが先!?　いや、このまま外に連れ出せば、柊木ちゃんのおっぱいが公衆の面前に晒さらされることに……！

　──同時だ！

　おっぱいも柊木ちゃんも助ける！

　ばしゃばしゃと水を叩たたく柊木ちゃんを抱っこする。水上より少し上に顔が出た。

「春香さん、俺を見て」

「あう、ほぶ、あぷ……好き」

　溺れるついでに想いを伝えないでください。

　抱っこはいいけど、生乳が容赦なく俺にその存在を主張してきている。

　この我がままボディめ！

　どうしよう。ビキニってどうやって着せるんだ!?

「やだ、まだ、誠治君と結婚してないのに……死ねない……！」

「もう、普通に呼吸できるでしょ？　深呼吸して、スーハー、スーハ、──あうんっ!?」

　じたばた暴あばれるせいで、俺の股間に柊木ちゃんの膝ひざかつま先か何かがクリティカルヒット。

　ごぉーん、と重い音が頭の中で響いた。

「ぐうう……」

「あ、あれ。息できる？」

　きょとんとしている柊木ちゃん。

　そのかたわらで、お元気だった大将がどんどん静まっていった。

　グッと親指を立てた大将が、うっすらと俺の脳内から消えていく。

　なぜか擬人化大将は、ハードボイルドなオッサンだった。
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　柊木ちゃんがばっと自分の体を抱くようにした。

「な、なんか、脱げたっぽいよ……」

「よかった、拾ってくれたのが誠治君で……。て、あれ？　なんでそんなにいっぱい持ってるの？」

「いっぱい？」

　よく見ると、俺の腕にビキニのトップスがいくつも引っかかっていて、ひらひらと泳いでいる。

　鯉こいのぼりかっていうくらい色とりどり。

　誰だれのぉおおおおおおおおおおおおお!?

　こ、これはまずい……！　俺がイタズラをしたんじゃないかと勘繰かんぐられる……！

　あの波、どんだけビキニさらっていってんだ。

　小学生のエロガキかよってくらいの悪意感じるぞ！


「誠治君…………」



「ちょ、誤解だ！　そんな目で俺を見るな！」

「プールに潜む妖怪ようかい……トップスさらい」

「変な名前つけんな！」

　あれこれと説明して、どうにか柊木ちゃんの理解を得られた。

　俺が返しにいくと余計な誤解を生むからということで、トップスをきちんと装備しなおした柊木ちゃんが、浮輪でバタ足をしながら被害者を探してまわった。

　柊木ちゃん……ちっちゃい女の子みたいで可愛かわいい……。

「な、な、な、なっちゃん……サナの上、知らない……？」

「紗菜ちゃん、何、流されたのー？」


「うぅぅぅぅぅ……」



「大丈夫、大丈夫、紗菜ちゃんのおっぱい、あってないようなもんだから、上がなくてもみんな気にしないよ」

「あるわよちゃんと！　なかったことにしないでっ！」

　涙目で、顔を赤くしながら紗菜が困っている。

　紗菜も無差別スケベテロの被害者だったらしい。

「ま、ウチのも流されたんだけどね」

　おまえはもうちょい焦あせれ！

　浮輪を装備した柊木ちゃんの水上移動はかなり早かった。

　持ち主に柊木ちゃんがすぐに返してくれたおかげで、大きな騒ぎにならずに済んだ。

　それから、スパコーナーでまったり疲れを癒いやし、俺たちは帰ることにした。

「色々あったけど、楽しかったね♪」

　帰りの車内で柊木ちゃんがみんなの言いたかったことを代弁してくれた。

　楽しかったけど、基本的には、柊木ちゃんのおっぱいしか印象に残らない俺だった。
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「どんな感じ？」

「うーん……まあ、ボチボチ……」

「そっか！　頑張ってね！」

「……うん、ありがとう……」

　生返事をしながら、俺おれは夏休みの課題である問題集をこなしていく。

「コーヒーは？　紅茶のほうがいい？」

「今は大丈夫、ありがとう」

　昨日、俺が家は暑いから図書館で課題をするって言うと、柊木ひいらぎちゃんがウチでやればいいよ、と言ってくれたことに端を発する。

　しかし、柊木ちゃんは仕事行かなくていいのか……？

「あ。今誠治せいじ君、春香はるかさん暇そうだなって思ったでしょ。暇じゃないんです、こう見えても」

　ドヤァ、と音が出そうなドヤ顔で、柊木ちゃんは仕事用の鞄かばんからノートパソコンを取り出すと、俺のむかいで開いた。

「誠治君、今日は日曜日だよ？」

「ああ……そっか」

　と、俺は気のない返事をしながら、古典の問題を解いていく。

「さっきから誠治君のリアクションが薄い……いと悲しけり！」

「うるさいよ」

「はい……」

　パチパチ、とキーを叩たたきながら、先生の仕事について解説してくれる。

「個人情報が載のってるものは、外に持ち出しちゃダメなんだけど、採点とか問題作ったりとか資料作ったりとか、そういうのなら家でやってもいいの」

「……」


「む、無視だ……いと悲しけり…………」



　課題は基本的に五科目分。数学、古典、世界史、英語、生物。

　小学生のときみたいに、自由研究とか絵を描くとか読書感想文とか、そういう面倒なもんはない。

　けど、これが結構な量がある。

　偏差値がほんのちょっと高いうちの学校は、休み明けあたりから進路について口うるさく言われるし、休み明けの学力テストだってある。

　高二に戻っていいことばっかりじゃなかったなぁってのを今俺は切に思っているところだった。

　柊木ちゃんがじいっとこっちを見つめてくるので、俺は思わず手を止めた。

「どうかした？」

「ううん。真剣な眼差まなざしがカッコいいなって思って」

「そ、そう……？」

「そうだよ」

　そういや、俺もそんな気分になったことが何回かあった。

　世界史の授業中。仕事頑張ってるなぁって席からぼんやりと眺めていた。

「ところで誠治君、パソコン詳しい？」

「詳しいって胸張れるほどじゃないけど、人並み程度には」

　くるり、と柊木ちゃんはノートパソコンをこっちにむけた。

「エクセルなんだけど……ここをちょっと上手うまい具合にしたいんだけど……」

　ああだこうだ、と説明を聞くと、どうやら資料を作っているらしく、データを表にしてまとめたいらしかった。

「ああ。それなら……」

　と、パソコンを元に戻して柊木ちゃんの隣に座る。

　あれこれと画面を指差して、指示をしていく。

「あ。できたっ！　誠治君、すごい!!」

「いや、俺はすごくないよ。すごいのはエクセルだから」

「謙遜けんそんしちゃってぇ」

　もぉ、と柊木ちゃんはうりうり、と俺のほっぺをいじくる。

「ちょっと」

　俺が嫌がると、柊木ちゃんがしょぼんとしてしまった。


「あ………………ごめん」



　あ。やべ。ちょっと言い方キツかったかも……。

　……いや、けど、俺は今日課題するつもりで図書館に出かけようとしたわけだし……。

　今日ここに来たのも、柊木ちゃんが学校で仕事すると思っていたからで、まさか家で仕事をするとは思わなくて。日曜日って忘れてたんだけど。

　いたらいたで、柊木ちゃんは、構ってほしいワンコみたいにちょっかいをかけてくる。

　授業中なら怒られているレベルだ。

「……」

「……」

　気まずい……。

　本当は、今日ある程度課題の目途がつけば、夜に遊びに誘う予定だったのに。

　いや、でも、柊木ちゃん、勉強中の俺にちょっかいかけすぎ。話しかけすぎ。

　ちょっとは……ほんのちょっとは、反省してもらおう。

　ちら、と俺を見るたびに、しょぼーんと柊木ちゃんがしおれていく。


「…………」




「…………」



　気まずい……。

　でも、ここで俺が謝るのって違うと思うんだ。

　……え、俺ってもしかして頑固？　いや、違う。断じて違う。

　謝りたくないわけじゃないんだ。

　ちら、とまた俺を見てはしゅん、と口をへの字に曲げる。

　……。

　いや、俺の言い方も問題があったかもしれない。

　クソ。なんだよ、全然問題集に集中できない！


「…………あたし、寝室にいるから。…………もし何かあったら、声、かけてね」



　いまだかつてないくらいの低いテンションで、柊木ちゃんがパソコンを持って寝室の奥へ消えた。

　うぐぐぐぐ……罪悪感が、押し寄せてくる……！

　こういうとき、相談できる相手っていえば夏海なつみちゃんくらいか。

　けど、連絡先知らないしな……。

『こういう場合って、その知り合いが悪いの？』

　一から事情を説明して、俺のことを知り合いとしてお悩みメールを送信。

　二〇秒で返信があった。

　早っ。

　藤本ふじもと、絶対暇だ。

『あー、ビミョー！　つーか、夏休み彼女んちで課題してるヤツとか死んだらいいのに……』

　あ。やばい。藤本がまたダークサイドに落ちそう。

　そっか……彼女いない奴やつからしたら、贅沢な悩みってことか……。

　前回の高二の夏休みは、適当に課題をこなして、昼夜関係なくずっとＲＰＧしてたな……。

　夏らしいことをひとつもせず、引きこもってゲーム三昧。

　ある意味夏休みらしいといえばそうか。

　ま、非リア充じゅうの夏休みなんてこんなもんだろう。

　それを考えたら、今回の高二の夏休みはかなり充実しているといえる。

『その彼女、年上美人らしいぞ』

『死んでくれぇ……』

　もうちょっと煽あおろう。

『美巨乳、美脚のイイ体してるって自慢された』

『死んでくれぇ……そいつ誰だれだよ……』

　俺なんですけどね。

『一人暮らしの彼女んちに入いり浸びたってるらしい』

『夏休みセックスしまくりかよぉ……絶対に殺す……』

　まだそこまでしてないけどな。

　いい具合に藤本があったまってきた。

『次、オレと目が合った奴を、手始めにコロス……』

　逃げて。藤本の付近にいる人。

　煽りに煽ったから、もう満足だった。

　やっぱり、普通の高二なら、羨うらやましいのが当然の状況なんだ。

　十分頭が冷えた。

『なあ。そいつ、実は真田さなだでしたってオチ、絶対にやめてくれよ？』


　…………。



『そんなわけねえだろ、同志』

『だよなあｗｗｗｗ　おまえみたいなヤツに、彼女できるわけねえもんなｗｗｗ』

『これがおまえに送る最後の忠告だ……夜出歩くときは背後に気をつけることだな』

『かかってこいやァアア』

　後ろの寝室を振り返っても、物音ひとつしない。

　もしかしたら、ベッドの中で泣いてたりして……？　さすがにいい年したお姉さんがそれはないか。

　こんこん、と寝室をノックする。

「春香さん？」

「……」

　物音が扉のむこうから聞こえる。

「さっきは、俺の言い方も悪かったから……その、ごめん……」

　きい、と扉をほんの少し開けて、柊木ちゃんが顔をのぞかせた。

「ううん……あたしも、ごめんね？　ちょっとウザかったと思う……勉強中なのに……」

　目元がちょっとだけ赤い。

「泣いてた？」

「な、泣いてない……」

「本当は？」

「ちょっとだけ」

　やっぱ泣いてたのか。

　学校にいる柊木ちゃんは、しっかりしてそうなお姉さんに見える。

　けど、俺の前だと精神的に幼くなるらしい。

「誠治君が近くにいると、どうしても声かけたり、構ってほしくなっちゃって……」

「好きな子ができた小学生みたい」

「むぅ～。何も言い返せない……」

　唇を尖とがらせて、柊木ちゃんは目を伏せる。

「でも、こんなに好きになったのが、そもそもはじめてだから……小学生みたいになるのは、許して……？」

　く。可愛かわいい……。

　今扉を開ければイチャイチャモードに入るから、我慢だ、我慢。

「夜、春香さんと行きたい場所があって……それまでに課題がある程度片付けば、だけど」

「え。何、どこっ」

「山の上のほうなんだけど、夏は星が綺麗きれいに見えるんだ」

「ロマンチック！　行きたい！」

「だから、それまでお互い仕事なり課題なり、きちんと終わらせよう？」

「うん、頑張る！　そういうことなら、先生、超本気出すんだから！」

　柊木ちゃんは、俺と遊ぶことに関してはとても素直だった。

　やっぱり気が散ってしまうので、柊木ちゃんは寝室で、俺はリビングで勉強をした。

　どうにか終わらせると、面倒なことを済ませたっていう解放感から、片時も離れず、いつも以上にイチャついた。

「頑張った誠治君にはご褒美ほうびあげないと」

「どっちかっていうと、俺があげている側な気がするけど」

「また意地悪言う……」

「嫌い？」

　不満げに尖らせた唇で、柊木ちゃんは俺の頰ほおと首にキスをする。

「……大好き♡」

　動物がマーキングをするように、キスマークをつけたりつけられたりを、夜まで繰り返した。

　家に帰ると、また紗菜さなに見つかり、めちゃくちゃ消毒されたのだった。
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　ジュワジュワ、ジュワ、ジィィィ……。



　蟬せみの鳴き声がさらにうるさくなりはじめた昼下がり。

「誠治せいじ君、暑いね……」

「うん。まったく同感」

　柊木ひいらぎちゃんはハンカチで上品に汗をぬぐい、外科医と看護師よろしくついでに俺おれのおでこの汗もふいてくれる。

　遠くの町なら変装も要らないだろう、と遠出したのが運の尽きだった。

　知らない町で、俺たちはあれこれと無駄に歩き回り体力を消耗していた。

「どこか喫茶店きっさてんか何か、涼しいところを……」

　と言いながら早一時間。

　汗だくになりながら、あちこちを歩き回っている。

「誠治君、あれ。休憩二時間一九〇〇円だって！」

「何、喫茶店見つけたの？」

　ううん、と柊木ちゃんは首を振って「あれだよ」と指を差した。

　柊木ちゃんの言った通り、確かに二時間一九〇〇円～と表記されている看板があった。

　でも、時間制ってなんかおかしいだろ。喫茶店じゃねえな……？

　看板の近くまで行くと、休憩の他ほかに宿泊、フリータイムなどと色々な料金体系が表記されていた。

　……うん、だと思った。よくよく周りを見れば、無機質な建物だったり、南国風の店構えの何かだったりしていて、共通点は、いずれもどこが出入口なのかわからない、ということだ。

「春香はるかさん、ここらへんって……」

「？？」

　やっぱりわかってない。

「春香さんが思っているような休憩をする場所じゃなくて……」

「喫茶店もカフェも見当たらないし、なんならこっちのほうが安いから行こ行こ♪」

　俺の手を引っ張って、看板の建物に入ろうとする。

　休憩といえば休憩だけど、それは言い回しであって、むしろ体力を消耗する休憩で……。

　わかりにくい入口を俺が見つけると、柊木ちゃんはずんずん進んでいく。

　そんなつもりはさっぱりないんだろうから、まあいいか。

　俺より前に柊木ちゃんが悪い男と知り合ってなくてよかった。

「あれ？　店員さんがいない……？」

「こういうお店だから……」

「そうなんだ？」

「無人のカラオケだと思えば」

「なるほど！」

　かくいう俺も、中に入るのははじめてだったりする。

　あれだ、噂うわさの部屋を選ぶパネルは。

「春香さん、ここでどの部屋で遊ぶか選べるみたい」

「ほぇ～色んなのがいっぱいあるね……。暗くなっている部屋は、もう誰だれかいるってことなのかな」

「だと思うよ」

　すでに三〇部屋くらいあるうちの半数が使用中。みなさん、しっぽりお楽しみ中らしい。

　ここに来たのは休憩をするためであって、柊木ちゃんにそんな気がないのは百も承知だ。

　だから、変な気を起こすつもりはさらさらないけど、柊木ちゃんとこんなところにいるってことが、なんだかドキドキする……。

　じゃあこれ、とポチと柊木ちゃんがボタンを押して鍵かぎを受け取る。

　狭いエレベーターに乗って、部屋にむかう。

「二時間一九〇〇円って安いよねー？　普通の喫茶店で、二人でケーキセットとあと何か頼めばそれくらいはかかるだろうし」

「ちゃんとした金銭感覚はあるんだよなぁ……一人暮らしのおかげ？」

「どうしたの？」

「春香さんは、先生してるのに常識なさそうだなって」

「ありますよーだ！」

　唇を尖とがらせてるところ悪いけど、こういう場所をガチの休憩所だと思っている時点で常識ないんですよ、先生。

　鍵で部屋の中に入る。

　ビジネスホテルの一室に似ていて、いかがわしい雰囲気はない。

　俺はほっと胸を撫なで下ろした。

「わー！　すごい！　ベッドがあるよ、ベッド！　しかもおっきい！」

　そりゃ、あるでしょうね……。

　旅行に来た子供のように柊木ちゃんがはしゃぐ。

「テレビもゲームもある！　こっちは……」

　ガチャ、と扉を開けて中を確認。

「ふわぁああああ。お風呂ふろだ！　おっきいよ、誠治君！」

「いや……そりゃあ……あるでしょうね……」

　ちゃんと教えたほうがいいんだろうか。一大人いちおとなとして。

　けど、純粋に休憩をしにきたんだから、今言わなくてもいいか。

　ピ、と柊木ちゃんがリモコンで、テレビの電源をつける。

「この時間だったらドラマの再放送してるかも。結構好きだったんだよね、あれ──」

『あっ、あっ♡　ん、ん、ん、ああっ♡』

　ベッドの上で女の人が乱れに乱れていた。

　ピ。

　凄すさまじい速度で俺はすぐに電源を切った。

「……」

　柊木ちゃんが真顔でフリーズしている。


「「………………」」



　気まずい空気が流れた。

　ベッドの上にある番組表を見てみると、Ｒ18のＡＶチャンネルだったらしい。

「そ、そういえば、汗いっぱいかいちゃったし……シャワー浴びよっかな……」

　この場の空気に耐えきれなくなった柊木ちゃんが、ててて、と扉のむこうに消えていく。


　はぁぁぁ……。



　免疫なさすぎるから、ここがそういう場所だって説明すると、卒倒しかねない。

　ちゃんとした説明は、ここを出てからにしよう。

　俺は柊木ちゃんが戻ってこないのを確かめて、再びテレビをつける。

　さっとチャンネルを切り替え、柊木ちゃんが言っていたドラマの再放送にしておく。

　よし、これで再びテレビをつけても、気まずくならない。


　…………。



　待つのは暇だけど、ここで柊木ちゃんが先にシャワーを浴びていると思うと、妙にドキドキする。

　柊木ちゃんが見つけたら困るから、いかがわしいもんは俺が先に見つけて隠しておこう。

　テレビはもう仕方ないとして、他だ。変なアイテムあったりしねえだろうな……。

　振動するアレとかマッサージ機とか。

　ベッドのまわりをくまなく探索。

　このベッドは、下に収納棚がついているタイプらしい。

　持ち手を引っ張ってみると、服がしまってあった。

　セーラー服、婦警さんにナースなどなど……。

　コスプレグッズだ!!

　うわあ……。でも、着てみてほしい……。

　柊木ちゃん、まだまだ制服着ても十分似合うと思うんだよなぁ。

　浴室に侵入して、服をささっと入れ替える。

　怒るかな……？　そうなれば正直に「見たかったんです」と謝ろう。

「あれっ!?　あたしの服が……制服になった……!?」

　服は急にトランスフォームしたりしないからね。

「あ。でもセーラー服っ♪　ブレザーだったから憧あこがれてたんだよね……スカートを折ってと……」

　いいんだ。

　着ちゃうんだ。

　抵抗ないんだ。

　俺が想像して一人でドキドキしていると、がちゃ、と扉が開いた。

「へ、変じゃないかな……？」

　恥ずかしそうに柊木ちゃんが出てきた。

　思った通りだ。二〇代前半とはいえ、まだまだ全然イケる。

「セーラー服似合ってるね！」

「ほ、ほんとっ!?　やった♪」

　ポニテ美女がぴょん、とその場でジャンプする。

　細い足に白い太もも。相変わらずミニスカートがよくお似合い。

「あ！　今、おばさんが何チョーシ乗ってんだって思ったでしょー!?」

　膨れるＪＫ柊木ちゃんに俺は思わず苦笑する。

「思ってない、思ってないから」

　肌も綺麗きれいだし、髪をくくっているから清潔感もある。

　柊木ちゃんが元々もっているふんわり可愛かわいい感じやその他魅力が、五割増しだった。

「町を歩いてても、全然違和感ないよ。女子高生に間違われるかも」

「も、もおおおお、誠治君、褒ほめすぎぃ！　さすがに間違われたりしないからぁ！」

　きゃー、な感じで謙遜けんそんしながらも、柊木ちゃんは嬉うれしそうだった。

　場所が場所だし、似合いすぎるせいで女子高生の場違い感がすごい。

　余計にいかがわしさが増してしまった。

　くるり、とその場で回ってみせて、いたずらっぽく微笑む。

　蠱惑こわく的な目で、俺からの何かを誘っていた。

「春香さん？」

「なぁに？」

　ちょっと甘えるような声で、小首をかしげる。

　可愛い……。
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「そういうのは、他の男の前では、しないでほしい……かな……」

　するり、と近寄ってきて、俺を見上げた。

「そういうのって？　制服を着ること？　それとも、ぎゅってしてキスしてほしいって、目で訴えること？」

「どっちも」

「どーしよっかなー？」

　俺に背をむけて、ちらっとこっちをのぞき見る。

　後ろから抱きしめると、頭を柊木ちゃんが撫でた。

「こらこら、がっつかないの」


　そういうふうに仕向けたクセに、このぅ……！



「意外と俺は、独占欲が強いみたい」

「うん。いいよ。あたしもだから」

　柊木ちゃんのほっぺにキスをすると、こっちをむいた唇が、俺の唇を求めた。

「あたしの服、取り換えたでしょ？　このイタズラっ子め」

「すごく可愛いよ、春香さん」

「もぉ～。……許す♡」

　それから、ベッドの上でちゅっちゅ。テレビを見てはちゅっちゅ。

　俺と制服姿の柊木ちゃんは、休憩を時間まで目いっぱい楽しんだ。
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◆柊木春香◆




　誠治せいじ君が、バイトをはじめたらしい。

『ええー？　お小遣こづかいほしいの？　月三万円くらいでいいならあたしが』

『いやいやいやいや！　もらえないって。そういうアレじゃないから。本気で俺おれをヒモにするつもりだな……』

　そう言って誠治君は呆あきれた。

　学生のうちからバイトに勤いそしむのは、社会勉強にもなるしいいとは思うんだけど……。

　誠治君、お金に困ってるのかな？　何かほしいものがあるとか？

「だったら、あたしにひと言相談してくれればいいのに……」

「どしたの、春はるちゃん」

　夏休みに入ってから、夏海なつみがやってくる頻度が多くなり、今日も夕飯をあたしの家で二人して食べているところだった。

「誠治君が、バイトをはじめたんだけど……ほしいものがあるなら教えてくれてもいいのに」

「いいじゃん。勤労学生。ダラダラ夏休みを過ごすよりかはさ」

「夏海は、週三日くらいの割合でうちに来るけど、進路どうするの？」

「大学は推薦で行くことになったから、別に遊んでていーの」

　むう……誠治君とは正反対。

「大丈夫だよ、春ちゃん」

「何が？」

「空き巣君はさ、考えなしの子じゃないでしょ？　何かワケがあると思うんだよね、ウチは」

「ううん……そうだったとしても……心配……」

「うわあ……超過保護」

　夏海がちょっと引いている。

　やってるバイトは飲食店。小じゃれたカフェで働いているらしい。

「そんなに心配なら、店に行っちゃいなよ」


「…………」



　誠治君の働いているところ、見たい……！

「うわ……顔がめちゃくちゃ乙女の顔になった……」

「行くっ！」

　……というわけで、週末、誠治君がバイトをしてるカフェに夏海とむかうことにした。

　うちの学校は、バイトに対して厳しくないので、働く前に担任の先生に言って、簡単に書類を書けばそれでオーケー。

　という手続きをきちんとする生徒もいるけど、しない生徒のほうが大半だった。

　繁華街に車でやってくると、適当な駐車場に車を停め、駅にほど近い裏通りへやってきた。

　夜にはイタリアンの店になるらしいカフェは、店構えからしてオシャレで、窓から見えた店内は、女性客でいっぱいだった。

「空き巣君、バーテンみたいな制服着てるんじゃない？」

「どうしよう。写真撮らないと」

「保護者じゃん。過保護で鬱陶うっとうしがられる保護者じゃん！」

　店内でドリンクや料理を運ぶ店員も女性が多い。

　知っている……あたしは知っている……バイト同士は、仲良くなりやすい……！

　みんな、あたしよりも年下の女子大生くらい……！


　若い………………ッ！



「春ちゃん、ちょっと、変なモン出さないでよ。具体的に言うと、瘴気しょうきみたいなドス黒い煙出てるから。あと、ガルルルって唸うならないで。目も吊つり上あげないで」

　言われてあたしは一度息を吐く。

　ご注文お決まりでしょうか、と女性店員がメモを手にやってくる。

　パスタランチを二人分頼んで、料理を待つ。

「あ」と、夏海が声をあげたので、そっちを見ると、誠治君がいた。

「はろー、空き巣君」


「…………」



　微妙そうな顔で、セットのサラダを持って立ち止まっている。

　カッターシャツに黒のスラックスを穿はいていて、腰回りにはエプロンを巻いていた。

「セットのサラダでございます……何しに来たの」

「誠治君が、頑張ってるかなーと思って」

　あと、職場見学。

「空き巣君、お料理運ぶ人なんだ？」

「いや、手が足りないから、今ちょっと手伝ってるだけ。基本はキッチンの中だから。……あとで連絡するから、用が済んだら帰ってね？」

「はーい」

　くるっとターンして、誠治君は奥へ行ってしまった。

「春ちゃん、これで満足？」

「満足はしたけど……不安も増えたよ」

　サラダをフォークでつついていると、パスタを別の店員さんが運んできた。

　むう……また別の女性店員（あたしよりも若いし可愛かわいいたぶん女子大生くらいの人）。

　美味おいしいバスタを食べ終えて、あれこれ無駄話をしながらアイスコーヒーを飲む。

　けど、静かでいいお店だった。店の家具や小物もオシャレ。女子がバイトをしたいって思うのもなんとなくわかる気がした。

　誠治君の上がり時間は、確か夕方くらいだったはず。

「終わるのを待って、家まで送ってあげようかな……」

「春ちゃん、まじストーカー。上がり時間まで把握はあくしてんだ？」

「す、ストーカーじゃありませんっ」

「彼女だからって、やりすぎると嫌われるよ？」

「誠治君は、それだけじゃ嫌いにならないから……」

　ど、どうしよう。本当に嫌われたら。

　上がり時間が同じバイト仲間の人たちとご飯を食べにいって、『真田さなだ君、高校生なのー？　大人っぽいからびっくりしたよー』とかなんとか女子大生に褒ほめられて……、なんかイイ感じになっちゃったらどうしよう……うぐぐぐぐぐぐ。

「ちょっと、春ちゃん、出てる、出てる。瘴気が。しまって」

「誠治君が、他ほかの女の子と食事に行っちゃったらどうしよう……」

「行ったっていいでしょー？　それも春ちゃん的には浮気うわきとかそういうのに入るの？」

「入らないけど……」

「信じてあげなってー。空き巣君は、春ちゃんのこと、大好きだよ？」

　本人の口からそれを聞けたら、どんなにいいだろう。

　最近は、照れてあまり言ってくれなくなったし……。

　何を目的にバイトをしているのか、全然教えてくれないし、何か隠してるような気がする。

　誠治君のことなら何でも知っておきたい。それって、もしかしてウザいのかな……。

　ナーバスになっていると、夏海がこそこそと話す。


「ねえねえ……空き巣君と、もうエッチした……っ？」



「な、な、な、何、急にっ」

「その様子じゃまだなんだ？」

「……別にいいでしょ、夏海には関係ないんだから。け、結婚するまでは、そういうのナシって話し合ったから……」

「ふふーん？　さて、ここで問題です。気軽にしゃべれて可愛くて肉体関係ＯＫな女の子と、可愛くて何でも完璧かんぺきだけど肉体関係ＮＧな女の子……どっちが男の子は好きでしょう？」

「前者？」

「そう。大事にすればするほど、あっさりトンビに油揚げ取られちゃうかもね？」

「誠治君は、大丈夫。我慢するって言ったから……」

「だといいね」

　ううむ、夏海、あたしを不安がらせて絶対に楽しんでる……。なんかニヤニヤしてるし。

「大丈夫って言ったのは、他の女の子を代用にして発散するから大丈夫って言ったんじゃない？」

「せ、誠治君は、そんなゲスじゃないから！」

「ふふふ。うん、そうだろうね。ごめんね、からかっちゃって」

　け、けど、さすがに結婚まで交渉なしは、やりすぎかも……？

　結局この日は、誠治君を待つことなく家に帰った。

　夕飯を食べ終えてしばらくすると、誠治君から電話がかかってきた。

「もしもし。今日は、お邪魔しちゃってごめんね？」

『ううん、いいよ。ちょっとびっくりしただけだから』

　やっぱり、言おう。心配で不安だってこと。

『……あぁ、それでわざわざ来たんだ？　全員彼氏いるらしいから大丈夫だよ』

「あ、そうなんだ」

　あたしの心配はあっけなく杞憂きゆうに終わった。

「そういう部分もあるけど、一番は、どうして急にバイトしはじめたかってことだよ……何にも教えてくれないでしょ？」

『教えると、効果半減するから言わないってだけだよ』

　効果半減？

　腑ふに落ちないままでいると、後日、誠治君があたしの家にやってきた。

　ひと抱えほどのクマのぬいぐるみを持って。

「な、何これ!?」

「今日は何の日でしょう？」

「誕生日じゃないから……あ、記念日っ！」

「うん。そういうこと。で、こいつは記念品……ていうかプレゼント」

　もふもふの大きなクマを渡される。

　抱き心地が気持ちいい……。

「もしかして……バイトしてたのって……」

「前々からいいなーって思ってて、それで今回、無理言って前借りさせてもらって買ったんだ」

「も、もおおおお、誠治君んんんんんんんんん」

　むぎゅう、とクマを抱きしめる。もふもふで気持ちいい。

「夏海の言った通りだった」

「へ？　夏海ちゃんが何？」

「ふふん、内緒♪　この子、ありがとう。名前、一緒に決めよう？」

　もう、サプライズなんかしちゃって……。

　ぬいぐるみごと、誠治君に抱きついた。

「わ、ちょっと、ここ玄関」

　夏海があれから二、三回行ってみたらしく、そのときもテキパキ仕事をこなすデキる男って感じだったらしい。

　うんうん……仕事してる誠治君はとってもカッコよかった。

　今回の件を通して、また誠治君に惚ほれ直したのでした。
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　もぞもぞ、と毛布の中を温かい何かが動いた。

　猫か何かが入ってきたのかと思ったけど、俺おれんちは猫なんて飼ってない。他ほかの動物も。

　顔にスベスベした柔らかい何かが当たっている。

　朝から何だ……？

　ぱっと目を覚ますと、おっぱいがあった。

「は？」

「んん……」

　寝息をこぼしているのは、まぎれもなく柊木ひいらぎちゃん。

　なんだ、何がどうなった──!?

　って、俺も真っ裸じゃねえか！

「ん……あ。誠治せいじ君、起きたんだ？　おはよう……」

「うん、おはよう……」

　裸の俺たち。

　カーテンから入り込んでくる朝日が眩まぶしい。

　爽さわやかな朝。

　なわけねえ！　どういう状況だ？

　周囲を見渡してみると、見知らぬ寝室で、少し大きめのベッドに俺たちは眠っていたらしい。

　まさか……。

　やっぱりあった。スマホ。日時を確認すると、一〇年後の七月下旬だ。

　またタイムリープが解除されてる。


　てことは、この状況………………。



　夜戦を終えた翌日の朝じゃねえか！

　大事なシーンの記憶がねえええええええええええええ！

　戻ってきた俺と現代で生活している俺の記憶が共有できないことが、こんなに悔しいとは！

「そんな驚いた顔をして、どうしたの？」

　するり、と裸の柊木ちゃんが俺に抱きついてくる。

「わああああああああああああああ!?　俺は俺であっても昨日の俺じゃないのでどうか服を着てくださいいいいいいいいいいいいい！」

　この感じ、絶対に昨晩がはじめてじゃないだろ！

　な、何回したんですかねえええええ!?

「ここ、誰だれの家？」

「誰の家って……ふふ。誠治君とあたしの家だよ？　寝ぼけてるの？」

　うふふ、と貞淑ていしゅくな笑顔で俺の乳首をつんつんとつつく。

　……一〇年後でもやっぱりつつくのは好きらしい。

「昨日の夜、あんなにバッチバチだったのに。それも忘れちゃったの？」

「ば、バッチ、バチ……!?」

「うわ。真顔だ」

　目のやり場に困るので、大人度の上がった柊木ちゃんにはＴシャツを着てもらう。

　俺は若干記憶喪失そうしつという設定で、状況を説明してもらうことにした。

「今は、二人でこのマンションに住んでるんだよ？　思い出した？」

「そ、そういえば、そうだった……」

　内心まじかよ、と思いながら調子を合わせておく。

　前回タイムリープが解除されて戻ってきたときは、同棲どうせいすらしてなかった。

　教師になった俺の家に、柊木ちゃんが朝ごはんを作りに来てくれていて……。

　そうだ。同棲できなかった原因のひとつが、柊木ちゃんパパに俺を認めてもらえなかったからだ。

「同棲するときって……やっぱり大変だった？」

「えー。それも忘れちゃったの？　っていっても、もう三年も前か」

　もう同棲して三年。結構長いな。

「お父さんと何回も話してダメだったけど、夏海なつみもお父さんの説得を手伝ってくれて、それでようやくオッケーが出たんだよ？」

　おお……夏海ちゃんが。

　夏海ちゃんと知り合って俺たちの関係をバラしたのは正解だったんだ。

　またタイムリープしたら、夏海ちゃんになんか買ってあげよう。

「じゃあ、今は結婚を前提に同棲を？」

「結婚はまた別の話って言われたでしょ、お母さんに」

「今度は柊木ちゃんママのほう!?」

　んー。同棲したらその流れで結婚するっていうイメージだったんだけど、別なのか？

「でも、この前茶道室にこもったあと、先生、エッチは結婚してからって……」


「この前ってすっごい前の話だね。ふふ。…………そんな話は、先生、覚えてませんので……」



　ぷい、と顔を背そむけた。

　とぼける気だ。

　すっごい前の話って覚えてたくせに。

「我慢できなかったんだ？」

「そ、それはお互い様だからっ。あたしだけじゃないからっ」

「へえ。じゃあ俺はともかく、春香はるかさんも我慢できなくなった、と……」

「もおおおおおおおお、からかわないでええええええ」

　枕まくらでボスボスと俺を叩たたいてくる柊木ちゃん。

　大人度が増しても可愛かわいい人である。

　それはともかく、状況をまとめると、同棲はお許しが出て現在一緒に暮らしているけど、結婚まではまだってことか。

「結婚、できそうかな。俺たち」

　柊木ちゃんが少しだけしょんぼりしてしまった。

「夏海が、お父さんを説得するとき、あたしたちがどれだけ純愛してるのか力説したんだけど……そのときに、いつから付き合っているのか訊きかれて……答えるしかなかったみたい」

　柊木家の内情をぽつぽつと教えてくれた。

　どうやら、夏海ちゃんの力説に免じて同棲までは許すけど、結婚となると話は別で、とくに柊木ちゃんママは世間体がどうしても気になるそうだ。

　自分の娘が現役げんえきの高校生と付き合っていた、というのが衝撃だったらしい。普通に考えれば誰だってそうなるだろう。

　俺が現在成人しているとはいえ、どうしてもその点だけは譲れないという。

「同棲までは許してくれてるんだから、お母さんを説得できるのも時間の問題だとは思うんだけど……」

　そう言って、柊木ちゃんは俺を安心させようとするけど、当の本人が不安そうだった。

　同棲してるんだから、たとえばデキちゃったとしても、それは不可抗力のようなものだと思う。けど、そんな強引ごういんに結婚したところで、柊木ちゃんと家族の間に溝を作ることになりかねない。

　やっぱり、俺は柊木ちゃんを幸せにしたいから、結婚だって、満場一致で背中を押してもらうくらいの結婚じゃないと。

　駆け落ちっていう選択肢もあるのかもしれないけど、結局それは逃げてるのと一緒だ。

「……ごめんね……あたしが、誠治君が大学生になるまで待つことができていたら……」

　ぐす、と柊木ちゃんが涙をこぼした。

　そんなことないよ、と抱きしめる。

「そのおかげで、俺は今すっげー楽しいよ。好きな人と高校生活送ることができて幸せだよ」

「誠治君んんん……」

　ふみぃいい、と相変わらず変な泣き方で、柊木ちゃんは俺の胸で泣いた。

　……俺が告らなければって一瞬思った。

　けど、そんなことをすれば、俺はまたいつかのように遠目で柊木ちゃんを見ているだけの日々を送って、卒業式に想おもいを伝える勇気すら持てないヘタレになっちまうかもしれない。

　卒業式に告白できたとして、状況が変われば、柊木ちゃんの返事だって変わる可能性も高い。

　柊木ちゃんに好きな人がいたり、違う誰かと付き合っている可能性だってあるんだ。

　道徳や倫理的に、俺たちは間違ったことをしたのかもしれない。

　けど、お互い噓うそはついていないし、真剣にまっすぐ恋人として付き合いを続けている。

　現代では、なんだかんだで一〇年も恋人を続けられていて、別れていない。

　そんで、いまだにこの通りラブラブ。




　だから、俺が告白して、柊木ちゃんがＯＫしたあの日に、間違いはない。




　──お。来た。タイムリープの感覚。

　パチっと目を開けると、柊木ちゃんの顔が目の前にあった。

「うわ!?」

「わ。びっくりした……」

　エアコンの効いた、見慣れた柊木ちゃんちだった。

　外で蟬せみが鳴いている声が小さく聞こえる。

　よし、また戻ってこられたらしい。

「なんか、寝言言っているなーと思って、耳を近づけてたの」

「あ、そうなんだ？」

　よく聞き取れなかったけど、と笑って、俺に膝枕ひざまくらをしている柊木ちゃんは、頭を撫なでてくれた。

「どんな夢見てたの？」

　あの感覚は何度も経験したタイムリープの感覚だから、夢じゃない。

　今日の一〇年後がああなってるってことだ。

「んー春香さんのお母さんに、結婚を反対される夢」

「えー、何それー」

　つまらなさそうに、柊木ちゃんは唇を尖とがらせる。

「ちょっと真面目まじめな話するよ」

「うん」

「俺は、先生に告ったあの日のことは、一生後悔しない。だから……」

「うん。あたしも、ＯＫしたことは後悔してないよ」

「もしかすると、俺たちのことを反対する人が出てくるかもしれないけど」

「年の差も少しあるし、先生と生徒だったって事実はもう変わらないもんね。だから、これから頑張っていこうね、二人で」

「プロポーズの予約とか、しててもいい？」

「そんなの要らないよ？　他にしてくる人いないんだから。だから……待ってます。ずっと、待ってます」

　照れながら微笑む柊木ちゃんは、やっぱり可愛い。

　ぎゅっと抱きしめると、細い体はすぐに俺の胸に収まった。

「春香さん、愛してる」

「うん。あたしも。愛してるよ、ずっとずっと」

　現代と過去を一往復したことがきっかけで、また少し俺と柊木ちゃんの絆きずなは強くなったのだった。
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「ねえ、二人ともどこ行くの？」

　放課後。

　柊木ひいらぎちゃんの車に乗って二人で部活の買い出しに行こうとすると、紗菜さなに見つかった。

「うぅ……あとちょっとだったのにぃ……」

　小声で柊木ちゃんがぼやいた。

「これから、道具？　材料？　の買い出しに先生と行くんだ」

「じゃ、サナもついて行く」

　こうなると、ほぼ全員。奏多かなただけ除け者というのは可哀想かわいそうなので、奏多も誘って、四人で買い出しにむかった。

「先生、買い出しって、何を買うつもりなの？」

　後部座席から紗菜が首を出した。

「前はお料理したでしょ？　だから今度は、手芸！」

「シュゲイ……？」

　さっぱりワカランって顔をした紗菜が、奏多を振り返った。

「手芸はお裁縫さいほうとかそっちのこと」

「あ、そういうこと！」

「最初はあたしが決めようと思ってたけど、みんな一緒だから、何を作るのかは自由にしましょう」

　柊木ちゃんが言うと、紗菜が耳打ちしてきた。

「シュゲイって何作るの？」

「あれだよ、雑貨とか、雑巾ぞうきんとかエプロンとか作るやつ」

「ど、どうしよう……サナ、雑巾も作ったことないのに……」

　夏休みの宿題であった雑巾一枚提出ってやつな。

　ズルして一〇〇均で買ったやつを提出してるからだ。

　活動内容からして、家庭科部っていうより花嫁修業部になってきている。

「あ、紗菜ちゃん、もしかして苦手だった？」

「苦手じゃないわよ。ヨユーよ、ヨユー！」

　噓うそつけ。

　最寄りのデパートに到着すると、生地や雑貨などを取り扱う手芸店にやってきた。

「部費からお金を出すので、みんな自由に買ってねー？　すごく高いのは要相談だけど」

　と、柊木ちゃん。

　俺おれも一応部員だし、何か作ろう。

　ちょんちょん、と奏多に制服を引っ張られ、生地のコーナーへ連れていかれる。

「何、何、どうした？」

「……どれがいい？」

　奏多が指を差したのは、カラフルなそれぞれの糸だった。

「奏多は、もう何作るか決めた？」

「……うん」

　……で、何で俺に選ばせるんだ？

　じゃ、これとこれ、と俺は適当に青と白の糸を選んだ。

「何作るの？」

「……誠治せいじ君も、作る？　ミサンガ」

「俺にもできそう……」

「……うん。一緒に作ろう」

　ぴく、と近くにいた紗菜と柊木ちゃんの動きが止まった。

「……交換する？」

「あ。それなんかいいな」

「サナもミサンガ気になるなー」

「じゃ、先生もミサンガ作ろっかなー？」

　じゃあみんなで作ろうってことになった。けど、それが目標じゃなかったらしい女子三人。

「誠治君が作るミサンガはひとつ──！」

「てことは、サナと兄さんがミサンガを交換するってことになるのね……」

「何言ってるの、紗菜ちゃん。真田さなだ君は、先生のと交換するよ？」

「……先生、違う。選ぶのは、誠治君……」

　ばっと、三人が俺を見る。

「お、俺が選ぶ流れ？」

「「「そう！」」」

　三人が作ったミサンガの中で気に入った物と俺が作った物を交換するってことになった。

　もう各々、好きなように好きなミサンガを作ればよろしいのでは……？

　もちろん、そう提案したけど、三人とも耳を貸してくれなかった。


「みんなで楽しく作れればそれでオッケーなんじゃ……？」



「兄さんの手作り──」

「……誠治君の手作り──」

「せい……真田君の手作り──」

「「「ほしい」」」

　変なところで息ぴったりだな。

　俺と糸を見比べるお嬢さん方。

　俺も作るので、数種類の糸を選んで購入。

「サナには、兄妹愛っていう最強の武器があるんだから」

「……逆にいえば、兄妹愛しかないとも言える」

　奏多は容赦ねえな。

「先生には、師弟愛っていうか、愛そのものがあるっていうか──愛情あふれてるっていうか」

　こら、柊木春香はるか。それ以上しゃべるな。

　柊木ちゃんは、相変わらず大人げないというか、生徒同士の競争に進んで首を突っ込んでいく。

　先生っていう立場からして、こういうときは一歩も二歩も三歩も下がる気がするけど、むしろアクセル全開で前進してくる。

　バチバチ、と目を合わせ火花を三人が散らしていた。

「期日は三日後の木曜日。放課後、真田君に選んでもらいましょう」

「……異論はない」

「望むところよ！」

　こうして、三日間の制作期間を得た。

　俺が家にあるパソコンで作り方の動画を見ながら作業をしていると、キッチンのほうから大声が聞こえた。

「お母さぁーん!?　これどうやるのぉー!?」

　大見得切ったけど、紗菜は不器用だからなぁ……。

　てか母さんに訊きいてわかるのか？

「もう、何でわかんないのー!?　サナもわかんないのにっ！」

　早くも暗礁あんしょうに乗り上げたらしい。

　チマチマと作業を続けていると、視線を感じる……。

　じいっと扉の隙間すきまから紗菜がこっちを見つめていた。

「うわっ!?　びっくりした……何だよ」

「じゅ、順調みたいね？　サナが兄さんの出来を見てあげるわ」

　はいはい。

　俺が順調そうだから、どうやって作ってるのか見にきたわけだ。

　教えてって素直にひと言言えない病気にかかっているらしい。

「変なのと交換なんて、サナ嫌だから」

「人のこと言えんのかよ」

　こつん、と紗菜の頭を小突く。

「貸してみ」

　俺はくちゃくちゃになった紗菜の糸を借りる。

「見とけよ？　これをこうして、ここがこうなったら、こうやって……」

　紗菜が俺の膝ひざに手をおいて、体を乗り出して手元をじいっと見ている。

　って、顔近いんだよ。

　頰ほお白くて睫毛まつげ長いな、こいつ……。

　俺と同じシャンプーのにおいなのに、紗菜のがいいにおいに感じるのは気のせいだろうか。

「三つ編みの要領だ。女子ならできるんじゃねえの？」

「サナ、自分で編んだことないから……。そもそも編むようなことも滅多めったになかったし」

　言われてみれば、紗菜が髪の毛を三つ編みにしていることはなかった。

　だいたいストレートに下ろしているだけか、ポニーテールにするくらいだ。

　ちっちゃいときはツインテールとかもあったけど。

　俺は「やってみ」と紗菜に返す。

　もぞもぞ、と指を動かすけど本当に不器用で、なかなか進まない。

「ね、ねえ……兄さんは……誰だれのがほしい？」

「……え？」

「な、何でもない！」

　慌てて紗菜は俺の部屋から出ていった。

　順調にできるようになると、案外ミサンガ作りも楽しい。

　ていうか、逆にどうして俺が作ったのがほしいんだ……？

　自分で作ったほうが自分好みの物に仕上がるだろうに……。

「紗菜は負けず嫌いで意地っ張りだから……ま、勢いで参戦したんだろう」

　紗菜にありそうなことナンバーワンの動機だった。







「……」

「……」


「…………」




「…………あ、ミスった。またここやり直し……」



　翌日の放課後、俺は奏多と一緒に家庭科室でミサンガ作りに励んでいた。

　ラジオだったら放送事故確実ってくらい、俺たちの間に会話はない。

　たまーに、ちらっと俺のほうを見て、またすぐ奏多は手元に目を戻す。

　奏多は気にしないのかもしれないけど、若干の気まずさがある……。

「か、奏多は進路決まった？」

　ぷるぷる、と小刻みに首を振ってノーを示す。

「そっか」


「…………」



「……」


「…………」



　く、空気が重い……。

　紗菜を召喚しようにも、あいつまっすぐ家に帰りやがったし。

「ゲーム関係の会社、とか……興味ないの？」

「ゲーム？」

　お。ようやく反応した。

「そうそう。ゲーム好きなら作ってみようって思ったりしないのかなって……」

「……好きと仕事は、別」

　もっともなこと言われた!?

　この人、将来的に紗菜が入社するゲーム会社の先輩になる人なんですけどー？

　紗菜は家で今日もミサンガ作りだし、柊木ちゃんも仕事から帰るとチマチマと作っているらしい。

『あたし、絶対に勝つから!!』

　昨日、夜に電話をしているとそう柊木ちゃんは意気込んだ。

　二三歳、高校生相手に超ガチなのだった。

『勝負の厳しさってやつを先生がきちんと教えてあげるんだから。これがリアルだ、ってね！』

　大人げの欠片かけらも持ち合わせていない柊木ちゃんだった。

「……誠治君……腕、いい？」

「腕？」

　ぐいっと摑つかまれて、ぺたぺた、と奏多が俺の左腕を触る。

「何、どした？」

「サイズ。……紗菜ちゃんと同じで、色白……腕も細い」

　部活してないからな。

　色白っていうほど白くはないけど、基本的に外には出ないし、運動をしているわけでもないから、年中日焼けしないし腕も細いままだ。

　ふにふに、と夢中で奏多が俺の腕を触る。

「まだ？」

「……ぐって拳こぶしを作ってみて」

「え？　こう？」

　グーをしてみると、腕にできた筋肉のラインを奏多がなぞる。


「……力強くはないけど綺麗きれい…………それでいて、いやらしい」



「たったこれだけで何想像したんだ」

　俺の腕をいやらしいものとして見るのはやめてほしい。

　それから何度か、ふにふに、と俺の腕を触った奏多。

「……わかった」

　何がわかったんだよ。

　相変わらず優等生の奏多は謎なぞの部分が多い。

　どんな人なのか紗菜に訊くと「カナちゃんは普通の女子よ？」と、むしろそんな質問をする俺のほうがおかしい、みたいなノリだった。

　俺も俺で、ミサンガを製作するのに、二日ほど費やしてようやく完成した。

　そして三日後。

　放課後は家庭科室に集まって、ミサンガ発表会と相成った。

「兄さんは、誰がどれを作ったかわからないように、むこうむいてて」

「へいへい」

　くるり、と柊木ちゃんと紗菜、奏多に俺は背をむけた。

　まあ、紗菜のは作ってるところを見たから、すぐにどれかわかると思う。

　奏多のも以下同文。

　ってなると、消去法で柊木ちゃんのがどれかもわかるんだよなぁ。

　背をむける意味あるのか？

「サナのはこれ！　もう超カンペキ！」

「紗菜ちゃん、頑張ったね」

「へへん。そうよ、サナ、頑張ったんだから──って。先生今ちょっと小馬鹿こばかにしたでしょ!?」

「……小馬鹿にはしてなくて、子供扱いしたと思う」

「カナちゃん。サナへのディスをきちんと解説しないで。っていうか、そういう先生のはどうなのよー？」

「柊木先生のは、これ」

「えー!?　これ、ズルよっ！」

「ズルじゃないよ。人聞き悪いこと言わないで」

　ズル？　柊木ちゃん、何したんだ？

「なあ、もういいかー？」

　いいよ、と三人の声が揃そろって俺はみんなのほうをむきなおす。

　左から、紗菜の作った赤、白、青のフランスミサンガ。ぶきっちょながらも、きちんと作り上げていた。

　俺が手にとると、そわそわして、紗菜は目を左右に泳がせている。わかりやすいやつ……。

　真ん中のが、奏多のミサンガ。俺が選んだ色の青、白、黒色で、丁寧に作られている。

　で、最後……。

　……どう考えても柊木ちゃんのなんだよな……。

　そわそわしながら、俺の様子をうかがっている柊木ちゃん。

「そわそわ。そわそわ……」

　口でも言ってる!?

「真田君。三人の作った中から好きなミサンガを選んで、交換しましょ？」

　すまし顔で柊木ちゃんは言う。

　肝心の柊木ミサンガはというと、ひとつ、ふたつ、みっつ……全部で二〇個あった。

　どんだけ俺のミサンガほしいんだよ！

　二〇個も作れば、気に入ったひとつやふたつ、そりゃ出てくるでしょうねぇ!?

　大人げねえ。

　圧倒的な物量で戦場を支配する気だ……。

「ほぅら、兄さんも引いてるじゃない。そんなにたくさん作るなんてズルよっ」

「ズルくないですー。誰もひとつだけ作るなんて話はしてませーん」

　子供かよ。

　でも、個数の話はしてないから、筋の通った理屈りくつではある。

　柊木ちゃんの顔には『彼女としての意地とプライド』って書いてあるのがわかった。

「……だから、製作期間は三日……？」

「むふふ、気づいた？　先生が完全に勝利するための作戦だったのよん♪」

「なんかもう、本気すぎてちょっと引くんだけど……」

「……うん、ちょっとだけ、引く」

「先生は、どれか一個を代表にして？」

「ええええええええええええええええええええええ!?」

「あ。それ、いいわね」

「……うん、妥当だとう」

　渋々といった様子で、柊木ちゃんは一番のお気に入りのひとつを代表に選んだ。

「兄さん、選んで。どれを選んでも文句は……言うかもしれないけど言わないように頑張る」

　紗菜が言うと、柊木ちゃんと奏多がうなずく。

「それじゃあ……」

　ひょい、と俺は紗菜のミサンガを摑んだ。

「え。さ、サナの？　それでいいの!?」

「うん。俺のと交換」

　ポケットに入れていた紗菜用のミサンガを渡す。

「う、嬉うれしい……。じゃなくて。兄さんもちゃんと作れるんじゃない」

　両手の平の上に置いたミサンガをじいん、と眺めている紗菜。

　こんなときでも、憎まれ口は忘れないらしい。

　紗菜のイメージに合うオレンジ色を中心に作った物だ。

　今度は、奏多のを摑んだ。


「……？　紗菜ちゃんのと交換したんじゃ……？」



「何個作っても別にいいんだろ？」

　奏多用に作ってた緑色中心のミサンガを渡す。

「……あ、ありがとう……大事にする」

「え、え？　ということは……!?」

　しょげていた柊木ちゃんが目を輝かせた。

「先生のもあるよ。これ。どうぞ」

「ありがとう……先生も、大事にする……」

　手にしたミサンガをまじまじと見つめては柊木ちゃんは感激している。

「みんながほしがるんだったら、三個作りゃいいんじゃね？　っていうことで……」

　って、みんな、自分の腕にはめてみたり、さっそく長さを調節したりしていて、全然聞いてない。

　けど嬉しそうにしてくれるんなら、頑張って作ったかいもあったってもんだ。

「兄さん、ちなみに一番は……？」

「え？　一番？　……熱意は先生。努力は紗菜。物の完成度は奏多ってことで……ドロー」

「「「ま、いっか……」」

　もう判定なんてどうでもよくなっていたらしく、手首のミサンガを見つめながら、満足そうにする三人だった。
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　俺おれは女子高生のお姉さんとの出会いを柊木ひいらぎちゃんに説明した。

「ふーん。ふうん、それが誠治せいじ君の初恋ってやつー？」

「うん。まあそうなるかな」

「ふーん、ふうううううん？　あ、そう。ふううううん？」

　つまらなさそうな柊木ちゃんは、Ｆ１カーみたいに唸うなっている。

　そっちから訊きいてきたくせに。

「続きがあるんだよ。その話」

「ネコちゃん探しておくって言って別れて、それからどうなったの？　ネコちゃん、見つかった？」

「そのお姉さん、ちゃんと約束守って空き地に来てくれたんだ」

「もういいよぉ、お姉さんの話は」

　唇を尖とがらせて本気で柊木ちゃんが拗すねはじめた。

　けど、中途半端ちゅうとはんぱに説明して終わるっていうのも気持ち悪いので、最後まで俺は教えることにした。




　◆




　約束をしてから、誠治は毎日放課後あの空き地で子猫を探したが、見つからなかった。

　もうどこかへ行ってしまったのかもしれない。

　子猫のために置いてあるミルクも全然減ってない。

　ゴミや砂利じゃりが入っているのを見て、新しいものに取り換えておいた。

「せーくーん！」

　ピンク色の自転車に乗った紗菜さなが、空き地の外から手を振っていた。

「せーくんって言うな、バカ！」

　実は。

『おい、紗菜、子猫探してくれ』

『子猫？　さがすの？　いいよ！』

　と、人手がどうしてもほしかったので紗菜に協力を頼んだのだ。

「子猫いないよー？」

「だから、それを探すんだろー？」

　あのお姉さんと約束をした。

　また来るまでに子猫を見つけておく、と。

「サナね、あっちのほう見てくるー」

「わかったー」

　雑草をかき分けて子猫の捜索を続ける誠治。

　もうここにはいないのかもしれない。

　そう思い、自分も自転車で紗菜のように町中を探し回った。

　けど、子猫は見つからなかった。

　夕方を過ぎ、夜と言っていい時間になった。

「せーくん、帰らないと、お母さんに怒られるよ？」

「いいよ、別に。おまえは先に帰ってろよ」

「知らないからねー！　サナ、怒られても知らないからー」

　うるせえな、と毒づいて、紗菜とは反対方向に自転車を漕こぎだす。

　あの子猫が見つかれば、お姉さんはまた来てくれるんじゃないか。

　子猫がいれば、お姉さんは、悲しい顔はしないんじゃないか。

　なんとなくそうなんじゃないかと思っていた。

　でも、そうではなかった。

　薄暗くなった道を街灯を縫ぬうようにして進み、また空き地へと戻る。

　その入口の脇わきに、膝ひざを抱えている人がいた。

　キキ、と自転車のブレーキ音に顔をあげた。

「やっほー。この前の子だよね」

　あのお姉さんだった。

　膝を抱えているせいで、相変わらず誠治からはパンツが丸見えだった。

　それには触れず、目をそらしてうなずいた。

「うん。でも、子猫、見つからなくって」

「そっかあ。もうお母さんのところにいるのかもね？」

「だったら、いいな」

　自転車を停めて、誠治も隣に座る。地べたはひんやりしていた。

　ちらと横顔を見ると、またあの悲しそうな顔をしている。

「悲しいことがあったの？」

「え？」

「前もその顔、してたから」

「ああ、うん……ちょっとね」

　長いため息を吐くと、両膝の間に顔を埋めてしまった。

「何があったの？」

「あたしのお母さん、こわーい人でね。普段は優しいんだけど」

　うん、と誠治は続きを促うながす。

「お母さんが決めた通りに何でもしないと怒られちゃうの」

「俺も、怒られるよ」

「じゃあ、あたしたち仲間だね」

　ふっと笑顔になったが、すぐに顔は元の表情に戻ってしまった。

「あたし、やりたいことがあるの。でも、お母さんはそれに大反対で、お母さんが決めた通りの大学に行ってウチの会社に就職しないとダメだって言うの」

　高二の女子が進路の悩みを小学生に打ち明けても、理解できる部分は限られていた。

　わかんないよね、と彼女は笑った。

「お母さんと喧嘩けんかして、顔を合わせるのが嫌になって、そうしたら家に帰るのが嫌になって……フラフラしてたら、ここでニャーちゃん見つけて……何度か通ってたら君に会ったの」

「お姉さん、不良なの？」

「うん。悪い子だよ。全然言うこと聞かないから」

　口ではそう言うが、それが本当のことだとは思わなかった。

「じゃあ、悪い子でいいと思うよ。お姉さん、たぶん悪くないよ」

　彼女のことは何も知らない。

　けど、それだけはわかった。

「それもそうだね」

「悪いほうが、強くてカッコいい」

　あはは、と笑い声が隣で弾けた。

「そうだね、それじゃあ、あたし、悪い子でいることにするよ。強くてカッコいい悪い子になるから」

　立ち上がって、スカートについた砂埃を払った。

「もう七時。お母さんが心配するよ？　帰らないと」

「わかった。帰る」

　彼女に頭を撫なでられると不思議な気分になった。

「先生になりたいの、あたし。なれるかな」

「わかんない」

「正直だなー。あはは。でもね、悪い子のまま頑張るよ」

　うん、とうなずいた誠治は、手を振って彼女と別れた。




　◆




　あれから、そのお姉さんとは二度と会わなかった。

「もう七年も前になるのか……」

　中身の俺基準で一七年も前になる。

　記憶は定かじゃないし、顔も覚えていない。

　……ただ、はっきりとパンツのことは覚えている。

　白だった。

　思えば、あれが女子高生のパンチラ初体験だ。

　あのパンチラのお姉さん、どうしてるんだろう。

　話を聞いていた柊木ちゃんが神妙しんみょうな顔をする。

「そのお姉さんとのこと、他ほかに覚えてる？」

「ううん。それだけ。名前も結局知らないままだったなぁ……でも、あれって好きだったんだよなぁ、たぶん」

「そっか。そっか……なるほどね」

「何がなるほどなの？」

「内緒♡」

「すっげー気になる……」

　いいの、いいの、と柊木ちゃんは誤魔化ごまかした。

　やたらと上機嫌なせいで余計気になる。

「あたし、より一層誠治君のことが好きになりました」

　さっぱり意味がわからん。

　俺が疑問符を浮かべていると、ぎゅっと俺を抱きしめた柊木ちゃん。

　柊木ちゃんはむふふと笑うばかりで、何を内緒にしたのか全然教えてくれなかった。
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「兄さん、こっち、こっち来て！　早くして！」

「うるせえな、こっちだって忙しいんだよ」

　土曜日、俺おれは紗菜さなとゲームをしていた。

　紗菜は１Ｐで俺は２Ｐで協力プレイ中。迫りくる敵を撃破しまくっていた。

「あのな、これ、一人でできるステージだぞ？」

「二人でやったほうが早いでしょ！」

「アクションゲームが下手くそなくせに、なんでこんなに熱心なんだ……」

「うるさいっ　あっ、もうっ、やだっ！　兄さんこっちやって！」

「急にポーズかけるなよ」

　ぺ、と俺のほうへコントローラーを投げ出した紗菜。

　コントローラーを交換して再開する。

　ピンチレベルで言うと２Ｐのほうがキツかったが、紗菜は持ちこたえることなくあっさりやられた。

　下手くそ、ここに極きわまれり。

「なぁーんでぇー！」

　そりゃこっちのセリフだ。

「子供みたいに足をバタバタさせんなよ。そんで、パンツちょいちょい見えてんだよ」

「むにゃああ!?」

　投げつけてきたコントローラーがガンと当たった。

「いで!?」

「妹のパンツ見て何嬉うれしそうにしてんのよ！」

　ふしー、ふしー、と紗菜は猫みたいに毛を逆立てた。

「してねえよ。逆に気分下がるわ」

「それはそれでムカつく」

「どうしろっていうんだよ」

　やってらんねー、と俺もコントローラーを置いた。

「だいたい、おまえのパンツ、ベランダに干してあるだろ。ありがたみもクソもねえんだよ」

「妹のパンツでありがたがろうとしないでっ。何考えてんのよ、変態」

　げしげし、と蹴けってくるので、その足を捕まえる。

「うひゃあ!?　ちょっと！　足摑つかまないで！」

「さっきのは言葉のあやだ。すまんな。おまえのパンツを見ても、兄さん、これっっっぽちも嬉しくないんだ。わかるか？」

　柊木ひいらぎちゃんは別だけどな。

　今もショートパンツの隙間すきまからパンツが見えている。柊木ちゃんだとあんなにドキドキするのに、紗菜だとなんかむしろ、萎なえる……。

　身内の女っていうのは、もう女だとは思えないんだろうなあ。

「わかんないわよ。可愛かわいい妹のパンツなのに！」

「自分で言うなよ」

「さ、サナ、これでもモテるほうなんだから！」

「へえ。あ、そ」

　ぽい、と足を離して紗菜の部屋を出ていこうとすると、服を引っ張られた。

「待って、まだクリアできてない」

「苦手なら無理してやることないだろ？」

　このソフトは俺がオススメを訊きかれて貸したやつだ。

「兄さんが面白おもしろいっていうから……サナ、頑張ってるんじゃない……」

「……わかったよ。仕方ねえな」

　ともかく、クリアするまで俺は自分の部屋に帰れそうになかった。

　けど、紗菜が笑っちゃうくらい下手なのは相変わらずだった。

「もおおお、誰だれよおおおおお、このゲーム作った人おおおおおお！」

「おまえが下手くそなだけだ。製作者に当たるのはヤメロ。一〇年もすりゃそっち側に回るんだから」

　むう、とむくれている紗菜を見て、そんなに本気になることないだろう、と思うけど、何に対しても真剣なのは、我が妹のいいところなのかもしれない。

「次よ、次！」

「へいへい」

　こうして、下手な紗菜に俺は付き合わされ続けるのだった。

　協力プレイができるアクションゲームを貸すのはもうやめようと俺は誓った。










あとがき







　はい、どーも、バーチャルユーチューバーにハマっているケンノジです。

　あの動画界隈かいわいで最近人気のバーチャルユーチューバーを見ていて思うんですが、ユーチューブの可能性無限大かよ、と思うわけです。近未来感がハンパねえ。

　まあ、ユーチューバーさんたちはピンからキリまでいらっしゃるわけですが、とくに好きでよく見ているのがゲーム実況じっきょう者さんの動画で、有名な方だとゲームをプレイする動画をアップするだけでご飯が食べられるという……（それはそれで苦労はあるんでしょうが）。

　中学生のころはとくにこれといった夢もなく、ゲームして金稼かせげたらいいなー、いや、そんな仕事ないから作る側に回るか？　と考えていたケンノジからすると、ｅスポーツやゲーム実況という「ゲームをする仕事」というビジネスモデルがある現在はなんというか未来感がハンパねえんです。

　もちろん誰でもそれで食っていけるってわけじゃないんでしょうが、でも今中学生だったらたぶん目指してた。

　そしてゲームが下手すぎて挫折ざせつするっていうところまでがワンセット。

　ああいう楽しいこと、楽して金を稼ぐ仕事をしたいって公言すると「うわぁ……」な世間様の冷たい視線を浴びるわけですが、個人的にはオッケーだと思うんですよね。当たり障さわりのない最大公約数的な夢を公言するくらいなら。

　さて、話が思わぬ場所に着地したところで謝辞しゃじにうつります。

　１巻に続き担当してくださった編集様、色々な仕掛しかけを提案していただきありがとうございます。本作が良コンテンツになれるようにこれからも尽力じんりょくいたします。

　イラストを描いてくださったやすゆき先生、可愛かわいい柊木ひいらぎちゃんをいつもありがとうございます。シーンによっては可愛く、ときどき天然で、ときどきエロいという七変化ぶりに、挿絵さしえの確認作業が楽しみでした。

　そのほか、デザイン装丁そうてい担当者様、営業様、校正様、現場の書店員様、本作品の製作販売に携たずさわってくださった皆様、ありがとうございました。




　最後に、今巻を買ってくださった皆様、ありがとうございます。（あとがきを立ち読みしている方はそのままレジへどうぞ！）

　引き続き可愛い柊木ちゃんがお届けできるよう頑張ります。





ケンノジ









著者

ケンノジ

　最近は数を数えるのがさらに苦手になり、自分が何歳なのかちょいちょいわからなくなる今日この頃。




イラスト

やすゆき

　１巻の挿絵をみたら分かると思うんですが、柊木ちゃんの襟足というか後ろ髪はあったりなかったりするんですよ。わざとですよわざと。あ、当たり前じゃないですか。

　柊木ちゃんの気分で半分下ろしたりポニテにしたりするんですよ！

　にににの挿絵は描いていてとても楽しいです。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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